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第一章　君の身柄を買いましょう










初登場から、謎です




　恋愛にまったく興味がないわけじゃない。私だって、いつかは素敵な人に出会って恋をしたい。結婚だってしたい。けれども現実問題、今の私は恋愛どころじゃなくて、生活のためにまずはお金を稼ぐことに必死だった。

　今はどうにもできなくても、生活が落ち着いたらその時は、私も少しは自分のためにお金を使おう。恋にも仕事にも打ち込んで、二十代の女らしい生活を送りたい。

　そう思っていたのに……この状況はなんだろう。

　緩やかに走る車の後部シートで、私は世にも美しい男に半ば押し倒されるような形で迫られていた。

「……傷つけずに手に入れたいと思っていたが。小こ春はるが強情を張るのなら、もういい」

　大きな手に左手を握られ、じっと見つめられたままその手が彼の口元に寄せられる。手の甲で、唇が弾む音が聞こえた。

「お前は今夜、俺のものになれ。もうノーは聞かない」

　ぞく、と背筋が震えるほど低く艶のある声に気け圧おされて、抵抗も奪われた。

　今夜、私はこの男にお金で買われるのか……。

　とてもじゃないが、これを恋や愛などとは思えなかった――。





＊　＊　＊






　私が今、お金に苦労しているのには、理由がある。別に、育った家庭が特別極貧だったというわけではない。ごくごく普通の、母親がパートに出て晩ご飯のおかずをスーパーの特売で日々やりくりする程度の、余裕はないけど温かい家庭だった。

　父親はたまに残業したって夜の九時には帰ってくるし、浮気や暴力で荒れたこともない。家族の誕生日にはいつもホールケーキを買い、私と弟が大きくなってからは時々ふたりでデートに出かけていくような、仲のいい両親だった。

　本当に呑のん気きな両親で、せめてどちらかがもう少し慎重で倹約家であれば、多少の貯金か生活に困らないくらいの保険くらいはかけておいてくれたはずだ。だけど……。

　二年前の雨の夜。病院からの連絡で、大学二年生だった私は三つ年下の弟を連れて急いで駆けつけた。【手術中】と表示されていたライトが消える瞬間が、今でも目に焼きついている。

　交通事故だった。結婚記念日に、私が知る限り初めてふたりで一泊のデートに向かった、その夜のことだった。ふたりともほぼ即死のような状態で、手の施しようがなかったらしい。

　醒めない悪夢の中にいるような感覚で医師の説明を聞きながら、高校生の弟と心こころ許もとなく手を繋つなぎ、途方にくれた。

　あの日からの私は、慣れない手続きに追われ、泣いている暇もなかった。母が毎日つけていた家計簿や銀行の預金通帳を見て、現在の経済状況に愕がく然ぜんとした。哀かなしむ余裕すらない、二進も三進もいかないあの頃の状況を、私は必死で乗り越え、今に至る。そして、弟には決してこんな苦労はさせまいと、心に誓ったのだ。

　だから今日も、私は仕事に忙しい。

「課長！　すみませんがお先に失礼します！」

　時計の針が定時を示してすぐ。私は大急ぎで机の上を片付け立ち上がり、のほほんとおじいちゃんみたいに優しい顔の山やま田だ課長に一礼する。

「はいはい、お疲れさん。荒あら川かわさん、最近週末は急いで帰るねぇ。デートかな？」

「課長、それセクハラですよ」

　そう言ったのは、二年先輩の望もち月づきさんだ。ボブの毛先をふんわりと巻いた柔らかい髪型の印象と違い、けっこうズバズバとものを言う。

「荒川さん、今日はデータ入力ありがとね。お疲れー」

　同じく先輩の小お野のさんは軽く背伸びをして、のんびりと帰り支度をしながら私に手を振る。ちょっと首を傾げた仕草が大人っぽく、ロングの黒髪を揺らした。

　このふたりは同期だからか、私が入社した頃から仲がいい。今日も、週末だからと飲みに行く計画をたてているようだった。いつもより幾分濃いめのメイクなので、もしかしたら合コンかもしれない。

「どういたしまして！　先輩方もお疲れ様です！」

　先輩方の仕事も定時で上がれるようにデータ入力の仕事を手伝ったのだ。一番新人の私が真っ先に帰っても許してもらえるだろう。

　なにせ、やたらと大きなオフィスビルだ。総務部を出て更衣室までもフロアの端から端で、面倒なくらい遠い。私は更衣室に飛び込んで、ロッカーを開けた。

　私服に着替えながらロッカーの扉の内側についている小さな鏡を見れば、母親譲りであるくっきり二重の大きな目が映っていた。

　アイメイクをしすぎると、どうも派手に見える気がして、会社では薄めのメイクを心がけている。通勤に使う服も、控えめな色味のワンピースが多い。

　ブラウンの髪にかかる緩いウェーブは、天然だ。きゅっと後ろでひとつにまとめた私服姿は地味な印象だが、それくらいのほうが目立たなくていい。

　ＩＤカードになっている社員証だけ首に引っかけ、大慌てでエレベーターに乗る。

　私の勤めるオフィスは二十五階建てのビルの十五階にあり、混雑時には各階にいちいちエレベーターが停車したりしてなかなか進まないこともある。この後の予定のことを考えると、どうしても急がざるを得なくて、気ばかり急かされるのだ。

　今日は一番に出てこれたから今のところは空いているけど、これから徐々に混み始めるだろう。

　セキュリティゲートを抜けて、小走りにビルから離れたところでようやく歩幅を緩めた。振り仰ぐように自分が勤めるオフィスビルを見上げる。

　一流商社『ナルセ商しょう事じ』。国内では名前を知らない人は少ないのではないだろうか。国内および海外約五十カ国に百を超える拠点を持つ、日本最大の総合商社だ。エネルギー、機械、生活産業関連の製品の売買や製造、観光産業や旅行業など、総合商社の持つ機能を活かし、広範な分野で事業を展開している。

　大学中退の私がどういうわけでこの会社に採用してもらえたのか、今でも謎である。さっさとあの世へ行ってしまった両親が、もしかして罪滅ぼしに力を貸してくれたのではないだろうか。そんな夢みたいなことを信じてしまいたくなるほど、奇跡のような話だった。

　荒川小春、二十二歳。今年で入社二年目になる。華やかな会社の窓際部署とも言える総務部庶務課所属だが、同じ総務の仕事でも世間の平均額よりも高い給料をいただける。そんな会社に勤められただけでも充分ありがたい話だった。

　駅までの道を再び急ぐ私のバッグから、スマホの着信音が鳴る。手に取って着信表示を見れば、この春大学入学が決まり、離れて暮らすことになった弟からだった。

「はいはい。翔しょう太た？」

《姉ちゃん？　仕送りありがとうな、今日下ろしてきた》

　仕送りのお礼を言いにわざわざ電話をかけてくるなんて、かわいいやつだとつい頬が緩む。

　二年前、両親が事故で呆あっけなく他界して、互いが唯一の家族だ。かわいくないわけがない。

「そんなにたくさんは送れないけど、なんとかやりくりしてよ」

《充分だよ。俺もバイトするつもりだし、生活費くらいは自分でなんとかするようにするから》

「なに言ってんの、ダメよそんなの」

　苦労して大学まで入れたのは、いったいなんのためだと思っているのだ。大学を無事に卒業していい会社に就職して、生活力のあるいい男になってくれなければ、苦労がすべて水の泡ではないか。

「学費も姉ちゃんがきちんと用意してるから。翔太はしっかり勉強して、資格を取るとか、自分の利益になるように頑張って。ね？」

《でもさ……姉ちゃんだって大学辞めたのに。俺だけここまでしてもらえただけで充分だよ……》

　翔太の声が申し訳なさげに小さくなる。

　もう、このやりとりは何度か繰り返している。私を心配してくれるのは嬉うれしいけれど……。

「私はいいの！　一流企業に就職できたし、ここでいい人捕まえるから。翔太はちゃんと稼げるようにならなくちゃ、男なんだから」

　翔太を無事に大学卒業させたら、私も安心して自分のことに気を向けられる。それまでは、まずは翔太の大学が最優先だ。

「とにかく今は勉強を優先させて。お姉ちゃんのお願い」

《してるよ、もちろん》

「そう？　だったらいいけど」

　小走りで行く道の景色が駅に近づき、私を急かす。腕時計を見れば、乗車予定の電車の時刻が迫っていた。

「お姉ちゃん急ぐから、切るわよ」

《なに？　仕事終わったんじゃないの？》

「終わったけど飲み会があるの。じゃあね」

　通話を切ると同時に、スマホをバッグに放り込んだ。

　休んでいる時間はない。かといって、すきっ腹で行くのもキツいなと、駅構内の売店で栄養補助食品のクッキーを買い、それからホームに着いたばかりの電車に飛び乗った。




　行き先は、電車で小一時間ほど揺られて着く繁華街。

　だけど、弟に言ったように飲み会に赴くわけではない。それなら、わざわざ会社から一時間も離れた駅に向かうほうが面倒だ。そこまで行かずとも、いくらでも店はある。飲み会だなどと弟に嘘を吐いたのには、理由があった。

　繁華街の一角に着いたのは、ネオンの灯りが目立ち始めるほどに夜が近づいた頃だった。大小いくつもの飲み屋が立ち並ぶネオンの騒がしい街に、私がこの春からバイトを始めた『クラブミュゼル』がある。通用口から中に入ると、若い黒服が私を見つけ声をかけてきた。

「ヒナタちゃん、遅いよ！　大丈夫？」

「すみません！　すぐ準備します」

　ヒナタというのは、私の源氏名だ。小春という名前が『日向ひなたでぽかぽかって雰囲気だから』と、入店した日に店長が決めた。

　安直な、と思ってしまったことは、当然胸の中で収めておいた。

　控室も兼ねている更衣室は八畳ほどの広さで、奥が着替えのためのスペースになっており、個人ロッカーが人ひとりギリギリ着替えられる程度の空間を空けて三列に並んでいる。手前にはソファとテーブルが置いてあり、既に準備を終えた先輩ホステスが数人、メイクのチェックをしていた。

「お、はようございます」

「はよー」

　だるそうな声でだが、一応ちらほらと返事があった。

　この時間に朝の挨拶をすることには、やっと少し慣れた。けれど、この控室の空気にはいまいち馴な染じむことができないままだ。

　コソコソと肩を小さくすくめてロッカーにたどり着くと、慌てて着替えを始める。

　出勤前に美容室でセットしてもらっている人がほとんどのようだが、私はとてもじゃないけど間に合わないので、ロッカーに置いたドライヤーやヘアアイロンで自らセットしている。

　天然のウェーブだけでは華やかさが足りなくて、少しだけ強めに髪を巻いていく。後頭部で一度まとめて左横に流し、鎖骨の下辺りで毛先を整えた。

　薄いスモーキーピンクのドレスは店の借り物だ。それほど安物ではないようだけど、自分で用意している人たちのドレスに比べるとやはり見劣りはする。

　それでもメイクの上乗せでなんとか体裁を取り繕い、新人のヒナタが出来上がった。

　四月からここでバイトをするようになって、一カ月。縁あってお世話になることになったクラブミュゼルは、高級クラブほどではないけれど、中堅クラスの中では客足もいいほうらしい。客層もそこそこ、いいらしい。たまにぽろっと芸能人が来るらしい。

　らしい、らしいと全部が曖昧なのは、私がまだこの店についても業界についてもあまり知らなくて、ほとんどが人ひと伝づてに聞いただけの情報だからだ。

　この業界でバイトをするのも初めてだし、今のところはヘルプで呼ばれては先輩の仕草を見て勉強し、愛想笑いをして場の雰囲気を壊さないように努めるのに精いっぱいだった。

「ヒナタさん、ヘルプお願いします」

　さっきの黒服の声に名前を呼ばれ、気まずい更衣室から出られることにホッと息を吐く。もちろんテーブルに付くのは緊張するけど、どこにいても居心地がいいとは言えないし、それならヘルプでもなんでもお金になるほうがいい。

「はい、今行きます！」

　返事をして、へこへこと頭を下げながら更衣室を出た。




「失礼します。ヒナタです」

　呼ばれたテーブルは親切な先輩のところでホッとした。中には意地悪な先輩もいるけれど、彼女は以前にも、なにも知らない私にいろいろと細かな接客のことなど教えてくれた。

「まだ新人なの。かわいいでしょう」

　テーブルには男の人がふたり。先輩がちらりと目線で示した辺りに、一礼をしてから腰かけた。

　先輩の隣には、年配の、やや恰かっ幅ぷくのある男性がいる。

　私が隣に座った相手は三十代後半くらいの男性で、多分取引先か部下か、そのどちらかだろうか。にこにこと優しい、愛想のよさそうな男の人でホッと安あん堵どした。

「ほんと、かわいいね」

「いえ、そんな」

　とりあえず褒めとけという社交辞令にすぎないのはわかっていても、褒められるとやっぱり照れるのが乙女心というものだ。つい視線がテーブルの上を忙せわしなく行き来する。

　視線が逃れた先で、隣の彼のグラスが空になっていることに気がついた。

「あ、お、お作りしましょうか」

「ありがとう」

「照れてる」

「ね、かわいいでしょう。初々しくて」

　斜め向かいで、先輩ともうひとりのお客様が寄り添って、からかうような視線を私に向けている。隣の男の人からも、クスクス笑う声が聞こえた。

「もう、やめてくださいよ、手が震えます」

　グラスとマドラーを持つ手は確かに震えていたが、照れが理由というだけではない。店でのお客様との会話にまったく自信がなくて、通常の受け答えすら緊張する始末なのだ。

　だって、なにを話せばいいのかわからない。お酒を作って、煙草たばこを吸う人ならライターで火をつける。そういう決まった動作ならなんとかできるけれど、好まれる話題だとかになると私はからきしダメだった。

　職場の上司なら仕事の話やそこに付随する話題、友達ならそれこそいくらでも話題はあるけれど、お客様相手の話題って、相手のことをなにも知らないのにどうすればいいのって思う。どこまで自分の意見を出していいのかわからない、愛想笑いをして相手の話に『そうですね』と肯定の相あい槌づちを打つだけで精一杯だ。

　だから先輩も、私に慣れさせようとして優しいお客様の時に呼んでくれているのかもしれない。

　こんなことでやっていけるのかな、自分、と不安は常に頭の中にある。だけど……やるしかないのだ。私にはお金が必要なのだから。

　私が隣に座った彼は、門かど田たさんというらしい。改めて私にも名刺を渡してくれた。

　随分と話しやすい人で、お客様と話していて楽しいと思えたのは今日が初めてかもしれない。今、趣味ではまっているというダーツのことをいろいろと話してくれた。

「私、ダーツってやったことないんです。お上手なんですか？」

「上手かどうかって言われるとわからないけど、けっこう真剣にやってるよ。大会にも出ててさ」

　門田さんがスマホを操作し、私にも見えるように近づけてくれる。

　のぞき込むと、小さなトロフィーを手に笑っている門田さんが映っていた。

「すごい！　優勝されてるじゃないですか！」

「去年ね。小さな大会だったけど」

　そもそもダーツに大会なんてものがあるのか、ということにも驚きだった。

　門田さんの手元に視線を向けたまま感心していると、不意にふたりの間にある門田さんの手が私の太ふと腿ももをなぞった。

　……えっ？

　一瞬、偶然触れただけかと思った。けどそれにしては、指先がまるで肌をくすぐるように意思を持って撫なでていった気がする。

　別に太腿を撫でられるくらいのことは既に初日に経験した。もう今さらうろたえることはないけれど……気分のいいものではなく、とてもじゃないけど慣れそうにもない。

　それに、門田さんがそんな接し方をするようには見えなかったせいか、ちょっとばかり思考回路が停止した。

　ちら、と門田さんの表情を窺うかがう。

　彼はあまりになんでもない顔をしたままで、やっぱりわざとじゃなかったのかな、と首を傾げていた時だった。

「ヒナタさん、お願いします」

　ウェイターに呼ばれて、少しホッとしながら顔を上げた。多分、どこか別のテーブルのヘルプに移れということだろう。

「すみません、門田さん。少し失礼しますね」

　話の途中で席を立つことに申し訳なさを感じるけれど、致し方ない。門田さんと先輩のそばのお客様にも一礼してそのテーブルを離れた。

　さっきのボディタッチがわざとだったのかどうかはわからないままだけど、それ以外は優しいし私が話題下手でも気にせず向こうから振ってくれるし、いいお客様だった。それでも席を離れるとホッと気が抜ける。ただ、これでひと息つければいいけれど、当然そんなわけはない。

「次はどこに行けばいいですか？」

　私を呼んだウェイターに尋ねると、彼は興奮気味で私に耳打ちした。

「ヒナタちゃん！　どこであんな大物呼んできたの？」

「は？」

　いったいなんの話だと首を傾げる。

　大物……大物？　もちろんそれにも覚えはないし、なにより私は誰も呼んではいない。

　なにかの間違いじゃないだろうか、と訝いぶかしむばかりの私を歯がゆく思ったのか、ウェイターはぐっと顔を近づけて耳打ちをした。

「呼んだんじゃないの？」

「人違いじゃないですか？」

　私は口元を手で覆って、小さな声で囁ささやき返す。さっぱり覚えがないのだ。

「そんなことないよ、ちゃんとはっきり『ヒナタ』って言ったし、受付にある写真でもちゃんと確認した」

「でも私、誰も呼んでないんですけど……いったい誰が来たんですか？」

「成なる瀬せさんって人だよ、ナルセ商事の現副社長！　初めてなのにヒナタちゃんご指名だっていうからてっきり……」

　ウェイターの言葉に、ぴくっと頬が痙けい攣れんして、固まった。

「……成瀬さん」

「そう」

「ナルセ商事？」

「そう！　なんだ、やっぱり知ってるんだ」

　そんな大物を知ってるならもっと早くに連れてきたらいいのに、と興奮気味のウェイターをよそに、私はさーっと頭のてっぺんから血の気が引いていくのを感じていた。

　知ってる、というか……。知り合い、というわけではなく、私が一方的に知っているだけだ。なにせ、自分の勤める会社の副社長なのだから。

　といっても、顔ははっきり思い出せない。入社式の時に、恐ろしくイケメンであの若さで副社長かと、テレビの向こう側の人間を見ているような感覚を抱いたのを覚えているだけだ。同じ会社にいたって滅多にお目にかかれる人じゃないし、そのうち仕事に忙殺されて忘れた。

　だが、問題はそこじゃない。なぜ、そんな偉い人が今まで会ったこともない私を指名してきているのかということと……ナルセ商事は当然、副業は許可していないということだ。

　副社長が自ら私の副業を暴きに？　いやいや、そんな馬鹿な。大企業の副社長が日陰部署のいち社員のためにわざわざ出向くなんて、そんなに暇なはずはない。

「なにかの間違いじゃないんですか？」

「受付で名刺もらったし、俺もあの人の顔はよく覚えてるから間違いないよ。経済誌で見たことあるから」

　ほんとに？　ナルセ商事に勤めてる私より勤勉じゃないの、ウェイター。

　じゃあその人が本物だとして、やっぱり私を指名してきたというところが間違いだったりしないだろうか。

　興奮するウェイターと対照的に私の顔色は青ざめるばかりだ。

　いつまでもその場を動こうとしない私に焦れたようで、ウェイターが背中を押した。

「ほら、早く！　お待たせしたら失礼だから」

「え、ちょ……まじですか、私ひとり!?」

　相手云うん々ぬんももちろんそうだが、実はこれが初指名だったりする。途中で先輩が抜けて間を繋いだことくらいはあるけれど、最初から一対一で接客するのは初めてだ。

「新人だから、もうひとり女の子つけましょうかって提案したんだけど、ヒナタちゃんひとりでいいって言われちゃったんだよ。頑張って！」

　ウェイターが、尻込みする私の背中をぐいぐいぐいと押し続ける。

　冗談でしょう!?　本気で私ひとりなの!?

　視線の先に、男性がひとりで座るテーブル席が見えた。斜め後ろからで、まだはっきりとは顔は見えない。

「ほら頑張って！　初指名おめでとう！」

　ちっともおめでたくないよ！

　心の叫びと同時に、ひときわドンッと強く背中を押され、私はそのお客様の視界の中へ飛び込んでしまった。

　前につんのめった無様な格好での登場に、恥ずかしすぎて……いやそれよりも恐ろしくて顔が上げられない。それでもなんとか姿勢だけは取り繕い、背筋を伸ばして目線は足元を見る。

　自分の足から、テーブル席の足元へ。ピカピカの、お高そうな綺き麗れいな革靴が見えた。長い脚を組み、膝に乗った手が大きくて綺麗だった。

　それ以上先へ視線を上げるのが怖い。

　足と手のパーツだけで、なんかもう上流階級オーラを感じるのは、ナルセ商事の副社長様という情報を先に聞いてしまったからだろうか。

　どうしてそんな人が、こんな高級とは言えないクラブの冴さえないホステスに、指名で会いに来るのか。私が荒川小春だとバレているのか……いや、副社長がたかが総務部の人間を知っているわけがない。

　じゃあ、なぜ〝ヒナタ〟ご指名なの？　そこはわからないが、もうこうなったらシラを切り通すしかない。私は荒川小春など知らないと！

　止まらない手の震えと冷や汗を感じながらも、思いきって顔を上げた。精いっぱいの笑顔を乗せて、両手の指を揃えて会釈する。

「いらっしゃいませ、ヒナタで――」

「こんなところでなにをしている、荒川小春」

　ひっ、と悲鳴は声にならずに飲み込んだ。

　ダイヤモンドダストばりの冷ややかな声で見事にフルネームを呼ばれ、私の笑顔は一瞬で凍りつく。

　ヒナタじゃない、間違いなくこの人は〝荒川小春〟をご指名らしい。

　恐々、視線を彼の全身に巡らせた。

　仕立てのよさそうなスーツを着こなす、二十代後半くらいのまるで彫刻のような面立ちと切れ長の瞳、黒い髪は照明の灯りを映すほどに艶々だ。

　見る者を一瞬で虜にしてしまいそうなイケメンが、震え上がりそうな冷たい表情でまっすぐに私を目線の先に捉えていた。

　間違いない。この顔、確かに入社式で見た副社長だ。

　こんな怖いくらいに整った顔を忘れるはずがない。ただあまりにも世界が違う人だったので、思い出されることもなく不要な記憶の一番奥にしまわれていただけだ。

　だって、絶対に私なんて目に止まるはずはないだろう。あんな大きな会社の、日陰部署のいち新入社員なんて。その視界に映り込むような可能性すらないと思っていた。

　だが、今現実に彼は目の前にいて、確かに私の本名を口にした。

「お、お人違い、では」

「ナルセ商事総務部庶務課勤務、荒川小春。今年で二年目だな」

　震える声で無駄な抵抗を試みたが、ずばんと言い返されて、逃げ道もなくなった。

　冷や汗をだらだら掻かきながらどうするべきかわからず突っ立っていると、彼の目線がすっと横に流れた。

『隣に座れ』という意味だ、きっと。

　彼の視線をそう解釈すると、もう逃げられないと観念した。

「……失礼いたします」

　ひとり分ほど空けて隣に腰を下ろす。大きく深呼吸を繰り返して、気持ちを落ち着かせようとした。

　なんでこんな偉い人が、いち社員の副業なんかを暴きに来たのかはさっぱりわからない。だが、なんとか許してもらうしかないのだ。

　バイトをしなければ弟の大学費用も払えない、仕送りもしてやれない。だけど、せっかく雇ってもらえたナルセ商事をクビにはなりたくない。

　それに、今は弟のため、生活のためと頑張っているけれど、私だって幸せになりたい。ホステスはあくまで一時的な副業で、急場をしのげればちゃんと辞めて昼の本業に専念したい。

　本来の生活基盤として、ナルセ商事という勤務先を失うわけにはいかない。同情でもなんでもいい、なんとかこの人の許しを得てクビだけは免れなければならないのだ。

「あ、あのっ！」

　意を決して顔を上げれば、キラキラ輝くご尊そん顔がんが目の前にあり、うっと言葉に詰まった。

　まぶしすぎて目がチカチカするのは気のせいかな。あ、後ろにミラーボールがあるからか。

　ミラーボールのためかご本人のオーラなのか、後光が差し威圧感たっぷりに感じる彼から逃げ出したくなる衝動をぐっと抑え、額が膝にくっつくほどに深く頭を下げた。

「副業が禁止されていることは知ってます！　ですが、どうしても事情があってお金が必要なんです。弟の大学費用を出してやらなきゃいけなくて……」

　正直に告白するしかない。それでダメなら、バイトをいったん辞めることで今回だけは見逃してもらえないだろうか。バイトか正社員かとなると、当然安定収入のナルセ商事を辞めるという選択はない。

「一時だけなんです。ずっとやるつもりはありません！　ですからどうか……」

　見逃してはもらえないでしょうか。

　言い募っても反応がないので、恐る恐る顔を上げる。

　ちょっとでも同情してくれたら、少しは優しい目線になっているだろうかと期待したが、彼の目は少しも変わらず無表情のままだった。

　はい、アウトー。

　私の中で試合終了のゴングが鳴った。

　ダメだ。ちーっとも同情してくれた様子はない。ああ、一流商事勤務……儚はかない夢だった。クビだとしたら、私側に原因があるんだから退職手当ももらえないだろうし、失業手当だって確か、すぐにはもらえないんじゃなかっただろうか。ちゃんと新しい昼間の仕事を見つけるまでは、この店のバイト代でしのぐしかない……。

　早々に頭の切り替えを始めたが、やはり簡単には馴染めそうにないこの仕事にすがるしかない現実に、ずっしりと気は重くなる。だが、私に再びかけられた彼の言葉は予想とは少し違った。

「給料は、普通に生活する分には充分な額が出ているはずだ」

「……え？」

「そんな似合わない格好をしてまでバイトしなければならない事情はなんだ。大学費用はそれほどかかるものか？」

　え。に、似合わないですか。

　軽くショックを受けながらも、今は多分、論点はそこではない。

「……学費だけならまだローンとか利用すればどうにかなったんですが、仕送りが必要なんです。家から通えたらよかったんですが、通学できる距離じゃなくて」

　お金が必要な理由を、できるだけ同情を買えるように伝えようとした。そんな自分が浅ましい人間になった気がして、惨めにもなる。だけど今はなりふりなど構っていられない。

　だが、それでも成瀬さんは無言のままで表情も崩れない。

　ちょっとくらい心が動かないものだろうか、それとも同情を買おうとしたのが逆に不快感を抱かせてしまったのだろうか。

　氷のような無表情に怖おじ気けづきながらも、肝心なことを言っていないことに気がついて、後から付け足した。

「あ、あの！　うち親がいなくて。私が親代わりなので、それで」

「それは知ってる」

「は？」

　間抜けな声が出た。さっきからしつこいくらいに同じ疑問が頭の中で繰り返されている。

　なんで、彼は私のことを知っているの？　あんな大きな会社の、ほんの片隅のいち社員のフルネームを、ましてや副業やそれに至る事情を、副社長なんて立場の人が把握しているものなんだろうか？　それは、ありえないんじゃないだろうか。

「……あの」

「なんだ」

　今初めて、この人とまっすぐに目を合わせた。

　端正すぎる顔立ちと、彼の思惑がなにもわからないことに気後れはするけれど、今の会話でなんとなしに察することができたことを恐る恐る口にする。

「私を、ご存じなんですか」

「だから、さっきから知ってると言ってる」

　彼の返事は、わざとはぐらかすようなものに感じた。私は、社員としてじゃなく個人的に知っているのかと、そういう意味で聞いたのだ。さらに言えば、どこでどういう状況で私を知っているのか教えてほしいという意味なのに、『知ってる』と言うだけで続きを話してくれる様子がない。

「そうじゃなくて……どこかでお会いしたことがありましたか？」

　私の質問に彼はくっと口角を上げ、その表情は私の目には肯定のように受け取れた。

　彼は、いち社員のデータとしてではなく、いち個人として〝荒川小春〟を知っているんだ。

「……え、でもどこで？　あなたみたいな雲の上の人に出会う機会なんて――」

「まだそうだとも言ってないが」

「違うとも言わなかったじゃないですか」

　片手でこめかみに手を当て指で揉もみながら、記憶の中になにかこの人を思い出すとっかかりがないかを探す。だけど、どう考えたって出てこない。彼のような上流階級の人間と知り合うきっかけなど、これまで一度もなかったはずだ。

「……あなたは、誰、ですか」

「成瀬 柊しゅう」

「それはわかってます！」

　てか、下の名前は今初めて覚えましたけどね！

　私がなにを聞きたいのかわかってるくせに、やっぱりかわされる。しかもその顔が無表情から一転してにやにやと楽しそうで、カチンと来て思わず声を荒らげてしまった。

　あ、やばい。副社長なのに。

　だけど彼は、私の失言にも楽しそうに肩を揺らす。

　こっちは真剣なのに一方的にからかわれてるような気がしてならない。どうにも憎らしく唇を噛かんでいると、彼のほうはひとしきり勝手に笑って気が済んだのか、ふっと表情が無に戻った。

「つまり、金が必要。そういうことだな」

「え？」

　唐突に再開した話に戸惑った声しか出せない私に、彼はまったくマイペースで答えを急かしてくる。

「違うのか」

「え、いえ。そうですけど」

　話が最初に戻ってしまった。

「許していただけるんですか」

「なに？」

「いえ、ですから、クビ……」

　この人の判断ひとつで、私の今後が決まる。そう思えば、ついビクビクと表情を窺ってしまう。

「ははっ。小春はせっかちだな」

　そりゃ、せっかちにだってなりますよ、生活がかかってるんですから！

　だけど、そう言い返すよりも、下の名前を呼び捨てられたことに不覚にもドキリとして反応できなかった。

　まあ、もし万一ここで意味のわからない札束を積まれても、なんか怖い。

　警戒しながら成瀬さんを見つめていると、彼は手の甲に顎を乗せ少し考えるような仕草をした後、事も無げに言い放った。

「……とりあえず、ロマネでも入れとけ」

「え？　あ、はい」

　ロマネ……。きっと、すごく高いお酒だよね。あんまりよく知らないけど、あるのかな？

　さっきからハラハラした様子でこちらに視線を送っているウェイターを呼び、こそっと耳元でロマネがあるのかどうか尋ねる。

「ロマネって……そ、そんな高価な酒うちにはないって、銀座の高級クラブじゃないんだからさ」

　ウェイターは弱り切った顔で頭を掻いた。

「え……そうなんですか？」

「それでは、君がこの店で一番おいしいと思うお酒をお願いいたします」

　私とウェイターのコソコソ話を聞いていたのか、成瀬さんがえらく丁寧な言葉でそう言った。

　そしてこの時、私はわかっていなかったのだけど、どうやら成瀬さんの言葉は、『この店で一番高い酒を持ってこい』という意味だったらしい。

　それは後になってウェイターから聞いたのだけど、私もなんとなくそんな空気を感じてはいた。彼の言い方が、丁寧ではあるけど上から目線で偉そうだと思ったのだ。

　馬鹿にされたような気がしたのは貧乏人の僻みだろうか。

　だけどしかめっつらをしたのは私だけで、ウェイターは喜び勇んでドンペリを持ってきたのだった。










熱帯魚を捕獲したい




　結局、成瀬さんはなにをしに来たのやら。私に副業を辞めろとも、クビだと言い渡すこともなく帰っていった。

　ただ、帰り際に翌日土曜の予定を聞かれ、店に出勤しなければいけないと答えたのに午後二時に迎えに行くと言われた。

　もしかして同伴出勤ってやつかなあ、とちらりと思ったけれど、あの人が私のお客さんとして再び店に来る意味がわからない。

　それにしても、お金持ちって相手の都合とか考えないのかな。お店は夕方からだから、それまではゆっくり寝ようと思っていたのに、私の都合など聞いてすらくれなかった。

　あんな大きな会社を自分の手で動かしてる人だもん、誰でも言うことを聞いて当たり前だと思っているのかもしれない。

　理不尽だ、なんか腹立つ。そう思っても、私に副社長に逆らうなんて真似ができるわけもなく、なぜに私の家を知っているのかなんて疑問も口にすることもできず、翌日。

　土曜、青空と遅咲きの八重桜の花びらが舞う、美しい春の午後。

　私の古いアパート前に、黒いセダンの高級車が停まった。

　わー……こんなとこでこんな車、滅多にお目にかかれないよ。

　四十代くらいだろうか、背の高いスーツを着た優しげな男性が運転席から降りてくる。運転手さんだろう。そして、彼が開けてくれた後部のドアの奥にも人影がある。

「なにしてる。早く乗れ」

　私が立ちすくんでいると、奥から顔を出したのは、昨夜と同じく麗しい顔立ちの副社長。

　こんな……古びたデニムパンツと既製服の格安メーカーのさらに特売で買ったカットソーで、こんな車に、ましてやこんな人の隣に座るなんて冗談じゃない、というのが正直なところだけれど。

「お……お邪魔します」

　有無を言わさないオーラを醸し出され、私は観念して乗り込んだ。

「お仕事だったんですか」

「ああ、午前中に少し社に顔を出してきた」

　成瀬さんは、今日も絶対に仕立てがいいだろうダークスーツをびしっと着こなしている。袖からさり気なくのぞくのは、私もよく知ってる高級ブランドの腕時計だ。

　やば、さすがにちょっと……恥ずかしいかもしれない。

　私は自分の野や暮ぼったい服装が情けなくなって、カットソーの裾をきゅっと握った。

　決しておしゃれに興味がないわけではないし、物欲がまったくないわけでもない。いやむしろ、抑圧しているだけにきっと人並み以上にはある。本当は、貧乏でももう少しくらい自分の好きな物を買える余裕はあった。だけど、抑圧してるがゆえに一度手を出したら爆発してしまいそうで、ずっと自分を戒めている。

　私だって、憧れる。私には手の届かないような、高価なブランドの洋服やバッグ、アクセサリー。素敵な男の人に見染められてお姫様みたいに着飾らせてくれたり……なんて。恋愛から離れすぎて、すっかり発想が現実離れして夢物語になっている。

　馬鹿馬鹿しくなって、頭の中の妄想を掻き消し窓の外を流れる景色に目をやった。

「あの。どこに向かってるんですか？」

「買い物」

　簡潔な言葉に、「はあ」とため息交じりの返事をする。

　なにを、とか、どうして私が一緒に、とか、こうも愛想ない態度をされると会話も広がらないし広げる気にもならない。

　だけどまあ、買い物ならちょっと楽しみかも。こんなお金持ちの人が行くなら、それこそ高級ブランドのお店とかだろう。足を踏み入れたこともないような店にくっついて入れるなら、当然興味はある。

　そう思い、大人しくついていくことに決めたのだが、私はその行く先で〝買い物〟の概念を覆されることになった。




「あ……、あの！　成瀬さんっ？」

「ああ、それもいいな。それとそれ、あとそれも」

　ずらりと並んだ煌きらびやかなドレス。応接室のような一室で、店員がざっと私の全身を見て見繕ったドレスから、さらに成瀬さんが何着かピックアップする。

　連れてこられたのは、一流ホテルの、恐らくはセレブな方々向けに併設された美容サロンだった。

　ホテルの豪ごう奢しゃなエントランスロビーにすらこんな格好で入れないと怖じ気づき一歩も進もうとしなかった私は、彼に首根っこを引っ掴つかまれて連行された。冗談でも比喩的表現でもない、本当に後ろ襟辺りを掴まれ引きずられ、窒息するところだった。

　まるでホテルのスィートルームのような……といっても私はスィートルームなどこの目で見たことはないのだけれど、そう思わせるアンティークの見事な調度品と部屋の中央にはフカフカのソファが置かれている。

　しかも、可動式のラックにかけられたドレスもずらりと並べられた靴も、すべてが私に合わせたサイズで揃えられてあった。つまり私ひとりのために、このサロンに集められたのだ。

「成瀬さんてば！」

「なんだ。早く試着してこい」

　なんで？　ドレス一枚でどうして何十万もするの!?　確かに、私のためにドレスを誂あつらえてくれるような男性と恋できたら、なんて絵空事を描いたけれど。さすがにこれは、レベルが違う。

「い、いくらなんでも、こんな！　店に出るためのドレスでこれはもったいないです！　今度のお給料が入ったら『ドンキ』で自分のドレスを買おうと思ってて」

「…………鈍器？　誰を殴る気だ」

「鈍器じゃありません！　格安の大型雑貨店のことです。それはともかく、クラブミュゼルでこんな高価なドレス着てる人いませんよ！」

　人気ナンバーワンの女性は、綺麗なラインのドレスをいくつも持ってるけど。今私が着せられようとしているのは、まったく別次元だ。仕立てが違う、布地の質が違う。それほど目が肥えているわけではないけれど、そんな私の目で見てもわかる。

「いいから早く。俺の隣を歩くのに貧相な格好をさせられるか」

　そんなふうに言われて、あまりの恥ずかしさに顔が熱くなった。

　ついさっきまでの格好を全力で謝りたい。だけど、そもそもこの人と私とでは住む世界があまりに違う。それをろくに説明もせずに、訳もわからないままおろおろする私を強引に引っ張ってきたのは成瀬さんのほうではないか。

　押し込めるようにして無理やり入らされただだっ広い試着室は、四方八方が鏡張りになっている。そして試着くらいひとりでできるのに、どういうわけか店員が一緒に入ってきた。

「ちょ、あの、ひとりで着れますから！」

「まあ、ご遠慮なさらずに。私たちが叱られてしまいます」

　さあさあさあ！　とあれよあれよと脱がされて、私は上下バラバラのこれまた安物のランジェリーを店員の目にさらすことになった。

　そっと見ないフリをしてくれた店員は、すごく優しいと思う。だけど優しいと感じた分だけ、余計に惨めで恥ずかしい。

　見下ろした自分の見すぼらしい下着姿は等身大の自分であり、現実だ。反面ピカピカに磨かれた鏡だらけのこの部屋はまるで……成瀬さんの住む世界への入口のようにも思えてくる。

「夢の世界ね……本当に」

「はい？」

　ぽつりと零した呟つぶやきを店員に拾われて、なんでもないと頭を振った。

　そう、これは夢の世界の入口だ。どうせ覚めるなら少しくらいのぞいてみるのもいいかもしれない。

　そう思うと、諦めもついて背筋を伸ばした。

「どうぞ」と私が着やすいように店員が広げてくれたドレスに、もうどうにでもしてくれ、と言われるままに足を踏み入れた。

「あら……まあ」

　袖を通し、背中のファスナーを引き上げてくれた店員が、ざっと私の全身を見て感嘆の声を漏らした。

「なんですか？」

「いえ、とても美しく着こなしてらっしゃるので……身体のラインが綺麗に出てよくお似合いです。手足も長くて」

「はあ……ありがとうございます」

　美人だった母のおかげで、器量には恵まれたほうだと思う。母のほうが綺麗だったけど、私にも少しはその面影があった。

　貧乏ゆえの粗食と、駅まで本来ならバスを使うところを毎日徒歩で乗り切っているおかげで、ダイエットとも無縁だ。むしろ生活そのものがダイエットをしているようなものだった。

　成瀬さんが選んだ黒のドレスは、腰からゆったりとしたドレープが裾まで流れ、それでいて下半身のラインがタイトに見える。極上のスタイルを演出する、やっぱり店の借り物のドレスとは格が違った。

　それに合わせて、黒とシルバーのピンヒール、胸元には豪奢なアクセサリー……ってこれ、ドレスに試しに合わせただけのイミテーションだよね？　そうだよね？

「少々お待ちくださいね。後できちんとヘアセットもいたしますけど、まずは簡単にまとめてみましょうか」

「ええっ!?　いや、いいです！　って、後でヘアセットもするんですか!?」

「もちろんです」と彼女は笑う。『腕が鳴るわ』とでも言いたげな職人の顔であった。

　サイドアップした髪を後ろで緩く編んで、髪全体を左肩に流し鎖骨の少し下でウェーブを整える。

　とりあえずの体裁を取り繕うためにかかった時間は、ほんの数分だった。まさしくプロの技だ。

「……いかがですか」

　ソファにふんぞり返ってスマホを弄っていた男が、私の声に顔を上げた。

　ほんのわずかに、瞠どう目もく。

　初めて男の表情を崩した気がして、少し気分がいい。けれど、返ってきた言葉はいまいち熱のないものだった。

「……まあまあだな」

　馬ま子ごにも衣装というけれど、やっぱいい物着ると違うなー、って鏡を見て自分でもちょっとばかりいい気になっていたものだから、ムッとして全身を見下ろした。

　まあまあってなに、もうちょっと褒めてくれてもいいんじゃないかな。いい仕事したよ、ここのスタッフさん。いい腕してるよ？

「そーですか」

　くるん、と背中を向けて鏡に向かう。

　足元から顔を上げると、鏡越しに成瀬さんと目が合った。てっきり素っ気なくスマホでも見ているのかと思っていたから、不意打ちの視線にドクンと鼓動がひとつ跳ねた。じっと目を合わせたまま、彼は徐々に私の背後に近づく。

　真後ろに来た瞬間に、うなじにすっとなにかが触れ、驚いて肩が跳ねた。肌から伝わる感触で、それが成瀬さんの指だと気づく。

「ひゃっ？」

「アクセサリーを変えろ」

　しゃら、と首元のアクセサリーを取り去らわれ、新たにひんやりと冷たい感触が胸元から首筋に触れる。

　鏡を見ると、キラキラ透明な石が大小さまざまに散りばめられたネックレスが、ずっしりと存在を主張していた。

　すごく綺麗だ。多分これはイミテーションじゃないよね、絶対本物な気がする。

　問題なのは、それがなぜ私の胸にあるかということだ。

「……綺麗、ですね」

　なんて反応すればいいのかわからなくて、率直に感想だけを口にした。

「気に入ったか」

「はあ」

「じゃあ、これにしよう」

　ふ、と鏡越しのままで成瀬さんの表情が和らいで、ついその微笑みに釘くぎ付づけになる。

　おかげで、私は彼の『これにしよう』という言葉をそのまま聞き過ごしていた。

「よく似合ってる」

　彼の思わぬ柔らかい優しい表情に、魅入られてしまっていたのだ。場の雰囲気にもすっかり酔わされ、ぼやぼやしているうちにすっかり彼のペースだった。

　その後、ヘアメイクをしてもらっている間に、彼はろくに試着もしてないドレスやお店用じゃないワンピースにスーツまで、私が欲しいとも言わないのに大人買いしてしまった。戸惑う私に「大丈夫だ、俺の目は確かだ」とかよくわからない見当違いのセリフまで放った。

　似合うか似合わないかの心配でもないしサイズの心配でもない。なんでこんなことをされているのか、あなたが私に会いに来た理由も謎のままなのに、マイフェアレディごっこに興じていていいのだろうかと、我に返ったがゆえの戸惑いだ。

　それでも、成瀬さんが選んだドレスとネックレスを身に着け、プロのヘアメイクを施された姿で姿見の前に立つと、すぐに夢の世界に引きずり込まれる。

　華奢なミュールは履きなれない高いヒールで、ふらついてしまった私の腕を成瀬さんが掬すくい上げた。さらりと自然に、自分の腕に掴まらせる。

　見上げた私は距離の近さに心臓を高鳴らせ、すぐに目を逸らしてしまった。そうでもなければ、心臓が壊れてしまいそうだったのだ。

　それにしても、成瀬さんって身長何センチくらいあるんだろう。百八十は充分ありそうだ。だって、こんな高いヒールを履いているのに、それでもまだ余裕の身長差がある。

　ああ、まずい。こんなに綺麗に着飾らせてもらってエスコートを受ける……しかもこんな、雲の上にいるに等しい男の人に。

　このシチュエーションだけで浮かれてしまい、ドキドキと忙しない鼓動を静めようと深呼吸した。

「では、行こうか」

　成瀬さんのひと言に、夢見心地でどこに行くのかもわからないまま頷うなずいてしまう。

　そんな私の様子に彼はどこか満足げに微笑んで、サロンの外へ。柔らかい濃赤色の絨じゅう毯たんを踏み出した。

　さっきはあんなに気後れして引きずられながら通ったフロアを抜ける。自分が場にそぐわないのは充分わかっているけれど、成瀬さんがエスコートしてくれている、それだけで不思議と背筋を伸ばすことができた。




　成瀬さんに連れられ、ホテル最上階のフレンチレストランを訪れる。通されたのは、まるで豪奢な洋館のダイニングルームのような空間で、他の客がいないことに少しだけ気が抜けた。

「なにか食べられないものはあるか？」

「えっ、いいえ！　なにも」

　きょろきょろとつい部屋を見回してしまっていて、声をかけられ慌てて前を向く。テーブルを挟んで向かいで成瀬さんがギャルソンと話していた。

　本当はホルモンとか苦手だけれど、まさかここでホルモンは出ないだろう。

「あの……成瀬さん」

「なんだ」

　ギャルソンが彼のそばを離れるのを待ってから、声をかけた。夢に誘われるようにふわふわとついてきてしまったけれど、ここにきてようやく頭が働き始めた。

　フレンチレストランということは、当然これからコース料理をいただく流れなのだろう。だけど、私はこの後、店に出勤しなければならない。

「連れてきてもらっておきながら、すみません。昨日も言ったはずなのですが、私は今日お店に出なければいけなくて……」

　午後二時に強制お迎えにあい、このホテルに連れてこられてから、マイフェアレディごっこでけっこうな時間を費やした。今はもう夕方六時に差しかかろうとしている。

　この後お店に来ていただけるならそれが一番助かるけれど、彼がどういうつもりなのかもわからない。だが、たとえ同伴出勤できなくても、成瀬さんのお相手をしていたと言えば少しの遅刻は許してくれそうな気がする。せめて遅れる旨を店に一報入れなければならなかった。

　マナー違反だと思うのだけど、連絡を取らせてもらうには部屋を出たほうがいいのだろうかとか、礼儀を知らない私は彼に尋ねようとしたのだ。が、次のひと言から始まる彼の言葉で、私は一気に夢から覚めることになる。

「店にはもう出る必要はない」

「え？」

「弟の大学費用と仕送りだったな。俺が用意する。いくら欲しい？」

　どういう意味か、と聞き返す前にギャルソンが前菜を運んできて、私は一度言葉を飲み込む。

　だが、彼はお構いなしに話を続けた。

「ああ、そうだ。店には既に退店すると話はしてある」

「ま、待ってください！」

　目の前に置かれた、色鮮やかなテリーヌの美しさに目を奪われる余裕もない。ギャルソンが下がるのを再び待って、私はようやく切り出した。

「借金は!?　私、お店からお金も借りてて」

「俺が返済した」

　事も無げに彼は言い、ナイフとフォークを手に取った。

「は？」

　テリーヌが切り取られ、色鮮やかな欠片かけらが彼の綺麗な口元に運ばれる。

　それを呆ぼう然ぜんと見つめながら感じたのは、感謝よりもひどく惨めな気持ちだった。お姫様扱いに浮かれていた心を、足を掴まれて引きずり降ろされた気分だ。

「どうして、そんなことを」

　翔太の大学入学が決まった時、飛び上がって喜んだ。遠く離れた大学だ、アパートや家具、電化製品など生活に必要なものを一式用意してやらなければならず、蓄えなどなかった私は、クラブミュゼルに勤め始めた時にその費用を前借りさせてもらったのだ。

　返しきるまで、そしてこれから先の翔太の学費や仕送りが終わるまで辞められないと覚悟したが、そんなことはどうでもよかった。

　できるだけのことをしてやりたい。両親ができなかった分を、私が代わりに。そうすることで、きっと亡くなる寸前たくさん心配しただろう両親を安心させてあげられる、そんな気持ちもあった。

　必死に姉として努めてきたのだ。それを、目の前のこの人に一蹴された。

　私はよほどひどい顔をしていたのだろうか。彼が訝しげに眉を寄せ、ナイフとフォークを置いた。

「……どうして、とは？」

「受け取る理由のないお金です」

　こうしてドレスアップさせてもらった。それなら、ホステスと客の付き合いの一環だろうかと思えた。だけど、彼は店に出る必要はないと言う。その時点ですべての理由がなくなってしまうのだ。

「楽になる。余計な仕事をせずに済む。どうしてそれを素直に喜ばない？」

「あなたの申し出を受け入れて？　私になにをしろって言うんですか」

「俺のそばにいろ。それが条件だ」

　目の前に札束を積まれたような気分だった。お金で買われる……それはこういうことを言うのだろうか。

　成瀬さんほどの人なら、結婚相手は当然同じくらいお金持ちのお嬢様だったりするだろう。好きだなんだの恋愛感情よりも、会社の都合が優先だったりするのかもしれない。

　そんな人にお金を積まれて『そばにいろ』と言われても、私には愛人になれという意味にしか聞こえなかった。

　じっと成瀬さんの目を睨にらむように強く見返せば、彼も困惑気味に視線を返してくる。私がどういう気持ちでいるのか、理解しがたいようだった。

　会社勤めしながら夜のバイトは正直キツい。この先いつまでやれるかどこまで稼げるかの自信はなくて、ただなんとしてもお金を工面しなければと、その一心だった。

　今ふたりの間にある札束の幻に手を伸ばしたら、確かに楽になるだろう。だけど、出た言葉は彼に反発するものだった。

「……お断りします」

　そう言うと彼は瞠目し、一瞬息を飲んだ。

　きっと彼は、断られるなどと思ってもいなかったのだろう。そういう人種の人なのだ。少しもこの状況を失礼だとも思っていない。

「なぜだ」

「自分のことは自分で決めます。立て替えていただいた借金は、ありがとうございます。必ずお返ししますから」

　私になんの確認も取らずお金で勝手に解決される、そのことがひどく腹立たしかった。

　こんな、お金で頬を叩たたくようなやり方をされて、素直に従う気にはなれない。そして、愛人になりたいわけでもない。今は生活するのに精いっぱいで自分の恋愛なんて二の次だけれど……私だって、いつか両親のように愛し合って結婚できる人を見つけたい。

「失礼します」

　席を立つと、私は彼に背を向け扉付近に控えていたギャルソンに声をかけた。

「すみません、仕事先に連絡を取りたいので席を外したいのですが」

「かしこまりました」

　ギャルソンが一礼して、扉を開けようとした。だが、その目が私から逸れて背後を見つめ、手が止まる。

　同時に、私の手首を背後から掴むもの。振り向けば、成瀬さんが怖い顔で立っていた。

「な、なんですか」

「出る必要はない。ここでかけろ」

「え？」

「店に出るんだろう。小春の好きにすればいい」

　憮ぶ然ぜんとしてそう言うと、成瀬さんは私の手を掴んだまま席へと連れ戻す。私を椅子に座らせると、私の手にあるセカンドバッグに視線を向け、くい、と顎をしゃくった。

『ここでかけろ』という意味だろう。そして彼も席に戻ると、なにも言わず再びテリーヌを口に運ぶ。

　なぜ急に？

　意味がわからず首を傾げたが、ハッと気づいてセカンドバッグからスマホを取り出した。とにかく早く店に連絡をしなければと、私は慌てて履歴から店の番号を見つけ、画面をタップした。




　レストランで店に連絡を入れ、辞めないということと今日は遅れて出勤するという旨を伝えると、店長は困惑しながらも喜んで承諾してくれた。多分、すぐに辞められるよりも在籍させて店に出させたほうが、成瀬さんが客として通ってくれるだろうという思惑があったに違いない。

　連絡を入れた後、成瀬さんはずっと仏頂面で私もなんだか気まずくて、ふたりの間にいっさいの会話は生まれなかった。恐らくはおいしいはずなのに、居心地の悪い空気で味がわからなくなってしまったコース料理を、無理やり喉に流し込んだ。

　食事を終えて車で店まで送られ、これでようやく解放されるだろう。そう気を抜きかけたのに、私の期待は外れてしまう。彼も一緒に車を降りてしまったのだ。

「う、嘘うそでしょう？」

「なにがだ」

　私たちは今、クラブミュゼルの前にいる。店長の思惑は見事に的中した、というわけだ。

　ライトアップされたオブジェと銀板に英字で【クラブミュゼル】と書かれた看板がこの店の目印だ。決して高級クラブではないけれど、場末のキャバクラとも違う、それなりに上品な店構えだと私は思っている。

　なかなか通い慣れないと思っていた店だけれど、今日の私はいつもに増して中に入りづらい。成瀬さんが選んだドレスと豪奢なネックレスで着飾られた私は、昨日とはまるで別人だ。いつもは自分でセットしているヘアメイクもプロの手によって施され、上品な中にも華やかな夜の世界に見合うよう、全身がプロデュースされている。

　気恥ずかしいのでいつものように従業員出入り口から入って、いつもどおりのヒナタに戻ろうと思っていたのに、成瀬さんはこのまま一緒に店に入ると言う。

　ヒナタ、初めての同伴出勤というやつである。

　ありがたいのは確かだけれど、今までの自分と違いすぎるだけに、注目を浴びる気がして恐ろしい。

「こ、これで本当にお店に出ろと？」

「俺の隣でみすぼらしい格好はさせられないと言わなかったか？」

　成瀬さんが心底不思議そうな顔を私に向けながら私の手を取り、自分の肘に添えさせる。

　店に一歩足を踏み入れた途端、ざわ、と空気が揺れたのを感じた。

　いつもなら小馬鹿にするような目線が飛んでくるだけで、注目されることなどない。店の女の子たちにとって私はライバル対象外だったのだろう。ちらりとすら見られないことも多いのに、今日は違う。決していい意味だけでなく、みんなの私を見る目が違った。

　隣に成瀬さんがいる、たったそれだけで羨望や嫉妬を含んだ目で見られ、背筋にすっと汗が流れる。……ああ、なんだかややこしいことになりそうだ、と嫌な予感しかしなかった。

「ヒナタちゃん」

　いつものウェイターが近づいてきて、こっそりと私に耳打ちする。その内容に、私は呆あきれて言葉が出なかった。

　わー……必死だなー、現金な話だなー、なんかやらしー。

　そう思ったけれど、それを成瀬さんにどう伝えるべきか、少々悩む。

　本来なら、上手にオススメするか、かわいらしくおねだりするかなんだろうけれども、正直、成瀬さんの謎の行動に振り回され疲れもピークで、脳にいっさいの余力がなかった。ゆえに、出た言葉は直球だ。

「成瀬さん、ロマネ入れたそうですけど、どうしましょう」

　私が今後も成瀬さんを連れてくるだろうことを予測してロマネコンティを仕入れたのに、いきなり退店させると言われて持て余していたらしい。もしや私が退店願いを撤回したのを喜んで受け入れてくれたのは、そのせいではなかろうか。

「それでいい」

　躊ちゅう躇ちょないよー、本気だ。本気でロマネ入れちゃうんだ。

　大丈夫なのだろうか、という心配がまったく無用だということは、今日一日で充分思い知らされた。

　この胸元にぶら下がっているネックレスはもちろん、ドレスに靴、彼が私のために美容サロンで揃えさせたすべての品物がいったいどれくらいかかったのか、私にはいっさい教えてもらえなかった。それどころか彼自身、大して確認もしていないと思う。

　彼が買うと言えばそれだけで買い物は成立してしまう。後から彼に請求書でも届くのかカードでも預けてあるのか、どういう仕組みなのかはさっぱりわからないけれど。




「なにを考えてるんですか」

　ゆったりとソファに身を預け、丸いワイングラスを揺らす彼の綺麗な手、筋の張った甲、長い指。それらに見み惚ほれながら、ぽろっと本音が零れた。

　お金で助けてやろうという申し出をきっぱりと断った私は、てっきり不快に思われ、馬鹿な女だと嘲あざ笑わらわれて放り出されるものだと思っていた。それが今、同伴出勤の上ロマネコンティである。私にお金をかける理由が、どれだけ考えてもさっぱり浮かんでこない。

「そうだな」

　彼はくるんとグラスの中のワインを回して、少しとぼけた顔で香りを楽しむ。そして出た言葉といえば、脈絡がなく結局謎かけみたいなものだった。

「泳がせていた熱帯魚を捕獲したい」

「……は？」

「できれば傷つけたくないから、大人しく網にかかってくれることを祈ってるんだ」

　そう言って、わずかに口元を綻ばせた。

　……大丈夫かしら。お金持ちっていうのは、ちょっと変わった人が多いのかもしれない。

　眉根を寄せて訝しむ私を見て、彼はくつくつと肩を揺らして笑い、結局なにも教えてはくれなかった。




　その日から、一カ月後。

　私は、クラブミュゼルのナンバーワンになっていた。

　当然、成瀬さんひとりの手によって。










愛情価格高騰中




　私が一歩、更衣室に足を踏み入れると、それまでの話し声がぴたりと止んだ。

「おはようございます」

　その場にいる全員に向けて言ったつもりだ。けれど、しんと静まり返ったまま、誰かが鳴らしたカチカチというライターの音だけが響く。以前はぱらぱらとあった返事は、もはやまったくなくなった。

　入店してから優しく接してくれていた先輩さえ、今は挨拶すらしてくれない。

　ロッカーには荷物を置かなくなって、着替えもバッグも全部ウェイターに預かってもらっている。成瀬さんに買ってもらったドレスを置いて帰ったら、次に来た時ロッカーのカギが壊されていてビリビリに引き裂かれていたからだ。

　最悪に居心地の悪い空気の中、いつも使っているロッカーの前に来ると、一番奥のロッカー前でしゃがんだままスマホを弄っている金髪巻き髪に眉を寄せた。サヤカだ。

　以前からなにかと陰口をたたいていたのは知っているけれど、引き裂かれたドレスももしかしたら彼女の仕業ではないかと疑っている。証拠はなにもないから問い詰めることもできないでいるのが悔しい。

　その件で成瀬さんに申し訳なくて謝ったら、また新しいドレスを買い与えられ、余計に反感を買ったようだ。この頃はそれを隠しもしなくなった。

「今夜も枕営業でしょぉ。ごくろうさまぁ！」

　私の顔はちらりとも見ずスマホに目を落としたまま、くわえ煙草でそう言うと、他の女の子たちからクスクスと笑い声が上がる。よっぽど私が気に入らないらしい。

　そりゃ、そうだろうなあ、と思う。私が自力で取れている指名なんて、成瀬さん以外では両手の指で足りるほどしかない。それなのに、成瀬さんが通ってくれているだけでナンバーワンになってしまったのだから。私だって、第三者の立場だったらきっとムカついた。

　手早く準備を済ませ逃げるように更衣室を出ると、着替えた服と手荷物をひとつの紙袋にまとめウェイターに手渡す。

「ヒナタちゃん、店長が出勤日増やしてくれって頼んでたの、断ったんだって？」

　今となっては、このウェイターと話している時が一番、この店で気が抜けるひとときだ。

「当たり前だよ、これ以上は無理だって……」

　ほんとに無理だからね、と念を押してから、私はウェイターが指示したテーブルに向かった。

　以前は金曜と土曜だけだったのに、今は月曜と火曜も出勤させられている。

　というのも、成瀬さんが私の出勤日を知りたがり、私は適当にはぐらかしていたのだが、彼は直接店に問い合わせてしまった。その時に、店側が勝手に私の出勤日を増やして答えてしまった。

『月曜と火曜も時々出てますよ、って言っちゃったんだよ。お願いだから！　ね！』と事後報告で電話があった時は、心の中で店長を罵った。

　彼が来るだけで店の売上がドンと上がるからって……露骨すぎる。

　さすがに月曜と火曜は翌日の会社のことも考えて遅くまではいられないから、そこは考慮してくれているけれど。

　そして店の思惑通り、私の出勤日には必ず成瀬さんが出現し、信じられないような金額を落としていく。おかげで先月の私の給料はえげつない金額で、確かに助かるのだけど、なにか釈然としない。だって、私が働いたっていうよりも、単に成瀬さんが私に無駄遣いしただけのことだもの。

　今日、週明け一日目の月曜もまた、私が店を上がる少し前の十一時に彼は来店した。

「ヒナタさん、お願いします」

　成瀬さん以外の、つまりは正味、私の実力で得た数少ないリピート客の門田さんのテーブルにいた時だった。

　門田さんは、とにかくボディタッチが多い。がっつりと肩を抱かれ、するすると鎖骨辺りを指がわざとらしく行き来する。その行為に辟へき易えきしていた時だったから、正直『助かった』という思いだった。

「門田さん、すみません。少し外しますね」

「またあの客かあ……ヒナタちゃん、すっかり人気者になっちゃったね」

「そんなこと。門田さんには感謝してます」

　人気者っていうか。ナンバーワンの肩書のおかげでお客さんがついてくれているだけで、結局全部は成瀬さん効果にすぎない。

　肩を抱いて離してくれない門田さんの手をそっとよけて、立ち上がろうとした。すると、今度は手を握って引き留められた。

「……門田さん？」

「ヒナタちゃんさ、一度でいいからアフター付き合ってよ」

　握られた手の甲を、門田さんの指がいやらしく撫でる。

　ぞわ、と背筋を寒気が走った。

「ごめんなさい、私、そういうのしてなくて」

「だったら、俺が一番！　ね、約束してくれたら行っていいよ」

　ええ……約束しなくても私は行かなくちゃいけないのだけど。

　店の後、お客さんに食事なんかに連れていってもらうことを〝アフター〟と言うらしいけど、門田さんみたいな人の誘いに乗るのは、貞操の危機しか感じない。

　困った私は、このじっとりと汗がにじんで吸いつくような油ギッシュな手からとりあえず逃れたくて、その場しのぎの言葉でごまかした。

「えっと……そうですね、考えておきます」

　逆に門田さんの手を上から包み込むように握れば、やっと納得したのか満足そうに頷いた。

「おっしゃ！　約束したからな！」

　いや、してないから！　考えるって言っただけだから！

　そう突っ込みたかったけれど、今はこの場を逃れることを最優先にすることにした。

　ああ、どうしよう。そのうち本当に、問答無用でアフターの流れになったりするのだろうか。

　想像すれば、じくじくと胃が痛んでくる。

　アフターとかのお誘いって、みんな上手に断ったり、信頼してるお客様としかしてない気がする。角が立たないようにお誘いをかわすにはどうしたらいいのだろう？

　誰かに教わろうにも、今は私に教えてくれるような人は誰もいないのが現状だった。

　門田さんのテーブルを離れて、店の奥の、近頃は指定席のような扱いのＶＩＰ席に向かう。

　成瀬さんは今夜も、この店でひとり異彩を放つ。なぜか彼がいるだけで、その空間は切り取られたように違和感が生まれ浮いて見えるのだ。

　上等の酒を片手に、さして欲しくもなさそうなフルーツの盛り合わせやチーズをテーブルに並べ、私の顔を見てもあまり表情は動かない。会いたくて会いに来てるようにも見えないのに、なんのためにこんなことをしてるのか未だに理解に苦しむ。

　かといって、お客様として来てくれている以上無下にもできずひと月が経過し、この状況に私も慣れてきているのは確かだ。接客とは言いがたい、それでいて友達や恋人とも違う軽口トークが、成瀬さんとの間には定着していた。

「今日はお仕事はいかがでしたか」

「仕事の話をして理解できるのか」

「わかりませんけど、大変だったのかなーって、それだけです。目の下に少しクマがあるので」

　なんでそう、無駄に嫌味な言い方をするかな。いや、やたら淡々としてるから、もしかしたら本人も嫌味だと気づいてないのかもしれない。だとしたら、けっこう残念な人なんじゃ。

「……小春こそ、少し顔色が悪い。寝不足だろう」

「誰のせいだかわかってて言ってますよね？」

　成瀬さんのせいで出勤が増えて、慢性的に寝不足になりつつあるんですよ！　そして成瀬さんだって、本当ならさっさと家に帰って疲労回復に努めたほうがいいんじゃないかと思うのですよ！

　会話が弾むこともないので、話すことと言えば『疲れてるんじゃないですか』とか『お仕事大変ですか』とかそんなことばかりで、おかげで彼の顔色の変化には少し敏感になった。他に話題が見つからず、彼の顔色から健康状態を推し量る、テンプレ的な言葉しか浮かばないせいだ。

　だけど今夜は、珍しく彼のほうから話題を振ってきた。

「……さっきの客と、なにか揉めたのか」

「えっ？　あぁ……」

　あまりにも唐突だったので、一瞬なんのことだかわからなかったが、彼がとあるテーブルの方を向いたので、それで理解した。今は別の女の子が座っている、門田さんのテーブルだ。

「揉めた、というほどでもないです」

「引き留められて、困った顔をしていた」

　どうやら、あの時のやりとりを見られていたらしかった。

　門田さんの方を見ていた視線が、私に戻る。眉間に少しシワがあり、怒っているのかと思うくらい怖い顔をしていた。

「……そんな、大げさなことはなにも」

　ボディタッチだってお誘いだって、ここでバイトをすると決めた以上、自力で上手にかわしていかなければいけないことだし、それを他のお客様に愚痴ったりはできない。

　だけど、彼はそれでは許してくれないようだ。じっと私を見つめたままで、まるでちゃんと話せと脅されているような気になってしまう。

「お店の後で、ちょっとアフターに誘われただけです。私は明日仕事があるしお断りするつもりで……」

　説明している間にも、ギリギリと深くなる眉間のシワに迫力負けして、私の語尾は弱々しいものになる。

「ちょっと……怖いですよ、成瀬さん」

「当たり前だ。そんなものにのこのこついていくな、馬鹿」

「ば、馬鹿って！　だから行きませんてば！」

　いきなり暴言を吐かれて、ムッとして言い返してしまった。

　だが彼は、納得しないようでさらに言い募る。

「今日だけじゃない。この先一度でも行くな。ろくな目に合わんに決まってる」

　もしかして、心配してくれているのだろうか？

　ちらりとそう頭をよぎるが、こんな横柄な口調で言われれば素直には受け取りづらい。

　なんでこの人、こんな言い方しかできないのだろう。

　ぶす、と膨れてそっぽを向いた私に、彼はわざとらしいくらいに大きなため息をついた後、少し声を和らげた。

「……今日は何時に終わる？」

「十一時の予定です。月曜ですから」

　なんですか急に。というか、いつも私が上がる時間まで居座ってるから知ってるくせに。

　突然の確認にどんな意味があったのか、それを知るのは、店が終わった後だった。




　十一時を過ぎて、成瀬さんはいつもと同じように店を出ていく。

　お見送りをしてからウェイターに「上がっていいよ」と声をかけられ、更衣室へ急いだ。この時間なら、指名がない女の子もヘルプで出てるから誰と出くわすこともない。

　薄暗い更衣室でドレスを脱ぎ、地味な通勤服に着替えると、ホッと気が抜けた。

「お疲れ様です」

　誰も聞いてはいないが、そう呟いて更衣室を後にする。

　従業員出入り口から店の外へ出ると、どっと疲れを感じて足が重くなった。

「……しんどい」

　疲れた。こんなこといつまで続くんだろう。明日も朝から会社に行かなければいけないのに、ちゃんと起きられるだろうか。

　お店で働くことは自分で決めたことなのに、疲労もピークに達すれば泣き言をどうしても言いたくなる。

　早く帰ろう、今ならまだ電車がある。

　そう思い、駅に向かって歩きだした時だった。

「ヒナタちゃん！」

　突然呼び止められ振り向くと、とうに帰ったはずの門田さんが立っていた。

「え、門田さん？」

「今終わったの？」

「はい、今から帰るところで……」

　どうしてまだいるんだろう。もしかして待ち伏せされた？

　不審に思いながらも無下にはできず、愛想笑いでごまかして逃げようとした。

「今日はありがとうございました。それじゃ……」

「会えてラッキーだったね。飯行こうよ」

「えっ？　いえ、私は」

　帰らなくちゃ、と抵抗する前に門田さんが近づいて手を伸ばしてくる。その目が全身を舐なめまわすようで、気持ち悪くなって一歩後ずさりした。

「なに食べたい？　なんでもご馳ち走そうするよ」

　腕を掴まれそうになり、ぞわっと鳥肌が全身を駆け巡った時だった。

「彼女とは俺が先約だ」

　背後からそんなセリフと同時に、ふんわりと背中に体温を感じた。

「え……？」

　振り向けば、声で認識した通りの人が私を見下ろしている。無表情なのに、私の肩を抱くその手は優しい。

「成瀬さん？」

「行くぞ」

　ぐん、と肩を抱かれたまま門田さんに背を向けさせられ、反対方向へ歩きだす。

「えっ？　あ、でも」

「ま、待てよおい！」

　このまま門田さんを放置でいいのだろうか、と戸惑っていると案の定、門田さんの上擦った声が聞こえた。

　そこへ、至極面倒そうな成瀬さんの声が響く。

「……なんだ」

「俺が先に呼び止めたんだ！　それを横から――」

「だから俺が先約だと言ってる。そうだな？」

　声を荒らげる門田さんの言葉を遮り、成瀬さんが私に同意を求め、じっと見つめる。『今は話を合わせておけ』という意味なのだとわかった。

　そろ、と成瀬さんから視線を逸らし顔だけ振り向かせるようにして門田さんに目を移す。彼は真っ赤な顔で悔しげに眉を吊つり上げていて、その表情にぞっと背筋が寒くなった私は無意識に成瀬さんの上衣の裾を握りしめた。

　私にとって、成瀬さんも門田さんもどちらもお店のお客様だ。だけどいつもなにかと身体に触れてくる門田さんは下心が丸見えすぎて、ついていくのは怖すぎた。

「……すみません、門田さん。今日はありがとうございました」

　唇に笑みをどうにか浮かべ、会釈する。すると、成瀬さんの腕がさらに肩を引き寄せて歩き始め、後ろを振り向くこともできなくなった。

　ガン！となにかを蹴り飛ばしたような音が背後でして、びくっと肩が震える。

「放っておけ」

　そう言って私の肩をなだめるように撫でた大きな手が温かくて、大人しく従ってしまう自分が彼に気を許しかけていることに気がついた。

　車は、すぐ先の幅の広い道路の路肩に停められていた。成瀬さんと私の姿を見とめた運転手さんが後部シートのドアを開けてくれる。

　先に促され、そのすぐ後に成瀬さんが隣に座った。

「……助けていただいて、ありがとうございました」

　今度ばかりは本当に助かった。あのままだったら、私ひとりで逃げられたかどうかわからない。

　そう思ったら心底身震いがして、素直に成瀬さんに頭を下げた。それが意外だったのか、彼は少し驚いたように目を見開いた後、ふいっと窓の外へと顔を背けた。

「別に、俺が先約だっただけだ」

「え？　アフターの約束なんか……」

「しただろう」

　あまりにもきっぱりと彼が言うものだからつい記憶をたどったが、さすがに私だってつい先刻の約束を忘れるほどボケてはいない。ただ、ひとつ思い当たったのは、彼に帰りの時間を聞かれたことだ。

　……もしかして、あれのことを言ってる？

　だとしたら、まったく意思の疎通のできてない約束もあったものである。でも、もしかしたら『約束した』なんて照れ隠しかもしれない、と彼の様子を見ていて思えた。なぜなら、運転手さんに行先を尋ねられ、彼は「小春を送る」とはっきり言ったのだ。

「あの。まっすぐ、うちですか？」

「なんだ。腹が減ってるなら、どこかに寄るか」

「いえ……そういうわけではないんですけど」

　アフターとか言いつつ、やっぱり門田さんに捕まらないよう助けてくれたのだ。そう思うと、ぶっきらぼうな彼の態度が少しかわいらしくも思えてくる。

　つい、ふっと笑いを零してしまったら、窓の外を見ていた彼の目が私を向いた。

「なんだ？　言いたいことがあれば言え」

「まっすぐ送っていただくだけでいいのかなと、ちょっと思っただけです。だって、アフターの約束したんですよね？」

　からかい口調で言うと、彼はムッと眉根を寄せた。だけど、そんな顔も今はそれほど怖くない。

　彼がどうして私のバイトに目をつむっていてくれるのか、それだけでなくこうして足繁く通ってくれるのか、それはわからないけれど。アフターという見返りを期待して、食事だけでなくその後ホテルに、なんて下心だらけのお店のお客様とは、彼は違うと感じた。

　横柄な態度とは裏腹に優しい人なのだろうかと、クスクスと笑ってしまうのを止められずにいた。それがマズかった。

　憮然と私を横目に見ていた彼が、不意に妖艶な笑みを浮かべた。

「……ああ、なるほど」

「えっ？」

　シートに片腕を乗せて成瀬さんの上半身が近づく。

　近づいた分だけ私は反対側へ身体を寄せて離れたのだけど、とん、と左肩がドアにぶつかった。それ以上は離れられない、つまり行き止まり、だ。

「ただ家に送られるだけではつまらない、そういう意味だろう？」

「え？　いや、あれ？　そうじゃなくて」

　しまった、私、調子に乗った？

　ずい、とさらにこちら側まで乗り込まれて、逃げ場のない私はすぐ間近で成瀬さんの顔を見ることになる。ここまで近づいたのは、初めてだ。

　暗い車内で、窓から入る対向車線のライトや外灯が時折通り過ぎる。断続的に照らされる彼の表情はとても蠱こ惑わく的てきで、深い深い夜の海のような黒い瞳に今にも吸い込まれそうだった。

「そうじゃなくて、なに？」

「いえ、あの、ほら！　アフターだのなんだのって見返りを期待しないとことか、さすがだなって！　やっぱりナルセ商事の副社長ですよね！」

　おだててごまかそうとしているのだが、心臓が少しも収まらない。握りしめた手にじっとりと汗がにじむ。

　背中はドアで行き止まりの、逃げ場がない車内。目の前には、傾いで私の顔をのぞき込む端正な顔。せめて視線だけでも逃げたいのに、私の目はすっかり彼の瞳に捕まってしまっている。

「俺が見返りを求めないと、どうして決めつける？」

「え？」

「俺は忙しい。なんの意味もなく金と時間を費やしたりするほど暇じゃない」

　あ、ですよね。だったらなんで、私なんかを指名しにお店に通ったりするんでしょうか。成瀬さんほどの人なら、遊びで女性を囲うのだって選び放題のはずなのに。

　それを聞きたくても、無駄に近い距離と不要な色気が私の声を封じてしまう。

　妖しく甘さを含んだ空気にうろたえて、ぎゅっと自分の胸元で握りしめる手を強くする。するとその左手が、やんわりと彼の大きな手にさらわれた。

「急ぐつもりはなかったが、小春がそれでは物足りないというなら、そろそろ返してもらってもいいだろうか。かけた金額と時間の分くらいには」

「えっ、ちょ、物足りないなんて私ひと言も……って！　かけた金額と時間の分って、言い方がなんかセコいんですけど！」

「なんとでも言え。慈善事業じゃあるまいし、俺がなにも期待してないと勝手に決めつけたお前が悪い」

　にや、と唇を歪ゆがめたその黒い表情が、とても善人とは言いがたい。

　しまった、私、とんでもない人をからかってしまったのだ、と後悔したがもう遅い。黒い笑顔の反面、私の手をうやうやしく持ち上げ手の甲に口づける様さまは、まるで物語の中の王子様のようで、私にお姫様になったような錯覚を抱かせる。

　そして唇を当てたまま、もう片方の手の指が私の唇に触れた。

「見返りは、小春自身」

「わ、私？」

「今夜のところは、唇だけと言ったところかな」

　指先が、唇の柔肌をなぞった。

　その心地よさに意識を持っていかれそうで、つい目を細める。

「く、唇だけって……」

　私に買い与えた、ドレスに靴に装飾品。通い詰めて彼が店に落とした金額は、私がもらったお給料の何倍ほどになるのだろう？　見返りに欲しがるものが私の唇だなんて、高値もいいところ。

「それ以上もらえるんなら、遠慮なくもらうけど」

「えっ!?　いや、それは無理です！」

　高価買取でお願いします！

　慌てて拒否すると、彼は「失礼だな」と言って苦笑いをする。そして、指を撫でていた手が離れたと思ったら……。

　ぐい、と強く手を引かれ、抱き寄せられた。

　え、嘘。ほん、とに？

　彼の瞳に自分が映るのが見えるくらいに近い距離で吐息が触れ合い、息遣いまで聞こえる中、見つめ合ったままゆっくりと唇が重なる。その瞬間、ぴりりと全身に電流が流れたような気がした。

　薄い肌がしっとりと濡ぬれるまで何度も何度も啄ついばまれて、その間も未だこの状況を把握しかねて目を閉じることも忘れていた。だけど、彼が角度を変えて深く合わせた途端、ぞくんと押し寄せた快感の波に耐えきれずに目を閉じた。

「んっ……」

　……なんで、こんなことになったんだろう。門田さんのセクハラから助けてくれたのだと思ったのに。今、強引に私の唇を奪っているのは、助けてくれたはずの人。

　強くはないけれど、有無を言わせないキスだった。主導権は全部向こうで、私はまるで口の中を愛あい撫ぶするような優しく濃厚なキスに翻弄される。

　息苦しさに、とん、と胸を叩いた。少しだけ解放された隙に、はあっと深く息を吸い込む。

「ま、待って、う、運転手さんが見て……」

「芹せり沢ざわは運転中だ。見てるわけないだろ」

　そ、それはそうかもしれないですが！　そういう意味じゃなくて、人がいるのにこんな濃厚なキスいつまでやらかすんですか！　という私の叫びはあえなく彼の口の中に消えた。

「今日から、この唇は俺の」

　身体の力は抜け、立ち上がれなくなりそうなほど視界も意識もとろとろに溶かされた頃。最後に軽く啄んで、ようやく唇を解放してくれた。

　私の濡れた口元を親指で拭いながら、成瀬さんが満足げに言った。

「小春の全部をもらうまで、さてどれだけかかるかな」

「全部、って？」

「全部って言ったら、全部」

　指先が私の頬を撫で首筋をたどる。彼の視線に、恐れと同時にお腹の奥から身体が溶けてしまいそうな熱も感じた。

　私は蜜の空気に溶かされて思考力もほとんど働かず、この時はまともな返事はなにひとつできなかった。




　やっと冷静に考えることができたのは、アパートに着いて、ひとりペタンと安物のラグの上に座り込んだ時だった。

「……本気？」

『小春の全部をもらうまで』。その意味がわからないわけはなく、今この状況が一度は拒絶した〝お金で買われる〟ことに等しいと気づいた。

　あの時は、プライドを傷つけられて突っぱねた。だけど今、私は間違いなく欠かさず通ってくれる成瀬さんに少しずつ、お金でほだされている。キスを断れなかったのは、お金をかけてくれる彼に申し訳なさを感じたからだ。

　この先私は、唇だけじゃなく自分を少しずつ彼に差し出すことになるの？

　そんなことを考えてしまえば、キスの余韻もあってか呆気なく身体の熱は上がっていく。

　だけど、なぜ彼は私を欲しがるのか。成瀬さんならいくらでも相手が見つかりそうなものなのに、なぜ私なんだろう。私の全部を買い上げた時、彼は私をどうするつもりなんだろう。

　……やっぱり、愛人にしたいということなんだろうか。成瀬さんにふさわしい人と結婚するまでの間、もしかしたらそれ以降も、ちょっと毛色の変わったおもちゃで遊ぶようなもの。

　だったら、私はどうすればいい？　今は大変でも、なんとか乗り越えていつか両親のように幸せな結婚をするのだ。未来に約束もなにもない愛人なんて、絶対嫌だ。

　そう思い至ると、火ほ照てっていた頬が少し冷え、頭を振って顔を上げた。

　視線の先には、タンスに使っているプラスチックの衣装ケースの上、両親の写真がシルバーの写真立てに入れられて、一緒に花が飾ってある。

　呑気で仲のいいふたりだった。愛情にあふれた家庭で育って幸せだった。ふたり揃って事故で呆気なく逝ってしまうあの夜までは。

　わずかな保険金は、私を私立の高校に通わせた時に作ったのだろう借金の返済と、弟の高校の学費に消えた。

　借金しなければ行けないくらいなら、私は別に公立の高校でもよかったのに。行きたい高校に通わせてやりたいという親心だったのだろうけれど、相談くらいしてほしかった。

　結局、私たちには愛情と思い出以外なにも残らず、生活するのに必死だった。それでもなんとか、弟を大学に入学させるところまでようやくこぎ着けたのだ。

　そんな頼りない両親だが、幸せそうに笑う写真を見ていると、恨む気にはなれない。じっとこちらを見て心配されているような気持ちになって、苦笑いで写真の正面に正座した。

「大丈夫。愛人になんかならないよ。ちゃんといい人探すから」

　両親の前で誓うことで、自分にそう言い聞かせた。




　翌朝、寝不足の頭で出勤した。

　庶務は日陰部署だけれど、雑務が多くて案外忙しい。

　頼まれていた備品を届けに、カートを押しながら各フロアを回っていた時だった。部下を従えて、颯さっ爽そうと歩く成瀬さんを見た。

　足が自然と止まった。それは私だけじゃない。誰もが一度は足を止め彼を振り向く。

　自分よりも年上だろう部下を数人引き連れ、言葉を交わし指示を出しながら、フロアの中央を横切る彼。

　その風格たるや、威風堂々。まとう空気が違う。私のいる場所とは違う遠い世界を見ているようで、そこにいる彼もやっぱり遠くにしか感じなかった。

　さらに一度も合わない視線が、それを物語っているようで……なおさら、昨夜の出来事がまるで夢のように感じられた。

　彼のお遊びがいつまで続くのか、例えばそれは私の全部を彼にあげた時か、それとも彼が飽きるまでなのかわからない。

　ただひとつ変わらないのは、この行く末をどれだけ予測しても、どこかで必ず終わりがあるとしか思えないことだった。




　週末、金曜。

　一週間の疲れもピークで、寝不足も慢性化、当然ストレスも満タン。昼と夜の仕事の両方をこの先ずっと続けていくことに、いよいよ限界も感じてしまう。

　いや、ずっと、というわけじゃない。弟が無事に大学を卒業するまで、もしくはそれにかかるだろう費用を貯めるまででいいのだ。

　そこまで考えてふと、思い至る。

　あ、あれ？　それって案外、先が見えてる？

　先月の店の給料の金額を思い出す。

　弟に仕送りをして、学費を払うのがあと四年。最低でもかかる費用を計算すれば、もしもこのままいけば年単位かかることはない。……まあそれも、成瀬さんが通ってくれているからこその皮算用で、いつまで続くかも確実ではないのだが。

　クラブミュゼルの更衣室でぼんやりとそんなことを考えながら、支度を整えていた時だ。

「あっ、ごめーん」

　軽々しい謝罪の声と、焦げくさい匂いがした。

「え……」

　匂いの元をたどって俯うつむくと、ドレスの膝の高さ辺りの布地が、ジリジリと焼け焦げている。

「きゃあっ!?　嘘っ！」

　あまりの事態に反応が遅れ、一拍おいてから悲鳴を上げた。

　隣のロッカーの前で、煙草を吸いながらスマホを弄っていた女の子がニヤニヤと笑って私を見ている。

　カッと、瞬間的に頭に血が上った。だけど掴みかかりたい衝動を抑えたのは、今も少しずつ焦げの部分を広げているドレスのほうが気になったからだ。いただきもののドレスをそのままにはできなかった。

　悔しさに唇を噛みしめながら、とりあえず手荷物をすべて抱え、更衣室を飛び出して洗面所に向かった。

　きゅっと蛇口をひねり、流れだした水に急いで布地を浸す。火はすぐに消えたけれど、拳ほどの穴の開いてしまったドレスの生地を握りしめ、じわりと目が熱くなる。

　ドレスをダメにされたことの申し訳なさもあるけれど、なぜこんな仕打ちを受けなければいけないのかと悔しくてしょうがなかった。ただ、泣き顔を女の子たちに悟られるのだけは絶対に嫌で、必死で目頭に力を入れる。

　どうにか泣きたい衝動を抑えると、深呼吸をして洗面所を出る。ウェイターに手荷物を預けるついでに、着ているドレスの被害状況を見せた。

「こんなわけで……また貸していただけないですか」

「それはもちろん構わないけど……また随分大穴開けたね。ヒナタちゃん、煙草吸うっけ？」

「私じゃありません！」

　つい、語気を強めてしまう。その言い方でなにがあったか薄々察することができたんだろう。

「あー……、女の子、鬱憤溜たまってきてるからね……」

「……わかってます」

　鬱憤、というより、私への反感だ。このご時世にお客様ひとり捕まえることがどれだけ大変か、誰も皆、身に染みてよくわかっている。だからこそ、私みたいなのが許せない、それは仕方ないことだと思う。

　ウェイターは、狭い従業員用通路の壁に設置されている小さな物置を開けた。その中にはハンガーラックが入っていて、体験入店の女の子用にドレスが何着かかけてあるのだ。

　私はまた以前と同じ淡いピンクのドレスを手に取ると、「ありがとうございます」と頭を下げ、従業員用のトイレで着替えを済ませた。

　あの更衣室に戻ることはできなかった。こんなにもはっきりと悪意を向けられた経験が私にはなくて、どれだけ強がっても悔しさ以上に怖くて、今は近づきたくなかったのだ。




　店内、煌びやかな空間最奥のＶＩＰ席。そこで彼は長い足を組み、私の全身に視線を巡らせる。

「なんだ、そのドレスは」

　以前のドレスに戻った私を見て、成瀬さんはその美しい眉をひそませた。

「いただいたのは、焼け焦げちゃって」

「また嫌がらせか」

「まあ……そんなところで」

「女の小競り合いはくだらないな」

　そう言うと、ふ、と彼はため息を落とす。そしてゆったりと店内に視線を巡らせた。

「どこにいる？」

「今はここにはいなくて控室に……って言いませんよ！　告げ口みたいじゃないですか！」

　うっかり口を滑らしそうになって、慌てて突っ込んだ。だけど彼は飄ひょう々ひょうとしたもので、悪びれもせず質問で返してくる。

「告げ口のなにが悪い？」

「え？　なにが、って」

「弱い者が強い者に力を借りることのなにが悪い？　足りない部分は補い合うものだ」

　彼の言葉に、私は首を傾げた。いいことを言ってるような気はするのだけど、なにかズレがあるような気がしてならなかったからだ。

　この人はたまに、独特の持論を展開する。いや、持論自体はそう独特でもないのだけど、当てはめるパターンが独特というか、普通この展開でその理屈は出てこないな、というタイミングで出てくる。しかも自信たっぷりに揺らぐことなく言い切るものだから、なんだかこちらが自信がなくなってくるのだ。

「それは確かに、そうなんですけど」

「けど、じゃない。そうなんだ」

「でも、なんか嫌なので言いません」

「……小春は律儀だな」

　そう言うと、彼は苦笑いをして肩をすくめた。

　いや、律儀っていうか……告げ口とかするような自分でいたくないだけなんだけど。

　それは律儀っていうのかな？　やっぱり、彼とは考え方がどこかズレているような気がする。

　ついまじまじとその横顔を眺めれば、グラスを傾けるその目元に、今日も色濃い疲れが見えた。

　彼は確か、二十代後半くらいだったはずだ。貫かん禄ろくのせいもあるかもしれないけど、疲れた顔はちょっと老けて見える。まあ、そういうのも渋みが増すというか、結局イケメンって得だなってくらい絵になるわけだけど……だからといって、このままでいいかというとそうではない。

　門田さんとのことがあってから、成瀬さんは必ずアフターと称して私を家まで送ってくれるようになった。

　門田さんはあれきり来てないけれど、他のお客様にもなにも言わせないためか毎日これ見よがしに贅ぜい沢たくなお酒を入れ続ける。といっても、私のお客様なんて数えるほどしかいないのだけれど。

　これまでよりさらに成瀬さんに負担が増えた気がして、申し訳なさが胸に積もっていく。

　成瀬さんの疲れた顔、店の女の子たちとの小競り合い、嘲笑。困ったようなウェイターの表情。それらを思うと、いろいろと限界がすぐ近くに見えているような気がしていた。この店にも私にも、成瀬さんにも。

「成瀬さん。今日はお時間ありますか？」

「あるからここにいる」

「いえ、そうじゃなくて。……お店の、後です」

　言葉にしてから、少しドキドキと緊張し始めた。これではまるで、私のほうからアフターをおねだりしているようだと気づいたから。それがどういう意味に受け取られるかは、成瀬さん次第だ。

　成瀬さんの目がまっすぐに私を捕らえ、持っていたグラスを置いた。その手がそのまま私に向かって近づいてきて……。

　グラスで冷えた指先が、頬を撫でた。

「構わないが」

「ありがとうございます」

「小春のためなら、いくらでも」

　うわあ。見事に貞操の危機的展開に受け取られた気がする。




　成瀬さんは、話していると意外に親近感が湧く性格をしているのじゃないかと思う時があるけれど、脳裏にちらつくのは、近寄ることもできない昼間の世界との違い。壁の高さ。

　客とホステスとして出会うこの時間だけ、彼が私のいる世界まで降りてきてくれている。そう思えば、やはりこの先にある未来は、あまりいいものではないと感じた。

　仕事を終え、店を出て、いつものように成瀬さんの車で送られるその途中。

「ふ、ぅ……」

　車の中で熱い吐息を混じり合わせ、また深く唇が重なる。

　先日お買い上げいただいたこの唇に拒否権はなく、あれ以降、会うたびに濃厚なキスはお約束だ。

「ま、待ってください。話があります」

「なに？　キスの合間に話せ」

　無茶言わないで。いったいどこにそんな隙間があるんですか。

　声を出そうと口を開けば、ぴったりと合わせられ深く舌が入り込む。首の後ろを抱き寄せられて、上向かされたまま逃げようにも逃げられない。

　たっぷりと堪能された後、少し満足したのか唇が離れ、舌が私の上唇を舐める。

　それを顔を背けてよけながら、やっと口にした。

「もう、限界だと思うんですっ……」

　ようやく、キスが止まった。それでもまだ唇同士が近くて、息苦しさに深呼吸するのもままならない。

「なにが、限界？」

「ぜ、全部です。私の慢性寝不足も成瀬さんの目の下のクマも増える一方ですし」

「それは我慢比べだから仕方ないだろう」

「なんですかそれ。いつからですか」

　まるで人の話をはぐらかすような、ふざけた彼の口調にムッとして言い返す。

　初耳だ。いつからそんな話になってたの？　どっちかが倒れるまでやるっていう話だったの？

　てっきりさらに意地悪な言葉が返ってくるだろうと思っていたのに、彼の反応は思わぬものだった。

「小春が俺の助けを拒否した時からだ」

　不意打ちの微苦笑はどこか寂しげで、私は言葉をなくす。

　彼の助けを拒否した？　それはもしかしたら、出会った翌日いきなり店を辞めさせられそうになった、あの一件のことだろうか？

　黙っている間に、彼は再び私の頬や額を吐息でたどるように肌すれすれに唇を寄せる。

　私は落ち着いて考えることもできなくて、彼の額に手を当てて少し強引に引き剥がした。

「待ってください！　だってあれは、成瀬さんが勝手にするから……」

「わかってる。だから小春から『助けてほしい』と言われるまで、俺にできることをやってるだけだ」

「目の下をクマだらけにしてですか？　自分の身体のこと、もうちょっとちゃんと考えてください！　それに、それだけじゃなくって、お店の雰囲気もほんと限界なんです。女の子たちとの仲も悪くなる一方だし！」

　そこまで言って、ようやく成瀬さんの動きが止まった。

「あの嫌がらせか？」

「私が我慢できる程度ならいいんです。でも今日みたいにドレスに煙草の火をつけられたりっていうのはちょっと度がすぎてるし、私がいない時に悪いた戯ずらでそんなことをされたりしたら、火事にもなりかねないじゃないですか」

「そこは小春の責任じゃないだろう」

　すぱん、と言い切られた。

　確かに、悪いのは嫌がらせする彼女たちで、私だって自分に責任があると思うほどお人よしじゃないけれど、彼女たちの神経を逆撫でしてるのは間違いなく私なのだ。

　ぐ、と言葉に詰まったものの、不服を押し出した表情をしていたのだろう。成瀬さんが、「まあ、小春がそういうなら」と、一瞬だけ考えるような仕草をしたかと思うと、とんでもないことを口にした。

「なら、店ごと買い取るか」

「やめてください！」

　冗談で流せないところが怖い！

　咄とっ嗟さに強い口調で否定すると、今度は彼がムッと眉をしかめて言う。

「小春はなにを言いたいのかわからん。困ってるんじゃないのか？　あの店を買い取って内装から全部新装して、スタッフを総入れ替えしてもいいな。ちょうど飲食店の経営もやってみたいと思っていたとこだった」

「ちょ、怖いですって。そこまで具体的に考えないでください！　店長が成瀬さんに敵うわけないじゃないですか！」

　ちょっと経験値を積んでみようか、的なノリだけで、お店一個買うとか言うのやめてほしい。

「私がお願いしたいことは、そういうことじゃなくて……」

「じゃあ、なんだ」

「……成瀬さんは、私をどうするつもりなんですか」

　そう尋ねると、彼は意味がわからないとでも言いたげに眉を顰ひそめる。

「私が音を上げるか成瀬さんが疲労で倒れるか。その後は、私は愛人かなにかですか？　それとも、そこでぽいっと捨てられるのでしょうか？」

　言えば言うほど、ますます彼の眉間のシワは深くなる一方だ。

　だけど私は勢いづいて、ひと息に言ってしまえと畳みかけた。

「私、最初に言った通り、ずっと夜のお仕事を続けるつもりはないんです。弟が無事に大学を卒業するまで見守れたらそれでいい。そしたら、私だって自分の結婚相手を見つけてちゃんとした家庭を築きたいって思ってます。誰かの愛人になりたいとは思ってないんです。だから、そういった関係には応えることはできません」

　言い切った、と肩で息を吐く。

　とにかく、成瀬さんが始めたこの我慢比べをどれだけ続けたとしても、愛人になろうとかそんなつもりはない。

　それをびしっと伝えておけば、もしかしたら彼も少しは我に返るだろうか、と考えたのだが……。

　彼は瞠目し、それから困惑気味に眉を顰めた。

「……別に、愛人は募集してない」

「じゃあ、なんでこんなことしてるんですか」

　成瀬さんの眉間にはくっきりシワが寄ったまま、私の眉間にも同じくシワが寄って、しばらく睨み合いが続く。

　どこかちぐはぐに感じる会話に私も困惑していた。話が通じているのかいないのか、手応えを感じないのだ。

「……小春は、結婚相手を探しているのか。俺以外に」

　彼はなにが気に入らないのか、憮然とした表情を浮かべている。

「いや、探してるというか、いずれはって話で……」

　てか、『俺以外に』ってなに？

　そこに突っ込む勇気がなくて、さらっと聞き流すことにしたのだが。

「俺のなにが不満だ」

　突然怒られた。

「だっ、だって、私は愛人になんかなりたくないんですって」

「だから、そんなものは求めてないと言っている」

「じゃあどうして私にこんなに構うんですか。おかしいです、こんなの！」

　そしてまた、そこで会話が止まるわけだ。

　ぶふ、とこらえきれず吹き出したような笑いと「失礼しました」と取り繕う声が運転席から聞こえる。

　これまで運転手としての職務を淡々と全まっとうしてきた芹沢さんが、ちょっぴりだが初めて崩れた。

　ですよね、笑いたくなるの、よくわかります。

「ほら。芹沢さんもおかしいと仰ってますよ」

　ちょっと勝ち誇ったように言うと、成瀬さんの表情がぴくりと動いた。

「……言わなかったか？」

「え？」

「俺は、荒川小春が欲しいと言った」

　……私が欲しい？　そんな甘いセリフ、聞いた覚えがさっぱりない。

「……言われてないですよ？」

「言った」

　いつ。どこまで遡れば、その言葉が見つかるの。

「知りませんってば」

「なら、もう一度言う。お前の全部が欲しい。どうすれば手に入る？」

　呆然として、言葉が出なかった。

　そういえば、初めてキスした後、確かに似たようなセリフを聞いたような気がする。もしかしてあれが……そうだったのだろうか？

　だとしても、言い方が悪い。普通、恋愛モードでの『お前が欲しい』というセリフはもっと甘ったるいものだと思うのに、今の言い方は淡々として、物を欲しがっているようにしか聞こえなくない？

　だから彼のセリフは恋愛モードじゃなくって、愛人が『欲しい』のだという意味にしか受け取れなかった。だが、次の会話の応酬で、見事にその認識がひっくり返される。

「だから、愛人になんかならないって言ってるじゃないですか。ついでに言うなら、一夜限りとかもお断りで」

「結婚が前提ならいいのか？」

　思いもよらない『結婚』の二文字に、思考は数秒、完全停止した。

「え……え？　結婚？」

　彼の言葉を反はん芻すうして、ゆっくりと思考力が戻り始める。だが、正常に機能すればするほどに、その言葉を信じることはできなかった。

　だって、まさか彼ほどの人が、私のような一般家庭どころか弟とふたりきりの孤立無援の女と結婚しようなんて、そんなことあるはずがない。

「なに、馬鹿なことを……」

「馬鹿なこと？　俺からすれば、小春のほうこそ意味がわからない。いつまで身を削るつもりだ？」

　戸惑う私を置き去りに、彼は構わず話を続ける。再びぐいっと距離を詰められ、さっきのキスの時のように押し倒された。

「困ってるなら素直に助けを求めればいいのにできない。この前の男は？　あんな男に言い寄られてもまだ店を辞めたいとも言わない。くだらない嫌がらせに困ってるというから助けようとしてもダメだと拒否する」

　畳みかけられて、反論ができなかった。確かにそれらは、私にとって頭の痛い問題であり、耐えるしか解決策の思い浮かばないものだ。

「本当に限界だと思ってるなら、簡単だろう。店を辞めればいい」

「そ、そんなことしたら、お金が」

「弟の大学費用も生活費も俺が用意する」

　これまでも、強引ではあった。けれど、今まで以上に有無を言わせぬ語気と見下す視線の熱さに気圧される。

　車は緩やかに走り続けていた。彼が突如、運転席に向かって行先変更を告げる。

「俺のマンションに向かってくれ」

「なっ、成瀬さんっ!?」

　慌てて彼の上半身を押し返そうとしたその手は、たやすく彼に掴まれてしまった。

「……傷つけずに手に入れたいと思っていたが。小春が強情を張るのなら、もういい」

　じっと見つめられたままその手が彼の口元に寄せられる。手の甲で、唇が弾む音が聞こえた。

「お前は今夜、俺のものになれ。もうノーは聞かない」

　低く艶のある声に背筋が震え、抵抗力も奪われた。

　今夜、私はこの男にお金で買われるのか……。

　お金をもらうことが前提のこの関係を、とてもじゃないが恋や愛など温かいものとは思えなかった。
















第二章　愛はいくらで買えますか？










添い寝のお値段




　私はそのまま、彼のマンションにさらわれた。着いた途端に連れ込まれた寝室は信じられない広さで、間違いなくこの部屋だけで私のアパートよりも広い。

　壁一面の大きな窓からは絶景の夜景が見下ろせる、それほどの高層階。部屋の中心にあるキングサイズのベッドに、私はいきなり押し倒された。

「やっ……、やだ！　成瀬さ……んんっ！」

　強引に塞がれた唇に、私の両手首をひとまとめにして頭上で拘束する力強くて大きな手。

　抗うことなど無意味に思えたけれど、私は顔を背けてキスから逃げた。

「やっ、やっぱりダメです、こんなのっ」

「なにが」

「だって、私みたいのと結婚なんて、本気ですか！　どうして？　第一、成瀬さんのご両親やご親戚がきっと許さないですっ」

　こんな結婚が、本当に成立するの？　そんなわけはない。第一、成瀬さんの家族が黙ってはいない。そこに一いち縷るの望みをかけたのに、あっさりとそれも受け流される。

「問題ない。成瀬の籍に入るのはすぐには無理だが、婚約者という形なら今すぐにでも」

「嘘言わないで」

　ナルセ商事を背負って立とうという人が、そんな結婚許されるはずがない。

　どうして、この人はこんなに私を欲しがるのだろう。私には、成瀬さんの家柄にかなうものなどなにもない。ならば『好きだから』という理由だろうかといえば、そのはずもなかった。だって、私と彼はつい先日知り合ったばかりで、恋愛感情などどこに生まれる余地がある？

　そこまで考えてふと、彼が初めて店に訪れた時のことが脳裏に蘇よみがえる。そういえば彼は、私のことを最初から知っている節が確かにあった。

　彼は私を組み敷いたまま意味ありげに笑みを深くする。そしてそれを裏付けるような言葉が成瀬さんの口から放たれた。

「小うるさい親戚連中がいるにはいるが、誰も文句は言わない。……小春の血筋なら」

「え……？」

　私の、血筋。

　驚く私を見て、成瀬さんの目が三日月を象る。

　勝ちを悟ったその表情に、私は身震いをして目を見張った。やっと、彼の不可解な行動の真意に近づいたような気がしたからだ。

「……ご存じなんですか。荒川の本家のこと」

「荒川家のことなら多分、小春よりも知っている」

　荒川家とは、私の父の実家のことだ。地元では力を持った旧家だったらしいが、私たちはほとんど関わったことがなかった。両親が亡くなるその時までは。

　彼はやはり、私のことを知っているのだ。そしてもしかしたら、荒川の血筋ということに私を欲しがる理由があるのかもしれない。

　今夜、私の世界が急展開し始める。今まさに、その嵐の真ん中に立たされているような気分だ。その嵐はどうやら、私が思っているよりも随分計算づくで起こされているらしい。

　彼は一度、身体を起こして距離を取り、横たわる私に向かって手を差し伸べた。

「どうする？　小春が婚約者として、この手を取るのなら……いつかわかるかもしれないぞ」

　嫣えん然ぜんと深くなる彼の微笑みに、身がすくんだ。私に、『自分からこの手を取れ』と言っている。そして、私がそうするだろうということを彼は確信している。そう感じた。

　たじろぐ私に、これまで威圧的だった微笑みがほんの少し和らいだ。それすらも、罠わなのような気がして仕方がない。だが、目の前に迫るさまざまな限界はひしひしと感じていた。

　蓄積される疲労と、この先数年、弟のためにどこまで頑張れるだろうかという不安。この手を取れば、それらがすべて解決されるのだ。しかも愛人ではなく、結婚相手として。それになにより、彼がなぜ私たちのことを知っているのか、それを聞き出したければ、きっとこの手を取るよりほか道はない。

「知りたければ、もう逃げるな。……『虎穴にいらずんば虎児をえず』と言うだろう？」

　そう、まさしく猛獣の巣窟に飛び込むウサギ。小動物並みに震える指先を、私は意を決して彼の手に乗せた。そのまま絡みとられ、覆い被さる彼の影の中、強く目を閉じる。

　この腕の中は、私にとって天国だろうか地獄だろうか。今はまだ、わからない。




　翌朝。私はうつらうつらと、夢と現うつつの境目で自分がどこにいるのか認識するのに少々の時間が要った。

　まずいつもと違うことに気がついたのは、匂いと感触。自分の匂いじゃない、別の誰かの肌の匂い。それから続いて、お布団の感触。私のアパートの、パイプベッドに布団を敷いただけの硬い感触じゃない。しっかりしたスプリングと、ふんわりとなんともいえない柔らかな感触。

　同時に、妙に身体が不自由で体勢に限界があって、なにかに拘束されているのだと気づく。そしてなぜか、胸元で規則的にふわふわと温かい熱を感じた

　うっすら目を開けたもののぼーっとして、頭がいまいち働かない。ずっと寝不足だった反動だろうか、随分深く眠っていたようだ。

「んっ……」

　布団の中で、ぐっと腕だけ上げて伸びをしようとした時だった。

「……え？」

　お腹から背中にかけて絡みついていたものが、剥がされまいとしたのかさらにまとわりついてきた。

　目線を下に向けて、寝起きのこの現状を理解するのに昨夜の記憶を手た繰ぐり寄せる。

　大丈夫、服は着ているし貞操は守られている。あくまで今夜のところは、だけれど。

　昨夜、覚悟を決めて彼の手を取った。経緯はどうあれ、目的はどうあれ、私は婚約者になるかという成瀬さんの申し出を受けたのだ。当然避けられないものと、ぎゅっと強く目を閉じて覚悟を決めた。

　だけど、成瀬さんはひとしきりキスをした後、じっと私を見下ろしたかと思えば、『……疲れた』と言って身体を起こし、シャワーを浴びに行ってしまった。その後も同じベッドで眠ったものの、キス以上無理に触れてくることはなく、私を抱き枕にして眠ってしまったのだった。

　拍子抜け、と言えばその通り。だけど、ホッとしたというのが正直なところだ。

　さっきから胸元が規則的に温かくなるのは、そこに顔を埋めた成瀬さんの寝息のせいだ。

　私が寝不足だったように、彼の疲労もやはり気のせいではなかったようで、こうして間近で見れば見るほど、その目元に色濃い疲れを確認することができる。

　そっと、額にかかる前髪を指でよけてみた。

　……本当に私、この人と結婚するの？　どうして、こんなことになったのだろう。成瀬さんがなぜ私との結婚を望むのかもわからない。

　相手は世界に名だたるナルセ商事の御曹司、現副社長だ。どう考えても普通の結婚は見込めないだろう。親戚とか一族とか、庶民育ちの私には想像もつかない、知らないことばかりの世界が待っていそうな気がする。

　……荒川の家も、似たようなものだったのだろうか。ここまでお金持ちではなかったはずだけど、古い家柄だったということは聞いている。

　そして成瀬さんは、私よりは荒川のことを知っている、と言っていた。

　私は正直、荒川家がどんな家系だったのかなにも知らない。たったひとり、荒川の本家の人間と会ったことはあるけれど、それは思い出したくもない、腸が煮えくり返る記憶だった。




『――お父さんとはね、かけおち結婚だったのよ』

　うふふ、と恥ずかしそうに母が話してくれたのは、中学くらいの頃だったと思う。

　どちらの両親にも猛反対されて、ふたりで地元から逃げてきたのだ、と。

　ああ、だからうちにはおじいちゃんもおばあちゃんも存在しないのか、とすぐに納得した。

　子供の頃から、うちはよその家庭とはちょっと違うのじゃないかと感じていた、その答えがこれだった。二学期初めなど、長期の休み明けに友達との会話に上る、田舎に帰省したとか親戚で集まったとか、そういう出来事がうちにはいっさいなかったのだ。

　だから両親の事故以降、私たちは本当に、姉弟ふたりきりの家族だった。

　かろうじて私が成人していたから、どこかの施設に入れられ弟と離れ離れにされたりという状況は免れたけれど、誰に頼る術すべもない。

　大学も辞めて働いて、私が姉なのだから弟をなんとか卒業させなければと生活することに必死で、毎日心細かった。

　そんな時に突然現れたのが、従兄いとこに当たるという、荒川俊とし次つぐだった。

　父の弟の長男だという彼は、私より、いくらほど年上だっただろう。真ま面じ目めで誠実そうな好青年に見えた。とても親身になってくれて、初めて血の繋がりのある親戚筋が見つかった私はいつの間にか信頼しきっていた。

　父の家系が地元では名家と言われ古い血筋であったこと、そして父が実は跡取り息子だったのだと、その時に初めて知った。

　俊次さんの父で私たちの叔父は、何年か前に早くに亡くなっていることを話してくれた。そして祖父が亡くなって、遺産相続の手続きのため私たちの父を探していて、父も亡くなっていることを知ったのだという。

「じいさんはまあ、往生したほうだけどさ。息子ふたりがこんなに早く亡くなるなんて本当、不運な血筋だよな。俺は兄弟もいないし母親も子供の頃出てったきり会ってないし、今、ひとりみたいなもんなんだよね。こうしてやっと出会えたんだからさ、いとこ同士助け合おうよ」

　財産は、田舎の山林や農地など広大ではあるけれど地元の人間でなければいまいち価値がないのだ、と彼は言った。売るに売れない物件ばかりで、そもそも売ろうと思っても地元との兼ね合いもあり、持ち主の意思だけでは簡単にはできないという。

「大丈夫、小春ちゃんたちにもちゃんと利益が渡せるように弁護士と話してるから。財産の管理はとりあえず任せてよ」

　その言葉をまるまる信じて、私と弟は遺産相続を放棄した。

　事実、田舎の山林などもらってもどうすればいいのかわからないのが現状だったし、財産云々よりも、私は助け合える親戚が見つかったことがなにより心強かったのだ。ハンコを押した途端、ぷつっと連絡が途切れることなんて思いつきもしないほど、私は人には良心というものがあるのだと信じて疑わなかった。

　能天気な家庭で育ったおかげだ。今思い出しても腹が立つ。

　ど田舎まで怒鳴り込みに行けば、私はハエでも払うようにすげなく追い返された。

「こんなとこまで来て金の無心かよ。これだから貧乏人は品がないよな」

「人を騙だましてしらばっくれてるアンタよりは、よっぽど上品に生きてるわよ！」

　止めに入ってくれた人がいなければ多分私は殴られていたけれど、頭に血が上っていたのできっと噛みつき返していたと思う。

　そしたら、あの最低男のことだから、きっと傷害だなんだと警察沙汰にされていたかもしれない。

　悔しかった。取り乱して言い返して、だけど彼にはまったくこたえてなくて、それがまた、惨めだった――。




　あの、人を馬鹿にした顔。一生忘れないぞ。

　思い出して腹を立ててたら、ぐうぅと腹の虫が騒ぎ始めた。

「……成瀬さん。お腹空きました」

　声をかけてみたけれど、多少身じろぎしただけで反応は乏しい。

　こんなふうに人を抱きしめて眠っているのを見ると、ほんの少し、かわいらしいような気がしてくる。触れても構わないだろうかとためらいながら、恐る恐る髪を指で梳すいた。

　……添い寝だけで本当によかったのかな？　いや、よくないな、いずれは当然そうなるはずだ。昨夜はただ、成瀬さんの恩情で見逃してもらっただけにすぎない。

　起こさないように、添い寝ながらもせめて心地よく眠れるようにと髪を撫でる。すると、ゆるゆると眉間のシワが緩んだ気がして少しホッとした。

　彼は、昨夜約束してくれた。弟の学費と仕送りを、卒業まで私の名前でしてくれるということを。

　だけどまだ、私はそれに見合うだけのものを返すことができていない。『今は隣にいてくれればいい。そのうちおいおい回収する』と言われたので、その時が来れば、私はまな板の上の鯉こいである。

　そうなる前に、彼が私を知っている理由をなんとか聞き出したいと思っている。

　どうせまな板の上に乗るなら、全部知って納得した上でお願いしたい。










手料理のお値段




　成瀬さんはまだしばらく起きる気配はなさそうで、むしろ眠りが深くなったのか少し腕が緩んだ。

　その隙に、そっとベッドを抜け出す。

　ひやり。つるつるとした大理石の床が、足の裏に心地よい。

　成瀬さんに借りた男物のシャツ一枚を着ただけで、あとは下着のみという心許ない格好だけれど、まあいいだろう。他に誰もいないし。

　ただ唯一、成瀬さんには散々見られた。それどころか、この格好のままベッドで絡みつかれていたわけだけど。

　音を立てないように静かに、寝室を出る。

　恐る恐る洗面所を探してトイレも借りて、気づいたことは、どこもかしこも恐ろしく綺麗だということ。間違いなくハウスキーパーさんとかクリーニングとか、プロの仕事だ。成瀬さんが掃除してるとは到底思えないし、ほんとに塵ちりひとつ落ちてない。

　そしてあまりにもピカピカすぎて、居場所がない。ソファにすら、座っていいものか悩んでしまう。

　……お腹空いたんだけどな。どうしようかな。

　リビングルームには、いったい何人が座れるんだろうかと考えてしまうような大きなソファセットがあって、窓から一番遠い壁際に水槽が置いてある。

　近づくと、二、三センチくらいのツヤツヤと光沢のある魚が無数に泳いでいた。赤と青のラインが入り、まるで発光しているように見えて美しい。『ネオンテトラ』と言うのだそうだ。夕べ彼が教えてくれた。

　熱帯魚は飼うのが大変そうだというイメージが私にはあった。忙しい毎日の合間で世話をするほど、熱帯魚が好きなのだろうかと一瞬考えたけれど、すぐに思い直した。

　これもきっと、成瀬さんが世話をしているわけではないような気がする。ただ、インテリアの一部みたいなものかもしれない。

　ゆらゆら揺らめくネオンテトラ。手入れされた綺麗な水槽の中で、心地よさげに泳いでいる。たとえただのインテリアにすぎなくても、時には成瀬さんの心を癒やしたりしているのだろうか。

　しばらくそうしてネオンテトラを眺めていたが、それでは腹は膨れない。そして成瀬さんも起きてこないので、思いきってキッチンに侵入してみた。

　結婚しようっていうんだから、まさか怒りはしないだろう。むしろちょっと朝ご飯でも作って彼の反応を見てみたい……っていうか、食材あるのかな？

　少し不安だったけど、冷蔵庫を開けると意外にもいろんな食材が揃っていて驚いた。




　それから、三十分ほど過ぎた頃だろうか。成瀬さんが、のっそりと寝室から出てきた。

「お、おはようございます」

「……なにをしてる？」

　ぼーっとした表情に眉間にシワ、少し擦れた低い声は、寝起きのせいだろうか。機嫌が悪いのか眠いのかわからない。

「えと……どうにもお腹が空いてしまって、朝ご飯を作っちゃって……」

　今から食べようか、まずは成瀬さんを起こしに行こうか悩んでいたところだった。

　恐る恐るそう答えて、彼の返事を待つ。

　だが、ダイニングテーブルに並べたサンドイッチと野菜スープをじっと見つめた彼からは「……そうか」とひと言、なんの感情も見つからない返事があっただけだった。

「あ……すみません勝手に」

　やっぱり図々しかっただろうかと、咄嗟に謝罪の言葉が出た。だけど、そういうわけでもないらしい。

「いや？　好きに使えばいい」

「え、いいんですか？」

「このままここに住めばいいしな。自分の家なのに勝手にできないのは窮屈だろう？」

　さらりと当然の如く告げられた言葉に、まさか冗談だろうと思ったが。

「え？」

「ん？」

　彼は至極真面目な顔で言っていた。

　この人と話していると、現実味がないことが即座に現実にされそうな恐怖を感じる時がある。つまりは、今日からでも一緒に住もうという提案だろうか。ここで『はい』と言ったら数分後には引越し業者が動きだすに違いない。

「まあ、それはそれでおいおいと。じゃあ、勝手に作っちゃったけどよかったです。すぐ食べられますか？」

　引越しに関しては、いったん言葉を濁しておいて、サンドイッチのほうへと話を逸らした。

「流したな。まあいい。俺はいらないから、小春は好きに食べてていい」

「え？」

「シャワー浴びてくる」

　そう言うと、彼はさっさと背を向けていってしまった。

　朝は食べない人なんだろうか。でもサンドイッチも野菜スープもせっかくたくさん作ったし、私ひとりじゃ食べきれない。せめてお昼にでも食べてくれないだろうか？

　あまりにも素っ気なかった成瀬さんになにか釈然としない気持ちを抱えながらも、彼がシャワーを出てくるだろう時間を見計らってコーヒーをふたり分淹いれた。

「食べてなかったのか？」

　まだ髪が濡れたまま彼がダイニングに戻ってきて、不思議そうな顔をする。

「はい、どうせなら一緒に。コーヒーなら飲みますか？」

　時間がすれ違うならともかく、こうして一緒にいるのにひとりで食卓に座るということが私には違和感があったのだ。うちは家に揃っている時は、必ず全員が同じ時間に食卓に座る習慣だったから。

　だけど彼はそういうことを気に留めないのか、首を傾げていた。

「ああ、じゃあ。コーヒーはもらおう」

「はい」

　彼の前にコーヒーのカップを置いて、私は向かい側で野菜スープとサンドイッチを食べ始める。

　だけどやっぱり、なんか腑ふに落ちない。普通、人が作ったものにここまで無関心でいるものかな？

　徐々にムカムカと湧いてくる苛立ちに小さくため息をつき、サンドイッチの皿を眺める。

　どう考えても食べきれる量ではない。

「これ、お昼に回していいですか」

　そう尋ねた時、彼がやっとサンドイッチの皿に目を向けた。

「……作りすぎだろう」

　苦笑しながら、彼がサンドイッチをひと切れ手に取る。

　……あ。食べてくれるんだ。

　たかがサンドイッチ、手作りというのも大げさだけれど、やっぱり反応は気になる。少しドキドキしながら見ていれば、最初のひと口ふた口をゆっくり咀そ嚼しゃくした後だ。無言のままだけれど、少し勢いを増してぱくぱくっとひと切れ全部食べてしまった。

　それだけでなく、すぐさまふた切れ目に手を伸ばしてくれた。

　もしかして、おいしかったのかな？

「……あの、よかったら野菜スープも飲みますか？」

　尋ねると、彼がぱっと顔を上げて私の手元の野菜スープの入ったカップをのぞく。どうやらサンドイッチを食べてやっと、私の手料理に興味を持ってくれたらしい。彼に中身が見えやすいようにカップを傾けると、こくんと頷いた。

「食べる」

　やたらと素直な反応にこちらが面食らってしまったが、変に大げさな反応をすれば『いらない』と言われそうな気がして、笑ってしまうのをギリギリこらえた。

「はい。今、入れてきますね」

　結局彼は、それから野菜スープを二杯とサンドイッチを綺麗に平らげ、なにより本人が驚いていた。

「朝からこんなに食ったのは初めてだ。次は半分くらいの量でいい」

　作りすぎであったのは、しっかりと言い渡されてしまったけれど。だって、つい最近まで高校生だった弟はこれくらい食べたんだもの。

「でも、おいしかったみたいでよかったです」

　お皿をまとめてキッチンまで下げると、彼も後ろをついてきた。

「初めて食べた味だった」

　彼の感想が良い意味には聞こえなくて、つい眉を顰めてしまう。

「それって、おいしいって意味じゃないですよね」

「また食べたい」

　ふわっと背後から抱きしめられた。

　仰ぐと、私を見下ろす優しい目がふたつ。

「……おいしいわけじゃないんでしょう？」

　すると、「手料理が、初めてだった」と彼は驚くべきことを言う。

「嘘ばっかり」

「母親は忙しくて料理なんかしなかったしな。今でもハウスキーパーに頼んでる」

　そんな言葉を聞けば、どれだけ私と彼の育ちに隔たりがあるのかわかった。うちは、母親が節約しながら毎日料理を作ってくれたから。

　やたら素直に嬉しそうな顔が近づいて、互い違いに唇が重なる。

　少し不自然な姿勢でのキスに身を委ねながら、頭の中を占めるのは彼の生い立ちのことだった。

　お金持ちって、みんな成瀬さんみたいな家庭環境なのかな？　こんな、たかがサンドイッチで喜ばれるとは思わなかった。

　そんな一面に安堵するその反面、彼にこの部屋に連れ込まれた経緯など考えると、不安もあった。

　なんでもお金で自分の思う通りに進めていけると本気で思ってそうなあたりには、ついていけそうにない。全部お金で解決しちゃうんだもんな、と思い至った時、ちょっとばかり背中を冷たいものが走る。

　いやあ、まさか。まさかね？　ないない、さすがにそこまで強引なことしないでしょ。

　そう考え直したのも虚しく、引越し業者がアパートの私の荷物をごっそりここに運んできたのは、翌日日曜のことだった。










愛のお値段




　運び込まれた引越し荷物はごくわずかだった。衣服はシワにならないように丁寧に梱こん包ぽうされているので、箱数で言えばかなりあるけれど、それほど量が多いわけじゃない。

　しかも、半分以上が成瀬さんに買ってもらったもの。元々の私の荷物と言ったらなんて少ないことだろう、と少しばかり自分を哀れみたくなったのだが、今はそれは後回しだ。私に無断で梱包され運ばれてきた段ボールを間に挟んで、私は成瀬さんに抗議した。

「夫婦とは話し合うものです！」

　古い衣装ケースやパイプベッドなんかはどうやら処分する準備を勝手に進めていたようで、彼は怒られて初めて今さらの確認をする。

「わかった。処分していいか？」

　私は口をぱくぱくと空振りさせて、大きな声を出したくなる衝動をなんとか抑え込んだ。

　普通の人はね、ここに至るまでにちゃんと話し合ってるから！　開き直ってるのか馬鹿にしてるのかどっちよ。この人は本当に私と夫婦になる気があるのか！

　それらの気持ちをいったんぐっと飲み込んで、かろうじて私は冷静に答えることができた。

「ダメです。アパートに置いといてください」

　まだ、帰る場所がいっさいなくなることには不安を覚えてしまう、というのが本音だ。家具まで空っぽにされたら、アパートもそのまま解約されそうな勢いを感じる。

　む、と不満そうに彼の眉が寄る。だけど、それ以上なにも言わなかった。

　なんとなくではあるけれど、きっと彼に悪気はないのだろうと感じた。彼は本当に〝話し合う〟〝尊重し合う〟という事柄に慣れていないのだ。

　脱力しながら、積まれた段ボール箱に目を通す。荷物が勝手に梱包されて運び込まれてから、気になっていたものを探すためだ。

　小さめの段ボールをひとつ開けると、化粧品などの雑貨と共に、丁寧に布に巻かれたものを見つけた。広げると両親の写真が入った写真立てが出てきてホッと息を吐く。これを探していたのだ。きゅっと胸に抱いて、それから再び箱の中に戻そうとした。

　だけど、それを成瀬さんの声が制止した。

「それも、好きな場所に置いていい」

「え？」

　いいの？　ほんとに？　私にとっては大事な両親だけど、故人の写真なんて嫌なものじゃないのだろうか。

　インテリアの邪魔になるとか言われそうだと思ったのに、予想外の反応に戸惑ってしまう。

　顔を上げると、成瀬さんがじっと私の手元を見下ろしていた。そして私と目を合わせると、なぜか手を差し伸べてくる。

「見せてもらってもいいか」

　そう問われて、写真のことを言われているのだと気づいた。頷いて差し出すと、彼は写真立てを手に取りじっと見つめていた。

「あの……両親です」

「ああ」

　写真に目を落としたまま、短く返事が返ってくる。

　その間、彼の目はどこか切なげで寂しそうに見え、そのことに疑問を抱いた。

「……成瀬さん？　なにか？」

「いや、別に。寝室でも、リビングでも。先にそれ置くとこ決めておいで」

　私の手元に写真立てを戻しながら、なぜだかとても、彼の声も口調も優しく感じた。

「あ、ありがとうございます」

　嬉しかった。私の大事な両親を、彼もまた大切に扱ってくれたように感じたからだ。じんと胸が温かくなって私は彼に素直に頭を下げると、写真立てを抱いてリビングルームへと向かった。

　ネオンテトラの水槽の置かれている台座の隅に、小さなスペースを見つけてそこに置く。軽く手を合わせてから、再び寝室に向かった。

「水槽の横に置かせてもらいました。構わないですか？」

　衣装の入った段ボールを開ける広い背中に声をかけた。

「ああ。それより、服は俺のクローゼットに一緒に入れるぞ……入れていいか？」

　さっき、私が『夫婦とは話し合うものです』と言ったからだろうか。断定するような言い方をした後、即座に言い直した彼に思わず口元が緩んだ。

「はい」

　笑いをこらえながら、私も別の段ボールを開ける。成瀬さんの思う通りに即日同居になってしまい最初は横暴だと怒っていたのに、なんだかんだ結局、いつの間にやらすっかり受け入れてしまっていた。なんというか、ここまで来るともう反論する気力も萎えるというか『まあいっか』という諦めの境地になってくる。

「成瀬さんって、思ってたよりちょっと違いました」

「どういう意味だ。悪い意味か」

「いや……どうでしょう。悪いようないいような？」

　自分で言っておきながら、良し悪しの判別がつかない。

　彼は仕事はデキるのかもしれないし、お金もあるし、男として完成品に見えるけど、まったく完璧ではなくて、むしろ足りない部分が多くある。その足りない部分が、腹が立つところでもあり、逆に親近感も湧いてくるというものだ。

「小春は、思ってた通りだった」

「どういう意味ですか」

「思ってた通り、気が強くてストイックというか」

「はあ……ストイック、ですか」

　いまいちピンとこない感想だった。

「そういうとこが好きだ」

「えっ？」

　会話の中にいきなり織り交ぜられた『好きだ』のひと言に、びっくりして思わず彼の横顔を見つめ固まってしまった。

　視線に気づいて、彼は不思議そうに首を傾ける。

「どうした？」

「え？　あ、いや……別に」

　別段、照れるでもなんでもない表情。ごくごく淡々と発せられたそのひと言に、きっと大した意味はないんだろう。気が弱いよりは強いほうが好きとか、うどんより蕎そ麦ば派だとか、きっとそんな意味合いに違いない。

　そう思い直したもののなかなか頭から離れなくて、続く会話にも少しそわそわしてしまう。

「早く整理して、今日はホテルビュッフェに行く」

「そうなんですか？」

「気兼ねなく食えるとこだし、味もいい。小春も気に入る」

　それってもしかして、私に食べさせたくて、ってことかな？　私を喜ばせようとして？

　そう気がつくと、トクトクと胸が騒いで落ち着かなくなる。頭の中で彼のセリフが何度も何度もリピートされてしまって、『好きだ』という言葉がゲシュタルト崩壊しそうだった。




　土日を成瀬さんと過ごして、私はついつい彼を観察してしまう。

　特徴を、まずは箇条書きにしてみると……。

　一．偉そう

　二．強引

　三．それらにあまり自覚なし

　四．悪気も多分なし？

　五．怒られると意外に素直

　……あと、キスが好きらしい。

「んん、んっ…………はぁ」

　長いキスに息苦しさを覚えて、顔を背けた。すると角度を変えて、彼の唇が追いかけてくる。

「ん、苦しい、ですってば」

「もう少し……」

　さっきまでよりはソフトに唇を添わせ、そんなふうに優しく舐めてねだられては、多少の息苦しさはもう少し我慢しようかと思ってしまう。

　寝室に、ぎし、とベッドが軋きしむ音が響く。押し倒されて逃げ場は少なく、キスに溶かされてろくに力も入らない。

　多分、彼さえその気になれば、私はすぐにでもおいしくいただかれてしまう。

　だけど、そうはならなかった。ちゅ、ちゅ、と水音を弾ませキスを終えると、彼は「おやすみ」と言って私の頭を抱いた。

「いいんですか？」

「なにが」

　少し息が整ってから尋ねると、目の前で喉仏が動くのと同時に短く尋ね返される。

　困ってしまって、ダンマリを決め込んだ。だって具体的に『なにが』なんて言いづらい。それに、意味くらいわかってるくせに聞き返すのは意地悪だと感じた。

　互いにダンマリして、先に折れたのは成瀬さんのほうだった。

「……今はいい。小春は勢いに流されてここにいるだけだろうし」

「それは、まあ……否定はしないですが」

　たとえ流された上でのこの状況でも、金銭的な援助を条件に受け入れたものが〝婚約・結婚〟である以上、そこは私が覚悟しなければいけないところで拒否する権利はない。それはちゃんと理解している。

「小春の気持ちが手に入るまでは、いらない」

　少し擦れた、抑揚のない声だった。

「え……それって、私が好きになるまで、ってことですか」

「全部が欲しいって言っただろ」

「そう、ですけど……」

　まさか、気持ちを欲しがってくれるとは思ってもいなかった。

　だけど、ほんの少し見直しかけたというのに、次の瞬間には彼はまた、いけ好かないことを言う。

「俺を好きになるまで、いくらぐらいかかる？」

　にっと意地悪に笑った彼は、本気で私がお金でなびくと思っているのだろうか。だとしたら、本当に失礼な話だ。
















第三章　金に飽かせてなにが悪い










不器用な大人の愛し方




　クラブミュゼルへの連絡は自分でした。短い間だろうとお世話になったことに違いはないし、一度退店を覆して出勤していたのに結局一カ月と少しでこんなことになってしまいお詫びも伝えておきたかった。

　だが電話をすれば、既に彼が連絡をしていた後だった。

『ああ、いいよいいよ、聞いたから。残念だけど、捨てられたらまたおいでよ』と、あまりにも軽い店長の言葉にひっかかるものは感じたが、それよりも『また勝手にあの人は』と成瀬さんに対する脱力感のほうが強かった。

　フライングでいきなり引越し作業を進められたことも、まあぐっと飲み込んだ。私はそれなりに、彼を理解しようと努めているほうだと思う。

「どういうことですか」

　月曜のオフィス、私は総務ではなく副社長室に乗り込んでいた。

　彼はでん、と重厚な椅子に座って書類に目を通している。

「どういう、ことですかっ!?」

　無反応なのでもう一度、今度は語気を荒らげて言うと、ほんのちょびっと彼の表情がぴくりと反応する。

「なにがだ」

「なにが、じゃないですよ！　私がどうして今日からいきなり秘書課なのかということです！」

　横柄な態度だが、彼は私と目を合わせようとしない。そしてまた、ちょびっとだけ肩が跳ねた。

　なんとなくわかってきた。これは多分、私に怒られるとわかってやって、バツが悪いけどでも謝る気はまったくない、というやつだ！

「……どうしてもなにも、俺が決めた。そのほうが都合がいいだろう」

　だからなにが！　どうして！　そうなる！　もっかい言うよ、夫婦とは相談し合うものです！

　今朝出勤すると、私の席が庶務から消えていた。代わりに、寝耳に水の辞令を言い渡された。庶務課から秘書課に異動を命じる、というものだった。

　こんな時期にいきなり不自然極まる人事異動は、当然社員たちの好奇の的となり、さまざまな噂うわさ話ばなしが囁かれ始めていた。

「いくらなんでもひどい職権乱用です！　おかげで好き勝手な憶測が流れ始めてますよ!?」

「どうせ愛人説とかそんなものだろう。言わせとけ」

「冗談じゃないですよ。言われる私の身にもなってください。誰でも成瀬さんみたいに鉄の心臓なわけじゃないんですよ！」

　あまりに涼しい顔を崩さない彼の反応に、口調は荒くなる。

　彼にとってはそんな噂はいちいち相手にするものでもないのかもしれないけれど、こういう場合、なにかと言われるのは私のほうではないだろうか。

「ちゃんと婚約発表すればわかることだ」

「それまで私は針のムシロじゃないですか……って、いったいその婚約発表とやらはどういう手順でいつされるんですか」

「時期を考えている。準備は必要だ」

　なんか怪しい話になってきたな、と眉を顰めた。

　本当に婚約する気があるのだろうかと疑いの目を向ける私に、彼があからさまにため息を落とす。それから彼が手にしていた書類を一度机に置き、ようやく私の目を見て言った。

「大体、プラスになりこそすれ、マイナスにはならない。なにが不満だ」

「は？」

「秘書課なら庶務に比べ給料も段違いだ。生活費も必要ないし全部小春の好きに使えばいい」

　それは、確かにそうかもしれないが。一番大事なことを、この人は忘れているのかわかってないのか、関係ないと思っているのか。

「いきなり私に秘書が務まるわけないじゃないですか！」

　今まで庶務で備品の発注や清掃手配なんかの雑用ばかりやってた人間が、いきなり役員秘書なんか、できるわけがないのだ。

「だから、俺付きにしてある」

　ここまででも大概頭に来ていたけれど、返ってきた言葉に、私は神経が焼き切れそうなくらい頭に血が上った。

「……は？」

「俺付きの秘書なら問題ないだろう」

　つまり、それは……。成瀬さんの秘書にしておけば、仕事ができなくても他の人に迷惑はかからないだろう、ってこと？　私が仕事しようがしまいが、できようができなかろうが、どうでもいいってこと？

　怒りのあまり言葉が出ない私をよそに、『もういいか』とでも言いたげに彼の目線は書類に戻る。

　ぐっと拳を握りしめて、くるりと背を向けた。

「小春。どこへ行く」

「ここにいても、私にはできる仕事がありませんので。失礼します。成瀬副社長」

　嫌い！　絶対好きになんかならない！　こんなにも不愉快な人に、今まで出会ったことがあっただろうか。一回あったけどね、荒川俊次が最高だけれども！

「小春」

　彼がもう一度私の名前を呼んだけど、私は振り向かずに聞こえなかったフリをしてバタンと乱暴に扉を閉めた。




「ひどいと思いませんか!?　あんまりです、こんなの!!」

　副社長室を出た私は、総務部庶務課に戻ってきていた。

　戻ったところでここに私の居場所がないことは重々わかっているけれど、先輩方にはそれなりにかわいがってもらっていたと思っているし、追い出されはしないだろう、と思った。なにより他に、行く場所など見つからなかったのだ。

「まあねえ。私らもびっくりしたわよぉ。アンタがいきなり秘書課とか。ウケる」

「ウケないでくださいよ。いきなり務まるはずないじゃないですか!!」

　私の座るデスクの右にいる望月先輩と、左側の給仕スペースで休憩用のコーヒーを淹れてくれている小野先輩、交互に話しかけられ、真ん中にいる私はその都度右に左にと顔を向けていた。

「で、愛人なの？」

「違います！」

　望月先輩からの質問に勢いよく右を向き、断固否定する。

「まあ、アンタと副社長がどういう関係なのか、聞かないでいてあげるけどぉ」

　小野先輩が、インスタントのコーヒーが入ったカップを手渡してくれる。

　これは私の仕事だったのに、もうここでコーヒーを淹れることはないのかと思うと寂しくなる。

　別に、仕事に対して誇りだとか、それほど大仰な気持ちを抱いていたわけではない。けれど、私なりには一生懸命働いていたつもりだ。それを全部、成瀬さんに否定されたような気がした。

　感傷と怒りで胸が重苦しく、深く息を吐き出す。

　そんな私に追い打ちをかけるように、小野先輩が言った。

「私らはさあ。そこまでの玉たまの輿こし狙ってないし、構わないけどぉ。うらやましいってより、むしろかわいそうっていうか？　でも他の女性社員には気をつけなよ。特に秘書課とか。副社長なんて、うちの最優良株なんだからさ」

「え……」

「絶対、嫌がらせとか。くるくるーきっとくるわー」

　まるで他人事のような……って間違いなく先輩方にとったら他人事なんだろうけど、けらけら笑って忠告してくれた。

　確かにめんどくさい。女の嫌がらせの面倒くささは、店での経験で重々身に染みている。だからもちろんそれもすこぶる憂鬱なのだけど、今私がもっとも不安に思っていることは、やっぱり仕事であった。

「そんなことより、目下の問題は仕事ですよ。秘書なんてなにしたらいいんですか。私にできるわけないじゃないですか」

　ぽろ、と憂鬱のままに泣き言を零す。

　てっきりまた『カワイソー』とか言って笑い飛ばされるかと思ったけれど、ちょっと予想と違った反応をくれたのは望月先輩だった。

「なに言ってんの、そんなもん。なるようになるでしょ」

「ええ？　そんな簡単な」

「簡単なわけないけどさ、やるしかないじゃないの。副社長の横暴が云々、そんなことは関係ないし。うちら社員は、辞令があればその通りに働くしかない。給料もらってんだし、それが無理なら辞める。やるかやらないか、そんだけじゃない？」

　さらっとものすごく、厳しいことを言われた。

　けれどその衝撃は、ぽろっと私の目から鱗うろこを剥がし落とす。

　確かに、望月先輩の言う通りだ。

「ま、お気の毒ー、とは思うけどね」

　最後はやっぱり、ふたり揃って笑い飛ばされたわけだけど、それでも彼女たちの言葉は私の気持ちを改めさせた。

　先輩方はなにかと仕事をサボリがちで、社会人としてどうなのって、一緒に仕事をしていた時はそう思っていたけれど。やっぱりさすが先輩だな、と今度ばかりは見直した。社会人としての心構えを忘れかけていたのは私のほうだ。

　庶務課を出て、副社長室には、まだ腹が立っていることには変わらないので戻らなかった。それに今戻っても、私はせいぜいお茶くみぐらいしかできることがない。

　忙しい成瀬さんに、その都度『なにをすればいいですか？』なんて聞いていては邪魔にしかならないのだ。

　成瀬さんの責任なんだから、それくらい困らせてやってもいいか、とちらりとは思ったけれど、そこは仕事だ。最低限迷惑をかけないだけのことを、自分でできる範囲でまず考えなければいけない。

　そして私は、秘書室長を訪ねて扉をノックした。今朝、辞令が下りてすぐにも来た秘書室の扉である。

「どうぞ」

　聞こえた声は、落ち着いた男性のものだ。秘書室長は四十代くらいの男性で、銀縁眼鏡のとても厳しそうな人だった。

　今朝ここに来た時は、秘書課の女性社員がまだ数人いて、私にじろじろと不ぶ躾しつけな視線を投げてきた。その視線は至極当然なものに思えて、私は『きっとなにかの間違いだろうから確認してきます』と言ってその場を逃げ出してしまったのだ。

「失礼します」

　意を決して、私は中に踏み込んだ。




　業務終了、定時、きっかり。

　本当なら、呑気に『定時で上がりまーす』なんてやってる場合じゃないんだろうけど、運転手の芹沢さんが駐車場で待ってるからと伝言を聞き、仕方なく帰り支度をする。

　疲れた。これまでで一番、入社一日目よりも緊張して、どっと疲れた一日だった。

　重い身体を引きずりつつ駐車場まで歩く。この後成瀬さんと顔を合わせることを考えると、さらに重たく感じた。

「荒川様、どうぞこちらへ」

「あ、ありがとうございます」

　地下駐車場に降りるとすぐそこに芹沢さんが待っていてくれて、近くまで寄せてあった車のドアを開けてくれた。

　そこに成瀬さんがもういるのかと思っていた。どんな顔をしようかと緊張したのだが、後部座席には誰もいない。

「あ、れ？」

　ただ、シートの中央に真っ赤な大輪の薔ば薇らの花束が置いてあった。

「副社長はまだ時間がかかりそうだとのことで、荒川様には先に帰るようにと仰っておられました」

「そうなんですか。あの、これは？」

「副社長からの贈り物です」

　ずっしりと重たい花束を膝の上に乗せる。なんとも言えない薔薇の香りが漂い、思わず深呼吸する。

　間違いなくこれは、私を怒らせたことへの謝罪の意味なのだろうけど……メッセージカードもなにもついてない。謝罪のわりには随分ぶっきらぼうな花束だと、苦笑いが隠せなかった。




　芹沢さんからマンションのカードキーも渡されて、花束を抱えエレベーターを上がった。

　花束なんて男の人からもらったことが初めてだったせいもあるけど、あんなに怒りまくっていたのが今は少しずつ和らぎつつある。

　秘書課に無断で異動させられたことよりも、その後言われた言葉を、私はもちろんまだ根に持ってはいる。許したわけじゃないけれど、ちょっとだけ機嫌は回復し始めていた。

　現金なものだな、女なんてけっこう単純だな、と自分のことながらにそう思う。

　初めて使うカードキーをドキドキしながら差し込んで部屋に上がると、なぜかもう灯りがついていた。

「あれ……成瀬さん？」

　まだ仕事だって聞いてたけど、もしかしてもう帰っているのだろうか？

　不思議に思いながらも廊下を抜ける。

　リビングのガラス戸を開けた途端、ぶわりと押し寄せた花の香りにまず圧倒された。

「う……わ……」

　そして次は、視界いっぱいにあふれる鮮やかな色彩に目を奪われる。

　リビングとダイニング、そこかしこにピンクと赤の薔薇が飾られていた。それはもう、何百本とありそうなほど。ローテーブルの上、窓際壁際にはぎっしり、ダイニングテーブルの中央にはひときわ大きな薔薇のアレンジまで置いてある。

　近寄ってみると、やっぱりそのアレンジにもなにもカードはついてない。

「……本当、なにしちゃってるの、あの人」

　この後、この大量の薔薇をいったいどうするつもりなんだろう。きっと、なにも考えていないんだろうな。

　呆れて言葉もないとはこのことだ。

　私は成瀬さんの顔を思い出して、どうにもおかしくて笑っていた。きっとあの人は大真面目に、私のご機嫌を取ろうとしているのだ。

　その後、ホテルのケータリングサービスで贅沢なお料理まで届き、薔薇の充満した部屋でひとり舌鼓を打った。




　せっかく大量の薔薇があるのだし薔薇風呂というのをやってみようかと、花瓶に移した花束から何輪かを手に取った。ソファでくつろぎながら一枚一枚花びらを取り、膝に広げたハンカチの上に乗せていく。花の形のまま浮かべてもいいのかもしれないけれど、ネットで検索したら、花びらのほうがいいと書いてあったのだ。

　そうしているうちに、私はいつの間にかうたた寝してしまっていたらしい。

「――る。小春」

「ん……」

　頬を撫でられた感触と、同時に名前を呼ばれてうっすらと目を開ける。まだ視界も頭もぼんやりとしたままだけど、人の顔くらいは認識できる。

「成瀬さん？　お帰りなさい」

　ごしごしと目を擦って、再び彼を見る。

　にこりともしない、無表情がすぐ目の前にある。

「ただいま。なにをやってる？」

「ふあ……なにって、いつの間にか寝てたみたいです」

「寝る前のことを聞いてる」

　言いながら、彼が私の膝の上にあったちぎりかけの薔薇を手に取る。そして、膝の上に散った花びらに視線を向けた。

「あ。薔薇風呂でもしようかと思って花びらをちぎってたんですけど……」

「ああ……なんだ」

　成瀬さんの顔が、少しだけ緩んだ。

「薔薇が気に入らなくてちぎってるのかと思った」

「そんなことするわけないですよ、薔薇に罪はないのに」

「そうか」

　うん、と頷く。

　すると彼がおもむろに顔を近づけて、ちゅ、と軽く唇を吸った。そしてまた、私の表情をのぞき見る。

　その仕草がいかにも、私のご機嫌を恐る恐る窺っているようにしか感じられなくて、気が抜けてしまう。まあ、そうでなくてももうとっくに、怒る気力などどこぞに消えてしまっていたけれど。

「喧けん嘩かするたびにこんなことするつもりなんですか？」

「同じ内容だと飽きるだろうから、また考える」

「いえそうじゃなくて……私の機嫌を取るためにここまでしなくても」

　視線をさっと部屋中に巡らせて、それからまた成瀬さんを見た。怒っていたはずだし今もムカついていると言えばその通りだけれど、もう苦笑いしか出てこなかった。

「小春の機嫌は取りたいけど」

「はい？」

「謝らない。小春は秘書課だ、庶務には戻さない」

　横暴だ。だけどもう、『はい』としか言えないだろう。

　観念してため息をつく私の顔を、彼はじっとのぞき込む。そうして、ふっ、とお互いに緩く微笑み合った。

「今日、室長さんに仕事用のタブレットをもらってきました」

「……そうか」

「で、タブレットの使い方を教えてもらって、秘書って具体的になにをすればいいのか聞いて」

　できるできないはさておき、秘書の仕事として最低限やらなければならないことは、なにか。スケジュール管理、取引先とのメールのやりとり、他にもいろいろあるけれど、付け焼刃でできることは少ない。だからまずは、手を付けられるところからやるしかない。

「室長に聞いたら、副社長は今まで秘書を置いてなかったって。全部、ご自分でしてたんですか？」

「苦手なんだ。頭の中で練っていることを、分解して誰かに頼むのが。いちいち説明したり思うようにいかないよりも、自分で段取ってやるほうが早い」

「……今、ものすごく私のハードルを上げたのわかってます？」

　室長に、『毎日の業務でなにをサポートしていくのかは成瀬さん本人に聞いたほうがいい』と言われた。だがしかし、そもそもサポートされるのがどうも彼は苦手らしい。

　彼の性格や性質を思えば、少しわかる気がした。

　彼は、会社を背負っていく人だ。頭の中はきっと、ナルセ商事でなされる仕事やこの先の構想がひとつの形として見えている。末端の小さな仕事ひとつにも意味があり、全体像を見ている彼にしかわからないこともあるのかもしれない。

　恐らく、それを誰かに説明するのが苦手なのだ。だから彼の言動が、私の目にはぶっきらぼうだったり横柄だったりするのだろう。

　そんな彼が、秘書を置こうと思ってくれたのだ。たとえそれが職権乱用気味な人事であったとしても……ほうっておけば彼はいつか疲れて潰れてしまうのではないか。ならば、秘書として私にできることを私が見つけていこう。そう思った。

「私では至らない面が多々あると思いますが、一から勉強します」

　背筋を伸ばし、頭を下げる。彼を上司として敬っていこうと覚悟を決めた意思表示だった。

「最初から、なにもかも頼もうとは思ってない。まずはスケジュール管理と、電話の応対をできるように頼む」

「はい。でも、取引先なんかは海外が多いと室長から聞いたんですが……」

　そう、ナルセ商事の取引先は国内外問わず多い。だけど、副社長に直接かかってくるのはほとんどが海外のものだと聞いた。

　私は英語が好きだったけど、さすがにビジネスの会話となるととてもじゃないが自信はない。

「小春は大学で英文科に通っていたんだろう。英語を勉強したいんじゃなかったのか」

　驚いて、目を見開いて彼を凝視した。

　ソファに座る私の前にひざまずく彼は、真顔だけれどとても優しい目をしているように見えた。

「知ってたんですか」

「成績も優秀だったと聞いてる。すぐには活かせなくてもいい、失敗すればサポートしてやる。勉強しながらで構わないから、少しずつでもビジネス英語を習得しろ」

　彼の言葉を聞いているうちに、最後のほうは唇が震えてうっかり泣きそうになり、慌てて唇を噛みしめた。

　いつか英語に携わるような仕事がしたいと思って、大学受験で英文科を目指した。

　やむなく失ってしまった夢を、取り戻していけるようなそんな予感に涙があふれそうだった。なによりそれを知って、私の手に再びチャンスを掴ませてくれようとしている彼に、きゅっと胸が苦しくなるほどの想いが募る。

「小春？」

　思わず腰が上がり、その膝からハラハラと薔薇の花びらが落ちる。気づくと私は、彼の首筋にすがりついていた。

「ありがとうございます」

　きゅうと抱きついて首筋に顔を埋める。

　するとしばらくして、背中に手が回されぽんぽんとなだめるように叩かれた。安心できるぬくもりに、深く息を吐く。

「まあ、英語だけじゃなくイタリア語なんかもできれば。先は長いだろうけど」

「……頑張ります」

　げ、と頭の中では思ったけれど、それしか言えないじゃないの、ここまでされてしまっては。

「機嫌は直った？」

「はい」

「じゃあ、そろそろ好きになったか」

「ふっ……なに言ってるんですか」

　今日はたまらなく、成瀬さんのことがおかしくてかわいらしい。これが『好き』なら、とても単純な話だけれど。

「冗談で言ってるんじゃない」

　成瀬さんの声が、ちょっと拗すねたように不機嫌になった。

「だって、急に言われても。そんなこと言うなら、成瀬さんはどうなんですか」

「……俺は、言った」

「え？」

「小春が聞き流しただけで、俺は言った」

　いっそう声がふてくされて聞こえて、顔を上げ彼の顔を見ようとしたけれど、ぎゅっと後頭部を押さえて抱き込まれ、叶かなわなかった。

「な、成瀬さん？」

「見るな。今、大人げない顔をしてる自覚がある」

「え……」

　けっこう、たびたび大人げないので、私にしてみればとても今さら感があるのだが、それよりも気になったのは、『俺は言った』という彼の主張だ。

　いつ？　私が聞き流したって……もしかしてあれ？　うどんか蕎麦かみたいな軽いノリで言われたやつ？　いやでもアレを告白と言われては、ちょっと納得がいかないというか。

　眉を顰めていると、私を抱きしめたまま成瀬さんがため息をついた。

「……好きじゃなければ、ここまで強引なことはしない。なんでこんな面倒くさいことしてると思ってるんだ」

「な、面倒くさいって、ひど」

「小春が好きだからだ」

　早口で聞こえた耳元での囁きは、今度こそ確かに胸に響いて私の身体を火照らせる。こないだのアレは納得いかなくても、今の言葉は間違いなく〝告白〟のように聞こえた。

「あの……ちょっと」

「なんだ」

「少し……離れません？」

　なんか、無性に熱いというか気恥ずかしいというか、とにかく落ち着かない。

「嫌だ」

「えぇぇ……」

　脱力して、抱き合ったまま彼の肩に再び頭を預ける。

　顔を見ないままの、あまりにもぶっきらぼうな告白は、まるで中学生のようだった。いつも身体の奥まで溶かしてしまいそうな、しっとりとした濃密な大人のキスをするくせに、告白は思春期の子供並みとは……ひどいギャップだ。

　だからこそ、その告白を信じようと思えたのかもしれない。だけど、彼の気持ちが本当なら、わからないのは、なぜ私なのかということ。どこで私を知って、私のなにを好きなのか、ということだ。

「そろそろ教えてくれませんか。成瀬さんがどうして私を知ってるのか」

「小春が好きになってくれたら言う」

「好きです」

「却下」

　クスクスと笑うと、首筋に吐息が当たってくすぐったい。

　それだけじゃなく、ちゅ、ちゅ、と水音を弾ませて首筋から耳へとキスがたどって上がり、それから唇が重なった。

　顔を合わせて告白するのは気恥ずかしいけど、キスは別もの。

　大人になるほど人は不器用になるものなのかと、そんな気がした夜だった。










不器用な仕送り




　オフィスで彼の話す英語を聞いた時、まるで洋画の世界にいるように感じた。低音が美しく響く、流れるような発音に耳を奪われた。

　いくら英語が得意だったとはいえ、私の話す英語はしょせんジャパニーズイングリッシュだったのだと思い知らされた。とてもじゃないけど、このままじゃ本当にただのお茶くみとスケジュール管理しかできない。

「慣れだ。日本人は羞恥心が強すぎるから上達しない。向こうはこっちが日本人だってわかってて聞いてるんだから、多少おかしな発音をしたところで笑って聞き取ってくれる」

　彼はなんでもないことのようにさらりと言ってのける。

　そりゃあ、成瀬さんは綺麗な発音で少しも恥ずかしくないから、そんな簡単に言えるのだ。

「言いたいことはわかります。けど……笑われるから恥ずかしいんであってですね」

「しゃべらないことには上達しない。電話には出ろ。ひとしきり笑われたところで俺が代わってやる」

「……努力します」

　とりあえず笑われることは確定らしい。まあ、かかる電話全部が国際通話ではないのだし、怯おびえてばかりいても仕方ない。まずは日々できることを増やすこと。あと、早く彼の仕事の流れを理解し、少しでも先回りして準備をすること。

　成瀬さんの秘書になって半月ほどだが、必死だった。

　英語をもっと勉強したいけど、他にも勉強しないといけないことは山ほどある。なにより、仕事そのものがひどくハードだ。仕事量、移動量、かかる時間が半端ない。この人はこんな状況で、よくもまああれだけ店に通っていたな、と少々呆れた。

　帰ればぐったりとしてふたりでゆっくり話す時間も取れない。なので結局彼のことはなにひとつ探れないままだった。




　そんな生活の中、やっと丸々二日の連休が取れ、一日は泥のように眠り、二日目。

「……どうして嫌なんだ」

「だって、なんか、ちょっと」

「そんな曖昧な理由では納得がいかない」

　にわかに始まる攻防戦。

　くだらないっちゃ、くだらない。成瀬さんを名前で呼ぶか呼ばないか、ただそれだけだ。

　別に呼んだっていいのだけど、やっぱり急には恥ずかしい。仕事でずっと一緒にいればうっかり会社で呼んでしまいそうで、だからこれまでどおりが一番無難なのだ。まあ、この人は仕事中でも平気で私のことを『小春』と呼んでいるけれど。

「って、そんなくだらないことを無理強いしないでくださいよ！　子供みたいですよ」

　結局、休日だけは名前で呼ぶということで、私が折れた。

「えと……じゃあ、柊さん」

「さんはいらん」

「え、じゃあ柊くん？」

『さん』が却下されたので『くん』を付けてみたのだが、素早く突っ込みが入る。

「なんでだよ」

「わかっててやってるんです！」

　だって年上なのに呼び捨てなんてできないし。

　ソファにくつろぐ彼の膝の上に、向かい合わせに跨またがるように座らされ、羞恥心を散々煽あおる格好でキスの合間のおねだり。

　彼は、横暴だが優しい。めちゃくちゃするけど、その裏に彼なりの気遣いがある。ズレてるからきっと理解はされがたいだろう。それが残念なところだ。

「あ、柊さん。電話……」

　その時リビングに着信音が鳴り響く。私のスマホのものだ。

　ソファのそばのローテーブルに置いてあったスマホが、音を鳴らしながら振動でテーブルの上を滑っている。出てもいいかと伺おうとしたのだが、彼は返事をしてくれない。

「……柊、電話、出てもいい？」

　膝の上に拘束したまま、まったく取らせてくれないので仕方なく『柊』と呼び捨てにすれば、やっと電話に出ることを許された。

　ほんと、子供だ。大きな子供だ。弟の翔太のほうがよほど大人のような気がしてくる。

　手だけ伸ばしてスマホを指で引き寄せ、確認した。着信画面には、弟の名前が表示されている。

「あ、翔太からだ」

　そう言うと、彼はなぜか無言で私を膝から下ろして書斎の方へ行ってしまう。

　電話の邪魔をしてはいけないと思ったのかもしれないけれど、なんとなく違和感があり首を傾げながら電話に出た。

「もしもし翔太？」

《姉ちゃん！　よかった、やっと出た》

　かわいい弟はなにやら私を心配していたようで、そういえば、昨日何度か着信が入っていたのを今になって思い出した。

「ごめん、昨日は一日中ぐったり寝ちゃってて、着信に気づいたのが夜中だったからかけ直さなかったの。なんか用だった？」

《なんか用、じゃないよ。姉ちゃん、今なにがどうなってんの？》

「うん？　なにが。よく意味がわかんないんだけど」

　連絡が取れず心配してただけ、というには翔太の声はやけに焦って、興奮しているようにも聞こえた。

《意味がわかんないのはこっちだよ。まず、昨日さ、すげえ金額の仕送りが振り込まれてたんだけど。姉ちゃんの名前で》

「え……いくら？」

《百万。俺、ゼロの数を何回も数え直しちゃったよ》

　……成瀬さんだ。確かに、翔太に月々仕送りしていることを成瀬さんに相談してはあったけど、なに考えてんですか、大学生の仕送りに百万て。え、それともなに、一年分ってこと？　いや多分そうじゃないな、もっと雑な理由だ。そんな気がする。

　今すぐ書斎に乗り込もうとして、ふと気づく。

　翔太、今『まず』って言ったよね。

「翔太？　まず、がそれなら、他になに？　まだなんかあるの？」

《いや、百万に比べたら大したことじゃないけどさ、姉ちゃん宅急便で送ってくれたじゃん》

「え？　なにを？」

　送った覚えのない宅急便で、いったい翔太の元になにが届いたのか。恐らくは犯人だろう、成瀬さんのいる書斎に目をやった。




　電話を終えて、書斎の扉の前に立つ。

「成瀬さん。入りますよ？」

　書斎をノックしても全然反応がないので、ひと言声だけかけて返事は待たずに扉を開けた。

　彼は素知らぬ顔でパソコンの前にいて、ちらりとも私の方を見ない。

　またこのパターンか、と少し笑ってしまいそうになった。

「あの……まずは、弟に仕送りをありがとうございました」

　そばまで近寄って、お辞儀をしながらそう言うと、彼の目がやっと私に向いた。

　まったく、難儀な人である。怒られるかもしれないとか、そんな自覚があると、ぷいっとそっぽを向いて知らん顔をする。だからまずは、お礼から口にしたのだ。

「いや。金額を特に決めてなかったから適当に送っといた」

「適当にもほどがあります。大学生に百万って、なにに使うんですか」

「俺が大学生の頃、経営の勉強がてら起業して資金繰りが大変だった。留学なんかもしたければ資金がいるだろうし」

「するかどうかもわからないことにそんなお金使わないでくださいよ。てか、それ言い訳ですよね。金額に見当がつかなかったんでしょう？」

　せっかく〝そっぽ〟の症状がなくなってたのに、うっかり言いすぎてしまって今度は〝ダンマリ〟の症状が現れた。

「怒ってるんじゃないんです。けど、聞いてくれたらよかったじゃないですか、私に」

「そうだが、仕事でいっぱいいっぱいな様子だった」

　そう言われれば、ここ数日の自分の状況を思い出した。確かに、この頃の私は仕事で手いっぱいで他のことを考える余裕なんてなかった。

　彼なりに気を遣ってのことだったのだろうけれど、それにしたって、だ。もう少し世間一般の仕送り金額くらい、見当がつかないものだろうか。

「あと、なんかお金の他にレトルトの食品だとか、沢さわさんに作ってもらったおかずも送ってくださったそうで」

「それは、沢さんに聞いた。大学に行ってる息子に時々差し入れに送ると言ってた」

　沢さんとは、ハウスキーパーで来てくれている人だ。ちょっとふくよかで優しそうな年配の女性で、大学生の息子さんがいる。成瀬さんがひとり暮らしの時から家事の全部をしてくれていたらしいが、今は料理と洗濯はできるだけ私がするようにしていて、私と成瀬さんが仕事に出ている間に掃除に来てくれている。

『彼女の勧めでやったことだから、これは間違ってはいないはずだ』と言いたげな、その表情を見ていると。

「……ありがとうございます。弟も喜んで……ぶふっ」

　我慢できずに、私はついに吹き出してしまった。

　だって、百万なんて大金を送っておいて、それなら食事の心配なんてしなくても毎日外食だけでも余裕だ。ひどくちぐはぐな感覚がおかしくてしょうがない。

「笑うな」

「だって」

「……あの百万は、確かに適当に決めた金額だったが、小春は弟をしっかり社会人として稼げる男にしたいんだろう」

　笑われたことが面白くないのか、彼は憮然と私を睨みながら言うのだが、あまり怖くない。彼の不機嫌な顔に見慣れてきたか、それとも時折それが照れ隠しであることがわかってきたからかもしれない。

「はあ、そうですが」

「だったら、大学のうちに積める経験は積んでおくべきだし、資格の勉強もしておくべきだ。金はあっても時間は貴重だ。社会人になってからじゃ忙殺されて勉強どころじゃなくなるぞ。そのための仕送りだ」

「あ……なるほど」

「……と、弟に言っとけ」

　翔太にしてみれば、昨日大金の仕送りに目を白黒させているところに、同時に母の味的な宅配便も届き、訳もわからず私に電話をかければ全然繋がらない。なにがあったんだと心配しながら、宅配の伝票に記載されている送り主の住所が、私の住所とまったく違っていることに気がついたそうで。

　そりゃ、混乱もするわ。

　なにがあったんだと心配する翔太に、とりあえず成瀬さんの肩書なんかはいったん伏せて、簡単にちょっとお金持ちの彼氏ができたのだと説明した。別にお金持ちだとか説明しなくてもいいような気がしたが、言わなければ仕送りの百万円が翔太の中で解けない謎になってしまう。

　雑な説明に翔太はやっぱり不審がっていたけれど、『ちゃんと紹介することになるから』と言えば、『それなら』と納得してくれた。

　とにかく、月々百万の仕送りは多すぎるということと、お言葉に甘えて大学での資格取得や勉強に必要な費用があればその都度成瀬さんに相談する、ということでいったん話は終結。

「ありがとうございます。……翔太にも今度、直接お礼言わせますから」

「気にしなくていい。そのうち会うことになる。……それより、ここはオフィスじゃない」

「え？」

「名前。さっきから『成瀬さん』に戻ってる」

　パソコンデスクの椅子に座ったまま、彼がくるりと回転して私を見た。まっすぐ手首を掴まれ引き寄せられると、彼の足の間に立たされる形になる。

「……柊、さん」

　呼び捨てはやっぱり抵抗感が強い。だけど敬称をつけると、やっぱり顔を背けて返事もしてくれない。仕方なく、もう一度改まって名前を呼んだ。

「えっと……柊？」

「うん？」

「ありがとう。翔太もこれで、お金の心配をせずに勉強できます」

　表情の乏しい顔が、私が素直にお礼を言うとたまらなく優しく、柔らかく緩む。近頃、この表情を見るたびに、胸の奥が締めつけられるような感覚を抱く。

　ここに連れてこられた時は、お金でこの人に囲われるのかと諦めのような気持ちだったのに。こんなにも心が揺らされることになるとは、思わなかった。










不器用な隠しごと




　ある平日、昼少し前。

　オフィスの電話が鳴り応対すると、通話口の向こうからとても軽やかな、そう、昔ながらの表現だけれど鈴の転がるような女性の声が聞こえた。

「副社長、伊い月づき梨り沙ささんという方からお電話です」

　そう伝えると、それまで忙しなく山になった書類を端から片していた成瀬さんの手が、ぴたりと止まった。

「あの？」

「今は出られない。かけ直すと言え」

　固い冷ややかな声に戸惑いながらも、電話の女性に言われたままに伝えると、あっさりと彼女は引き下がった。

　なんとなく引っかかりながらも、脳内は仕事に戻る。

　だけどその数分後だった。

「少し出てくる」

「えっ？　どちらに？」

「すぐ戻る。小春も待たないで昼飯に行ってていい」

　そう言うと、彼はひとりで副社長室を出ていってしまった。

　こんなことは初めてだった。それまで彼は、どこに行くにも必ず私を連れて出てくれていたのに、いったいどうしたんだろう。

　どこへ行くのか聞いてもなにも言わなかった。それは、明らかに言うつもりがない反応のように私には感じられた。同時にさっきの電話の女性が頭に浮かんで、どうしても関連付けてしまうのは致し方ないことだろう。

　伊月梨沙さん。綺麗な声の人だった。

　成瀬さんのあの反応は間違いなく、私に関わらせたくない、知られたくもないということだと思う。

　単純に浮かぶ予測はひとつだ。以前付き合っていた女性、それに間違いない気がした。問題はなぜ、電話をかけてきたのかということと、今彼がどこにいるのかということだ。

　彼女に会いに行ってるのかもしれない、とつい勘繰ってしまう。それほどまだ時間は経過していないのに、そわそわと視線が時計の針を追う。

　昼休憩は気にせず取れと言われていたけれど、結局コンビニでおにぎりを買って副社長室で食べてしまった。いつ彼が帰ってくるだろうと気になって仕方なくて、わずかな時間もオフィスを離れる気にはなれなかったのだ。




　彼が戻ってきたのは、一時間と少し経ってからだった。

「小春、飯は？」

「食べました。成瀬さんは？」

「食った」

　〝誰と〟とか〝なにを〟とか、聞きたい情報がなにひとつくっついてない、淡泊な会話のみが交わされた。そのまま午後からの業務に雪な崩だれ込み、とても聞けるような空気ではなかった。

　気持ちはもやもやしたまま、そんな私に気がつかないはずはないと思うのに、彼は素知らぬフリだ。

　なんだか無性に腹立たしくなってきて、ぶるんと頭を振って雑念を振り払う。

　帰ったら、今度こそ聞いてみよう。

　まだなんとも名前のつかない関係の私たち。恋人とも言いがたいけど婚約の約束はしてる仲で一緒に住んでもいるのだから、女性の影くらいは気にしてもいいはずだ。

　そう意気込んでいたのに……。

「悪い、先に帰っててくれ」

「え？」

　夜もまた、彼は私を置いて単独行動をしたのである。




　ひとり彼のマンションに戻り、夕食を取る。今夜のおかずはハンバーグと根菜のサラダ、ブロッコリーの入ったポタージュスープ。

　ひとりで黙々と食べるには、寂しいメニューだった。

「……なんなんだろう」

　ハンバーグを口に運びながら、つい口に出してしまった呟きは、誰の耳に届くこともない。

　気になるのに聞けない、聞かせてもらえない、隙がない。そんな空気だった。ここまで来たら、過去の女性なんかではなく現在進行形なのかと思えてきてしまう。

　咀嚼したハンバーグを飲み込み箸をサラダに伸ばすが、今日はあまり味を感じない。かといって、残すのは信条に反し、なんとか自分の分だけは食べきり、彼の分は冷蔵庫に入れておくことにした。

　すごく、もやもやする。浮気をされていることを察しているのに旦那の分も夕食を作り、ひとり食事を済ませ虚しく帰りを待つ妻、というのはきっとこんな気持ちなのだろうか。まだ結婚どころか婚約も曖昧なままだけれど。

　食器を片付けてからリビングに戻り、静けさゆえに耳に響いた水泡の音につられて、ネオンテトラの水槽の前に立つ。

　手のひらで触れればひやりとして、そこから少し頭のほうも冷えてきた。

　結婚したら、彼は愛人を持つタイプなのだろうか。だったら嫌だな、と思ってしまった。

　好きになって結婚するという流れではないのだから、彼が愛人を持とうがどうしようが関心はない、と言えたらよかった。なのに、言えない。なんだかすごく……嫌だ。だって、どうせ家族になるなら、できれば夫婦仲よく暮らしたい。

　彼は、なにを考えているんだろう。愛人は募集してないと言ったくせに。あ、いるからしてないってこと？　だったら、彼女ではなく私を婚約者に選んで彼女を愛人にする理由はなんだろう？　……もしかして、彼女とは結婚できない理由があるとか、そういうことだろうか。

　予測ばかりが立って、なにひとつそこに確信はないのに、あたかも真実のように繋がっていく。人間ってきっとこういうふうに被害妄想になったりしていくんだなと、ちらりと頭をよぎった。

　ゆらゆら揺れるネオンテトラ。こんなふうに無心でいられたら楽なのに……ネオンテトラが本当に無心かどうかは知らないけれど。

　ぼんやりとネオンテトラを見つめ考えていた時、玄関で音がした。

　ドクン、と心臓が跳ねる。

　あんなに気になって仕方なくて、早く帰ってこないことを不安に思っていたはずなのに、なんだか急に顔を見るのが恐ろしくなった。

「まだ起きてたのか」

　リビングに入ってきた成瀬さんが、私を見て目を見開いた。もう深夜近い時間だということに、言われるまで私も気づいていなかった。

　……ていうか、寝れるわけないよね。

　無神経な成瀬さんのひと言にカチンときた。

　一瞬、顔を見るのが恐ろしいなどと思ってたはずの、か弱げな私はどこへやら。

「寝られるわけないですよね」

　つい強い口調でそう言うと、彼はぐっと喉を詰まらせた。その表情で、私はまたムカムカと腹立ちを募らせる。

　だってそこで言葉をなくすってことは、私が眠れないでいるかもしれないって気づいていたってことじゃないの？

「今日は？　私の機嫌取りに薔薇を用意する暇もないくらい忙しかったんですか？」

　苛立ちが態度と言葉にストレートに現れる。だけど言ってしまってから、後悔した。

　なんでこんな嫌味な言い方をしてしまったんだろう。

　さすがの彼も怒るかと思ったけれど、どういうわけか私の言葉に従おうとする。

「わかった。今すぐ薔薇を――」

「薔薇が欲しいって言ってるんじゃないです！」

　いつものド天然な思考回路で、私がどうして怒っているのかわからない、という展開なのかと思ったけれど、そうではないらしい。私が眠れないでいるかもしれないと少しは思ってて、機嫌を損ねてるかもしれないことも予測できていたようだ。

「機嫌取りをしなければいけないようなことはしていない。だから用意しなかった」

　むす、と不機嫌な彼を、私はさらに不機嫌な顔で睨んだ。

「じゃあどこに行ってたんですか？　昼からずっとはぐらかされてる気がしてすっきりしないんです」

「仕事だ」

「おかしいですよね。なぜ秘書の私が置いていかれてなにも聞かされてないんですか。成瀬さんのスケジュール管理は私がしてるのに」

　見え透いた嘘を、と呆れてしまう。

　彼は私の追及にぐっと口をつぐんでしまった。

「都合が悪くなるとダンマリするのやめてください。子供ですか」

　そう非難すると、彼はまさしく叱られた子供のようにムッと顔を顰めて言った。

「うるさい」

　仏頂面でたったのひと言、これには私も再びカチンときた。

「う、うるさいって！　普通そんなことストレートに言いますか!?」

　怒らせた自覚があるなら、もうちょいマシな言い訳が聞きたいだけなのに。なんなの、そのぞんざいな返しは！

「小春のほうが子供みたいだ。どうして、一から十まで説明させなきゃ気が済まない」

「あ、当たり前じゃないですか!?　だって……」

「だって、なに？　俺が外でなにしてたか、そんなに気になる？」

　ひょい、と彼が屈んで、真顔で私の目をのぞき込んでくる。

　怒っていたはずなのに、なぜか急に形勢は逆転された。これではまるで、私がヤキモチでも妬いているのかと尋ねられているようで、腹が立つ上に急速に恥ずかしくなった。

「ち、違います。これは……」

「これは、なに？」

「これは浮気を疑う妻の予行演習です！」

「なに言ってんの、お前」

　くしゃ、と苦笑いを浮かべる彼を、唇を噛んで睨んだ。

　うるさい。怒られる側のはずの人がなんで余裕で笑ってるの。私は別に、ヤキモチを妬いたわけじゃない。だってそれだと、まるで私が彼を好きだと言ってるようなものではないか。

　彼の持つ生活基盤と弟への仕送りに釣られて半ば強制的に婚約者という関係を結ばされただけで……恋愛感情ではないはずだ。

　そう思いたかった。でなければ、悔しくてしかたない。突如浮かび上がった成瀬さんの女性問題にこんなに自分が感情的になるとは思わなくて、自分でも動揺していた。

　気にもならない、そんな素振りで平然としていられればよかったのだろうか。

「……昼間の」

「なに？」

「電話の女の人は誰ですか」

　結局、知りたいという誘惑に負けた。

「昼間、電話があってすぐ出かけられたじゃないですか。関係あるって思われても仕方ないと思います」

「小春が心配するようなことはなにもない」

　彼はやたら自信たっぷりの態度だけれど、そんな言葉で心配が消えてくれるなら、誰も浮気で悩んだりしないと思う。

「今も、その人に会ってきたんじゃないんですか」

　なにを聞いても納得いく答えが返ってくるような気がしない。すっきりしないまま気力だけが萎えていく。

　そんな私をわかってもいないのか、成瀬さんはいきなり地雷を踏んだ。

「小春、嫉妬？」

「……は？」

　思わず目を剥いた。

　普通、機嫌を損ねている相手にストレートにそんなことを言うだろうか。余計イラッとするだろうと予測できそうなものだ。

「違います。嫉妬じゃなくてムカついてるだけです」

　そう言うのに、成瀬さんはなんだかやたらと嬉しそうに唇を綻ばせる。

「それは嫉妬って言うんじゃないのか」

「違うって言ってるのに！」

「小春」

　こんなに感情が対照的な状態って滅多にないと思う。私は腹が立って泣きそうなのに、成瀬さんは嬉しそうに笑いながら私の手首を取り、抱き寄せた。途端、鼻び腔くうをくすぐる香りに、また最高潮にムカムカと嫌な感情が湧いてくる。

「こっ、香水の匂いがする！」

　最悪だ！　やっぱり女の人と会ってきたんだ！

　悔しくて哀しくて腕の中でもがいたが、彼は少しも離してくれる気配はなくて、むしろ強く抱きしめてくる。

「もうやです、離れて！」

　悪態をつきながら、彼のぬくもりで泣きたくなった。悔しいのに、抱きしめられることが嬉しいなんて、私はいったいどうしてしまったんだろう。

　私がこんなに感情的になっているのに、彼は堂々としたものだった。

「小春が心配することはなにもない」

「さっきも聞きました！」

「泣かせるような、後ろめたいことはしてない。嘘はつかないよ」

　香水の匂いをさせて、なにを言う。そう思うのに、きっぱりとためらいなく断言する彼に言葉をなくした。これが演技なら、彼は大した役者だと思う。

　一方で、彼の言葉を信じたいと思っている自分に気がついた。ああだこうだと問い質して責め立てたのは、信じるための言葉が欲しかったからだ。信じてもいいのだと思えるなにかが、欲しかった。

　涙の気配を逃がそうと、彼のスーツに顔を埋める。するとやっぱり、香水の匂いが癪しゃくに障る。

「小春？」

　抱きかかえたまま、私の髪を撫で梳きながら彼が私の表情を窺った。下から睨む私に、彼が苦笑いをして唇を寄せようとする。

　それを、手のひらを当てて制した。

「お風呂に入って匂いを落としてきてください。でないとキスなんかしませんから！」

　大急ぎでシャワーを浴びに行った彼がおかしくて、ソファに身体を沈めクスクス笑いながら彼を待つ。

　怒っていないわけじゃない、今だってやっぱりなんかムカムカする。だけど、あまりに彼が堂々と自信たっぷりに言うから、きっとそれが真実なんだろうと思えた。

『後ろめたいことはしてない。嘘はつかないよ』

　香水の匂いを漂わせているくせに、きっぱりとそう言い切った彼を私は信じてしまったのだ。

　単純なことだ。機嫌を損ねた私に、彼は焦りを見せてくれた。嫉妬した私を鬱陶しいと思わずに嬉しそうに受け入れてくれた。それがなぜかくすぐったくて、温かい気持ちにさせられた。




　彼はものの十分ほどでシャワーを済ませて出てきて、まだ濡れた髪のまま私の手首を掴む。そのまままっすぐ、ベッドに連行された。

「……柊っ」

「小春……」

　両頬を掴まれ、貪るような激しいキスを受けながら、ベッドの上に押し倒される。

　キスの合間に混じり合う吐息が熱くて、欲情していることを互いに確かめ合いながら舌を絡め、露出している首筋や襟元の肌を指先がたどった。

　だけど、それだけ。肌を擦り寄せ合い、肌を舐め抱きしめ合う。互いの熱が上がるのを感じながらも、それ以上はしなかった。

　は、と短く息をつき、私の頬や額に唇が触れる。

「早く、小春の全部が欲しい」

　胸が、苦しい。じん、と身体の奥が熱くなる。

「……柊」

　もう、そんなふうになってもいいかもしれない。

　確かに受け入れ始めている自分の気持ちを表したくて、私からも唇を寄せた。だけど、言葉にすることはできなかった。




　伊月梨沙、という女性が結局なんだったのか。

　成瀬さんからはなにも聞けなかったのだが、ほんの数日ほど経ってから、彼女のほうから私にコンタクトがあった。

　今度は、成瀬さんではなく私に会いたいという。しかも、彼には気づかれずに、という注釈付きで。

　ほとんど四六時中一緒なのになかなか難しい条件だなと思ったけれど、ちょうどいい具合に役員会議の予定があった。会社を抜け出すわけにはいかなかったから、その時間を狙って会社を訪ねてもらうことにした。

「初めまして。伊月梨沙と申します」

　応接室で対たい峙じした彼女は、二十代中頃の、背が高くスレンダーで長い黒髪が印象的な、とても綺麗な人だった。

　ふわりと薫ってきた香水には、やはり覚えがあった。

「初めまして。荒川小春と申します。申し訳ありません、ご足労いただいて」

「いいえ、無理を言ったのはこちらですもの」

　ふふ、と美麗に笑う。

　彼女はいったい、成瀬さんのなんなのだろう。そしてなんのために私に会いに来たのだろう。

「私のこと、成瀬さんからなにか聞いておられますか？」

　いえ、なにも。まったく。と言うのが、ひどく悔しかった。だけど、結局それが事実でしかなくて、私は「いいえ」と頭を振った。

「あら……そうなの。やっぱり言いがたいのかしらね」

　人差し指を顎に当て、考えるような素振り。少しわざとらしいと思ったのは、多分気のせいじゃない。

「……わかりませんが。ただ、私が心配するようなことではないと、それだけ」

「そうね、今の段階では」

「どういう意味ですか？」

　含みを持たせて、私にわざと聞かせようとしている。そんな空気をちゃんと感じ取っているのに、聞かずにはいられなかった。

「今は、あなたが心配するような関係じゃなくなっただけ。それと、あなたが心配しなければいけないことがまだ起こってないだけ」

　コーヒーカップを手に取って、彼女が口を付けた。

　その一連の仕草を見ながら、彼女が決して私にいい感情を持って会いに来たわけではないことと、梨沙さんが言った心配にはどうやら二種類の意味があることを確信する。

「もう少し。具体的に教えていただけると助かるのですが」

「私は、彼の元婚約者よ」

　彼女からの返答は、まったく意外なものではなく、むしろやっぱりなと予測のついていたものだったが、それでも衝撃は大きかった。

　なにより、それならそれでどうして説明してくれなかったのだろう。本当に〝元〟であるなら、隠すことなどなかったじゃないか。

　その答えも、彼女の口からあっさりと暴かれる。

「私は彼の家族に婚約者として認められていたの。特にご両親とは仲よくさせていただいてたの。やっぱりあなたには言いづらいわよね」

「そうなんですか」

　相槌を打つので精いっぱいだった。

　ならばなぜ、そんなふうに認められた婚約者がいたのにそれを解消したのか。

「それがね、去年、急にあの人が解消してほしいというものだから……しょせん親同士が言いだしたことだったし、それでもいいと思ったから私はそれで承諾したのだけど。彼以上の人なんてやっぱり、そうそういないのよね」

　困ったわ、と彼女はため息をつく。

「あの、なぜ突然解消に？」

「とぼけないでいいわよ。あなたが現れたからでしょう？」

「いえ、でも……」

　私と彼が出会ったのは、この春のことだ……そう言いかけて、飲み込んだ。だって私は知らなくても、彼のほうは私を知っていたのだから。

　どくどくと嫌な鼓動を聞きながら、私はなるべく迂う闊かつなことは話さないようにして、できるだけ彼女に話してもらうように意識した。成瀬さんがなかなか教えてくれないことを、彼女なら知っているんじゃないだろうかと思ったからだ。

「調べて驚いたわ。あなた、荒川家の人なんですってね。彼、荒川のおじい様にはお世話になってるから……放っておけなかったのね」

　やっぱり。大本にあるのは、〝荒川家〟なのか。彼と知り合って、特に一緒に暮らすようになってから、忙しくて調べることもできていなかったけれど。荒川と成瀬さんに、やはり昔、なにかあったのだ。お金に困った私たちを保護しようと思うほどのなにかが。

「……成瀬さんには、お世話になりっぱなしで」

　当たり障りのない言葉で様子を見ながら、少し手が震えた。

　どんなふうに祖父にお世話になったのか知らないけれど、いくらなんでもただ保護するだけでなく結婚までしようなんて言わないよ。だから大丈夫……同情なんかじゃないよね？

　そんなふうに祈ってしまう、自分の感情の変化に気づいていた。同情なんかが理由じゃないと信じたくなっている自分がいる。

　だけど、どうしてそんな気持ちになるのか、自己分析をしている場合でもなかった。

「お世話どころか。あなた、これから迷惑しかかけないかもしれないわよ」

　突然、彼女の声が厳しいものに変わったのだ。

「どういう意味ですか」

　眉を寄せる。急に鋭くなった彼女の目が、とてもただの脅しやはったりだとも思えなかった。

「荒川俊次、知ってるでしょう」

　この世で一番嫌いな人間の名前が、彼女の口から飛び出した。

「彼、事業に失敗して、受け継いだ財産を全部食いつぶしたのよ」

　まさか。あの時私たちが放棄させられた財産を、全部？

　ドクン、と心臓が嫌な音を立てた。

　そんな状況に陥ったあの男が私と成瀬さんのことを知ったら、間違いなく食いつかれると、ぞぞっと背筋を悪寒が駆け抜けた。

「って、実はもう、漏らしちゃったのよね、あなたと柊さんのこと」

「なっ……」

「でも、それがガセだったってわかったら、諦めるだろうと思うの。柊さんがお金を工面することにもならないし、あなたの前に荒川俊次が現れることもない。ね、万事オッケーじゃない？」

　私って頭いい！　と、彼女は無邪気なフリして見事に私を黙らせる。あからさまな、私に対する脅しだった。




　成瀬さんが、彼女が来ていることに気づいて応接室に乗り込んできたのは、それから十数分後のことだった。

　乱暴に扉が開け放たれて、眉間に深くシワを刻んだ彼が足音も荒く私たちに近づく。

　そんな常人が見ればすくみ上がりそうな雰囲気にも、梨沙さんはまったく物怖じせずに成瀬さんに抱きついた。

「柊さん！　会議お疲れ様」

「離れろ。香水くさい」

　成瀬さんは、問答無用で彼女の額を手で押し返し、引き剥がす。

　なるほど、こうしてあの日スーツに香りが移ってたんだなと納得する。

「なんでこんなことになってる？」

　厳しい質問は、彼女と私の両方に向けたものだった。

「すみません、あの――」

「小春さんを怒らないであげて、私が無理言ったのよぉ。だってどうしても柊さん諦めたくないんだもの」

　成瀬さんに説明をしようとした私の声を遮って、梨沙さんが甘ったるい声で彼に擦り寄る。

　それを彼は鬱陶しそうに眉を寄せてかわした。

「お前ならいくらでも相手が見つかるだろ。なんなら俺が見合いをセッティングしてやる」

「柊さん以上の人なんていないじゃないの！　ねえ、小春さんお願い。考えておいてね？　もちろん、無理は言わないけどぉ」

　ぴょこん、とかわいらしく、彼女は私に向け両手を合わせ、お願いポーズをする。

　成瀬さんが来た途端に、なんだか声のトーンも愛らしくなって、私は「はは」と苦笑いをした。

「おい。小春になにを言った？」

「女同士の話よ、柊さんには関係ないから」

「関係ないわけないだろ！」

　怒れる成瀬さんをあしらい、「じゃあね」とやっぱりかわいらしく手を振って、彼女はさっさと応接室を出ていった。

　当然、後に残された私に、成瀬さんの視線は集中する。

「小春。なにを言われた」

「……彼女が言ったままのことです。あなたとやっぱり結婚したいから私に別れてくれって」

「それだけ？　そんなわけないだろ、あいつはそんな生ぬるい性格してないぞ」

「そ、そうなんですか？　それは知りませんけど……」

　本当はしっかりがっつり、脅されたのだということを、私は言えなかった。梨沙さんの言葉に従い、成瀬さんのそばを離れる……言えば当然止められるだろう決意を、固め始めていたからだ。




　成瀬さんはその日一日、なにかと私の様子を気にした。梨沙さんと遭遇させてしまったと、自分を責めているのかもしれない。

　帰りの車の中でも、なんだかんだとこちらの機嫌を取るようなことを言う。

「小春、どこか食事にでも行くか」

「いいです。家で食べたいです」

「じゃあ、ケーキでも買って帰るか？」

「変なの。なんでそんなに気を遣うんですか」

　ふふ、と苦笑いしながらそう言うと、彼は少しバツの悪い顔をする。

「俺が梨沙のことを黙っていたから、嫌な思いをさせた」

「あはは。別に、元カノが現れただけじゃないですか。大丈夫ですよ、それくらい」

　私の言葉に、成瀬さんが安堵したように表情を緩め、私の肩を抱き寄せた。

　わかってる。私のことを大事に思ってくれている。そしてそれが嬉しくて仕方ない自分の気持ちにも、もう私は気づき始めていた。

　自覚するしか、なかった。元婚約者の存在に嫉妬してうろたえてしまうほど……本当に好きになってしまったらしい。

　腹が立つし、人としてどうなのって思うくらい自己中心的で、本当にお金持ちじゃなかったらただのイタイ人だと思うのに、私はそんな彼が好きなのだ。

　それを、伝えるつもりはもうないけれど。

「ひとつだけ、梨沙さんから気になること聞いた」

「なに？」

「荒川のお祖父さんにお世話になったって話。まだ私には聞かせてくれないんですか？」

　多分そこに、彼が私を欲しがった理由があるのだと思った。いったいどういう経緯があったのか、それを聞けばわかるような気がしたのだ。彼の私に対する好意が、同情なのか恋慕なのか。

　私が彼を好きになってから、という約束だったけれど、ここまで来たらもう仕方ない、と彼は諦めたらしい。

「世話になったのは確かに荒川のじいさんだけど、俺が本当に感謝してるのは小春のご両親だ」

「え？」

「小春にも会ったことあるよ、小さすぎて覚えてないだろうけど。あの頃俺は八歳で、小春はまだ三歳くらいだった」

　あとは、家に帰ってからゆっくり話そう。

　抱き寄せた私の髪にキスをして、彼が言う。

　その優しい仕草の全部が、恋慕ではなく同情や懐古から来るものなのだとしたら……。

　そう考えれば、納得ができてしまう。一方的に彼が私の顔を知ってるだけで、話したこともないのに水商売で働く私に目をかけたり、おかしいと思ったのだ。

　彼自身、ただの情を恋愛感情だと思い込んでいるのかもしれない。

　こんなふうに好きになってしまってから気づくなんて、この人は本当にひどい人だと、余計に愛しくなった。
















第四章　伝えたい心










声にならない気持ちと決意




　子供の頃、喘ぜん息そくで身体が弱かった彼は、祖父同士が親しかったためか空気のいい場所で静養を医者に勧められた際に、荒川の本家で過ごしていたらしい。

　忙しい両親はほとんど彼に構わず、遠い場所に勝手に預けられ、話相手をしてくれるのは使用人ばかり。荒川の祖母は厳格な人で、柊は緊張の連続だったという。ただ、祖父は言葉少なではあるけれど、時折優しく声をかけてくれたらしい。

　そんなある日、夏の残暑厳しい季節に、祖母が持病で倒れ入院した。そこにやってきたのが荒川の長男の一家、まだ三歳の私と私の両親だったという。

「ばあさんを心配して、息子夫婦が帰ってくるってさ……荒川のじいさん、いつもは渋い顔してるのに珍しく笑ってたのが印象的だった。よっぽど嬉しかったんじゃないか」

　小さすぎて全然覚えていなかったけれど、両親は駆け落ち結婚ではあったが、もしかしたら祖母の病気を機に荒川本家に戻ろうとしたことがあったのではないか。今となっては憶測でしかないのだけれど……もしかしたら両親の結婚に反対していたのは厳格な祖母のほうだったのかもしれない。

　ともかくも、私たち一家と彼が、少しの間荒川の本家に滞在していたのだという。

「初めてだったよ、家族でバーベキューしたり釣りしたり……って俺は家族じゃないけど、束の間家族気分だった。それくらい、お前の両親にはよくしてもらった」

　彼にとっては唯一のアットホームな思い出が、まさか本当の家族じゃなくて私たちだったなんて。

　結局、荒川の祖母と両親は和解することは叶わず、本家を継がずに今度こそそのまま疎遠になった。

　彼も体調が回復し成瀬に戻ったが、荒川家とはその後も交流があったのだという。そして荒川俊次とは、さらに大学も同じで、仕事で何度か関わったこともあるそうだ。

　荒川俊次の話になると、『あれはろくな男じゃないから近寄るな』と厳しい顔をしていたけれど、私たち家族の話をしている時の彼は、懐かしむような、とても優しい顔をした。

　呑気な両親だと思っていたけど、両親なりにいろいろと苦労して、そしてお金よりも温かい家庭を選んだのかと思えば、誇らしくもなる。

　そしてそんな両親が、私を彼に出会わせてくれたのだ。

　ベッドで時折キスを交わしたり指を絡ませたりしながら昔の話を聞かせてくれた彼は、今夜も私を抱き枕にして眠る。

　起こさないように、私はそっと上半身を起き上がらせた。

　間接照明のオレンジ色の灯りが、彼の綺麗な顔立ちの陰影を色濃くし、少し顰められた眉がその美しさに人間らしさを足してくれる。

　誤解されがちな人だろう。だけど本当はとても情の深い人だから、きっと私じゃなくてもわかってくれる人がいる。彼が私に抱いているのが、恋なのかそれとも親愛の情なのか。それを私に決めることはできないけれど……もう、充分助けてもらった。

　彼の髪を指で撫でながら、眠る横顔を目に焼きつけた。

　もうこれ以上、迷惑をかけるわけにはいかない。

　荒川俊次は、財産を食いつぶしたどころか多額の借金を負い、身上を潰していた。そんな男に食いつかれたら、どれだけ彼に迷惑がかかるか、誰の目にもわかりきったことだった。




　翌日から、私はこのマンションを出るために必要な段取りを頭の中で整理し始めていた。

　秘書を元々置いてなかったのだから、仕事上はただ元に戻るだけ。いや、庶務課に戻してもらえる気はしないから……退職するしかないだろう。次の仕事をどうにかしなければ。

　私がいなくなって、彼が困ることなど実はまったくない。家事はほとんど沢さんがしてくれてるし、ただひとつだけ不都合があるとすれば、夜の抱き枕がなくなるだけだ。

　だから、出ていくのにさほどの準備は必要ない。

　ただ、行く先をどうにかしなければいけない。以前のアパートに戻っても連れ戻されるだろうから、見つからない場所を探さなければならなかった。

　住み込みで働かせてもらえて、なおかつ翔太の学費と仕送りを続行できるくらいに稼げる仕事となると、また夜のアルバイトくらいしか思いつかなかった。

　突然店を辞めた私をクラブミュゼルではもう雇ってはくれないだろうし、すぐに柊に見つかってしまう。他の店を探すしかない。

　出ていく覚悟を決めるように、ひとつひとつ頭の中で今後の算段を付けているのに、柊は少しも気づいていない。

「小春、おいで」

　これ以上そばにいて柊の体温を感じれば、離れるのがつらくなるのに。彼は仕事中も常に私をそばに置き、マンションでもそれは同じ。リビングで手を差し伸べて私を寝室に誘う。

　それをやんわりと拒否しようとした。私の手には仕事用のタブレットがある。柊が英語教材のアプリを入れてくれて、それを使って英語の勉強をしているところだった。

「柊、先に寝てて？　私、もう少ししてから寝るから」

　今後のことを考えるとつらくて寂しくて、想いが募らないようできるだけ触れたくないのに、彼の誘いは甘く優しく、強引だ。

「ベッドの中ですればいい」

　手首を引かれ、寝室に連行される。

　だけど、ベッドに入れば入ったで、とてもじゃないが集中できない。寝転がってタブレットを手にした私の背後から彼が抱きついて離れてくれないのだ。

　教材に専念しようとしても後ろから髪を梳かれたり、つむじにキスをされたり。お腹に回った手の指が、パジャマの上から肌をくすぐったりする。

「もう……勉強できない」

　顔を振り向かせ背後を睨む。もう、英語を話せるようになっても柊のそばにはいられなくなるのだから、勉強なんてただの口実。これ以上柊の体温を感じたら、本当に忘れられなくなってしまう。

「そんなに急いで習得することないだろう。なにを焦ってるんだ」

　焦っているわけではない。けれど、彼に黙って出て行こうとしている後ろめたさから逆らえなくて、タブレットをサイドテーブルに置いた。

「小春……」

　彼の腕の中で寝返りを打ち正面から向き合うと、額にキスが触れる。目を閉じると、キスの感触がまぶた、鼻、頬と少しずつ唇に近づいてくる。

「柊……」

　好きよ。

　声にならない気持ちを飲み込んで、重ね合わせた唇に観念した。

　つらくなるのはもう、覚悟しよう。今はまだ、その時まで……柊のぬくもりを感じていよう。

　離れる覚悟を固めながらも名残惜しくて、その後もずるずると数日を無駄にした。




　知らない番号から携帯に電話がかかったのは、梨沙さんに会った翌週土曜の朝だった。

　野菜をコンソメでことこと煮込みながら、朝食のサンドイッチの具材を用意している最中。鳴り響いた着信音に、キッチンカウンターに置いていたスマホの画面をのぞき込む。

　アドレス帳に登録してない番号からかかっても、普段ならそのまま無視してあまり気にしない。だが、今のこの状況では予感があった。いつまでもこの場所から動かない私にしびれを切らして、梨沙さんが連絡してきたのだろう。

　柊はまだ寝てる。けど、あまりに着信音が鳴りっぱなしだと起きてしまうかもしれない。

　そう思い、慌ててスマホを手に取り耳に当てた。

「もしもし……」

《小春ちゃん？》

　梨沙さんの、あの鈴の転がるようなかわいらしい声が聞こえてくるものだと思っていたのに、違っていた。

　低くて媚こびるような、男の人の声。確かに聞き覚えのあるその声が耳から脳に浸透した途端、ぞわっと背筋を嫌悪感が走る。

「……俊次さん？」

《そう！　嬉しいなあ、覚えててくれた？》

　どういう神経してたら、私にそんな白々しいセリフが言えるのか、カッと頭に血が上った。瞬間的に声を荒らげそうになって、慌てて一度息を飲み、それから深呼吸をする。

「忘れるわけ、ないです」

　忘れるもんか。

　私と翔太に取り入って財産を放棄させ放り出した、従兄の荒川俊次。その男の声だった。

「見捨てた親戚に、いったいなんの御用ですか」

　込み上げてくるあの頃の怒りと痛みで、声が震える。どうしてこうも、いけしゃあしゃあと何事もなかったかのように話せるのだろう。

《見捨てたなんてひどいなあ。悪かったよ、そんなつもりなくてさ》

「へえ、そうですか」

《そのこともちゃんと顔見て謝りたいと思ってる。なあ、一度会えないかな》

　気持ち悪いほどの猫撫で声に吐き気を催しながら、懸命に頭を働かせた。

　どうして俊次さんが私の携帯番号を知っているのか、これは梨沙さんが教えたのじゃないだろうか。彼女なら私の番号くらい、たやすく調べ上げてしまいそうだ。早く出ていけという脅しだろう。そして、俊次さんが私に会いたがるのは当然、金の無心。会ったが最後、どうにかしてお金をむしり取ろうとするに違いない。

「会ってお話するようなことはないです」

《俺はあるんだよ。……ほら、お祝いも言いたいしさ》

　どうしても婚約の話題に持ち込みたいのだろう。

　これ以上話が長引いて柊が起きてきてしまっては困る。早く切り上げなければと、とりあえずは応じるフリをすることにした。

「わかりました。けど今は無理です、仕事中なので」

《仕事？　今日休みだろ、ナルセ商事は》

「とにかく今は無理です。またご連絡します」

　返事を待たずに切ると、流し台に手を置いてそのまましゃがみ込んだ。

　このままでは、柊に迷惑がかかってしまう。なにか手を考えなければ……いや、その前に。

　勝手に通話を切ったことが腹立たしかったのか、少しも待つことすらできないのか、再び着信音が響く。早くどうにかしなければと思考回路は急き立てられ、一度スマホの電源を落とすことにした。

　一刻も早く、ここを出なければ。ずるずると居付いてしまったのがいけなかった。

　すぐに姿を消す準備を……と思ったが、持ち出すものなどなにもない。服のほとんどは柊に買ってもらったものだ。持っていくべきではないし、行くあてもないのに大荷物で逃げても仕方ない。

　着の身着のまま。そのほうが、柊は私が出ていったことに気づくのが遅くなって、いいかもしれない。

　荷造りの時間は必要ないとわかると、私は作りかけのサンドイッチに再び取りかかった。

　土曜の朝は、仕事で疲れがたまっているためか、柊は起こしに行くまで起きないことが多い。だから、もう少しここにいても大丈夫だろう。

　サンドイッチの具材は、潰したゆで卵のマヨネーズ和え、トマトとレタス、チーズとツナ。母が作ってくれる時の定番だった。

　もっとたくさん、これからもずっと柊に作ってあげたかったな。

　サンドイッチを皿にのせてラップを被せ、テーブルの中央に置いた。

　鍋の中にはスープがあるけど、温めて自分で食べるだろうか。

　気づきもしないかもしれないと思い、わかりやすいように鍋のすぐそばにスープ皿とスプーンを出しておいた。

　キッチンを出て、ソファに置いてあった愛用のトートバッグを手に取った。お財布もろもろ、最低限必要なものは入ってる。

　手帳の一ページを破いて、柊に宛てて置き手紙を書いた。

【弟に送ってもらったお金は必ずお返しします。たくさんお世話になったけど、やっぱり結婚はできません】

　これを読んだら、きっと柊の眉間にはくっきりシワが刻まれるだろう。

　たやすくその表情が頭に浮かんで、つい微笑みが零れた。

　最後に、ネオンテトラの水槽に近づく。台座に並んだ両親の写真の前に立ち手に取れば、両親が少し心配そうに私を見ているような気がした。

「少し窮屈だけど、我慢してね」

　ついこないだここに来たばかりなのに、もう引越しするのかと驚いているかもしれない。

「ごめんね」と謝りながら大判のハンカチで写真を包んで、トートバッグに入れる。

　これで、準備はおしまい。

　吹っ切るように思いきりよく顔を上げて、ネオンテトラの水槽に触れた。

「いいなぁ。私はもういないけど、成瀬さんを少しでも癒やしてあげてね」

　元気にゆらゆら揺れているネオンテトラたち。忙しい彼が求めた、束の間の安息。

　ネオンテトラになれたらよかった。迷惑をかけることなく、透明な水の中で揺らめいて煌めいて、見つめてくれる彼をただ癒やす、そんな存在になりたかった。

　音を立てないようにそっとマンションを抜け出して、トートバッグひとつで歩きだす。行き先も決めないままでどうしよう、行くあてがどこにもない、と歩きながら思案に耽ふけった。

　どうせもうナルセ商事にもいられないのだから、遠く離れてしまおうか。夜のお仕事ならきっとどこでもあるだろうし、いっそのこと翔太のアパートに身を寄せるのもいいかもしれない。そう思いかけて踏みとどまった。

　柊のことだ、私がいなくなったとわかれば一番に翔太に連絡を取る気がする。だとすれば、やっぱり行くあてが決まるまではどこか安いホテルに泊まるか、最悪ネットカフェに身を隠すしかない。

　そうと決めて、まずは方向転換し駅に向かって電車に乗った。元々住んでたアパートにいったん戻り、解約手続きをしなければならないと思ったからだ。

　引越しの時に、捨てられそうになってた家具を残しておいてと頼んだはずだから、それもどうにか考えなければならない。こうなるとわかってたら、捨ててもらえばよかった、と後悔した。手早く姿を消したいのに、手間がかかって仕方がない。

　電車の窓からぼんやりと流れる景色を眺めていれば、急速に柊から離れていくこの速度が哀しくなる。

　どうしてこんなことになったのか……なにもかも俊次さんのせいだ。いや、そうじゃない……元々が住む世界が違ったのだ。一瞬でも、向こう側にいけるような気がしたのが間違いだった。

　せめて柊に迷惑をかけないように、一度俊次さんとはちゃんと会って話をしなければいけないだろう。

　ぐっと憂鬱が押し寄せて頭が重くなる。あの日浴びせられた言葉が、向けられた冷ややかな視線と共に脳裏に蘇った。










愛してる




　――なにも私は、最初から怒鳴り込むつもりで会いに行ったわけじゃなかった。ただ、財産放棄を承諾した途端に急に放置されて不安で、すがる思いだったのだ。

　見知らぬ土地を訪ね住所を頼りにたどり着いた本家では、インターフォンを鳴らしても誰も取り合ってくれず、中に入れてはくれなかった。それでも諦めきれず、門から離れた場所でどうにか俊次さんに会う方法はないか、模索していた時だった。

　大きく高く敷地を囲う塀の一部分、車が何台も入りそうな大きなガレージのシャッターがある。電子音がして、二台分ほどの幅のシャッターがゆっくりと上がり始めた。

　車の全体が見えるくらいまで上がった時、ガレージの中で白い高級車に乗り込もうとしている俊次さんの姿が見えた。

「俊次さん！」

　連絡を絶たれていたり、インターフォンでも彼は留守だと追い払われたのは、全部なにかの間違いに違いないと、この時まで私は信じていた。ぎょっとした俊次さんの顔が、次の瞬間には汚いものでも見るかのように蔑んだ目に変わるまでは。

「こんなとこまで来て金の無心かよ、これだから貧乏人は品がないよな」

「え……？」

　騙されていたのだとようやく確信した。駆け寄ろうとしていた足が止まる。ふと頭に浮かんだのは、翔太の顔だった。

　私だけに負担を強いることに申し訳なく思っていたのか、翔太は俊次さんに会って本当にホッとしていた。両親が死んでからずっとどこか心許なげだった弟が、心の底から嬉しそうに笑っていたのだ。

　それを全部、裏切られた。

　そう気づいた途端、鉛のように重く地面に張りついていた足が弾かれたように前に出て、私は俊次さんに掴みかかろうとした。

「人を騙してしらばっくれてるアンタよりは、よっぽど上品に生きてるわよ！」

「んだと!?」

　伸ばした手が乱暴に振り払われ、どんと胸を押されて数歩下がり、たたらを踏んだ。悔しかった、情けなかった。

　私は姉なのに……簡単に騙されて、しっかりしなきゃいけなかったのに。

　涙が零れそうになって、目頭に力を入れた。震える唇を噛みしめ、俊次さんを睨みつける。

「諦めてとっとと帰って、弟のために頑張って働けよ小春。お前なら夜の商売でもかなり稼げるんじゃね？　見た目はそこそこいいとこいってるよ」

　頭の中から熱が放出されてるのじゃないかと思うほど、全身が熱くなった。再び立ち向かおうとした私を止めた誰かの存在も気にならないほど、平静じゃなかった。

「今は帰れ。警察を呼ばれたら立場が弱いのは自分だろう」

　両腕を背後から掴まれ耳元で静かにそう言われて、びくっと肩が跳ねた。

　警察沙汰になったら、翔太にいらない心配をかけることになる。脅されているような気がして言葉を失うと、カタカタと小さな震えが手足を襲った。

　そんな私の肩を抱くように、その人は俊次さんの車の隣にあった黒い車の後部シートに私を押し込める。

　ドアが閉まる寸前、俊次さんの呆れたような声が聞こえた。

「おいおい、どうすんのそいつ」

「駅まで送らせる。そのほうがお前にも都合がいいだろ、商談の邪魔だ」

　そんな会話が聞こえてすぐ、バタンとドアの閉まる振動で車が揺れる。私はただ呆然と宙を見ていて、焦点の合わない視界に自分の手が移り込んだ。

　車が走りだしたことにもなんの反応も示すことができず、膝の上で小刻みに震える手を温めるように握り合わせる。あの男の前では流すまいとこらえた涙が遂に零れ落ちた。

　そして、自分がどこに連れていかれるのかにも考えが至らず、気がつけば駅の前にいたのだった――。




　降車駅の名前を車内アナウンスで聞き、ハッと我に返った。思い出したら自分を見失ってしまいそうなほど悔しいあの日のことを、記憶の中から掘り起こしてしまっていた。

　……俊次さんの声を聞いたせいだ。

　ずん、と沈み込んでいた意識を呼び覚ましてくれた車内アナウンスに感謝する。だけど気持ちはなかなか浮上してこなかった。

　まだ半ばぼんやりとした頭で到着した駅で電車を降りて、元のアパートまで歩く。

　そういえば、あの日のことをこれだけ詳細に思い出したのはこれが初めてだ。あの後、私は家に帰ってから、欠片も思い出さないよう努め、自力で生活を乗り切ることに必死だった。だから気にもかけていなかったけど……あの時、私を抑えて駅まで送らせてくれたあの人はいったい誰だったんだろう。

　俊次さんの仕事関係の人だったのだろうと推測はするけれど、どこか冷ややかに聞こえた声と口調に、当時は俊次さんと同類に違いないと思って震えた。

　だけど……あのまま警察を呼ばれていれば確かに立場が悪いのは私で、もしかすると彼は私を逃がしてくれたのだろうか。

　記憶というのは思い出さなければ薄れていく一方のもので、今はもうほとんどがぼやけていて不鮮明だ。はっきりと覚えているのは俊次さんの言葉だけ。

　今になってあの時の人のことが妙に気になり、他になにか覚えていないか懸命に記憶をたどる。

　もしかしたら、私は顔も見てなかったかもしれない。歩きながら思い出そうとしたのだが、出てこないままアパートに着いてしまった。

　住み慣れた場所なのに、随分と久しぶりに思えた。

　豪奢でスタイリッシュな柊のマンションと比べたら、本当に雲泥の差。でもこれが、現実だ。柊と私の、世界の遠さ。

　錆さびだらけの階段と手すり、整備されず手入れもされず、コンクリートの敷地のあちこちから雑草が生え散らかっている。二階に上がるこの階段も毎日使っていたはずなのに、以前は気にもならなかった階段を踏むたびに軋む音が、やけに耳についた。

　人間ってダメだな。贅沢になれるのなんて、ほんと一瞬なのかも。

　これが現実なんだと再び自分に言い聞かせながら上がり、部屋の前に立った。

　鍵を開け扉を引くと、しばらく風通しをしていないためか匂いがこもっていて思わず鼻を歪める。空気を入れ替えようとドアのストッパーを下ろして開放し、改めて部屋を見渡して、私はしばらくぽかんと立ち尽くしていた。

「……嘘。空っぽ」

　家具なんかはアパートに残しておいてほしい、と彼にお願いしていたはずなのに。綺麗さっぱりなにもない部屋に、うっかり涙が出そうなほど胸が詰まる。それでいて、柊らしいと、おかしかった。

　彼はほんとに私を帰すつもりなどなかったのだと、空っぽの部屋が教えてくれる。だけど、今はそれが助けにもなる。解約するのに、あとは鍵を返すだけで済みそうだ。

　とにかく、ここを契約した時の不動産会社に連絡を取らなければとスマホをバッグから取り出して、電源を入れた。

「うわっ」

　途端に、通知が入る。着信のお知らせで、すごい数だった。誰からのものか確認する前に、また新たな着信が入る。

　さっきの、登録外の番号……荒川俊次だ。通話に応じる前に深呼吸を繰り返し、胸に渦巻く嫌悪感を吐き出した。そうでもしなければ、感情的になってしまいそうだったからだ。

　窓辺に立ち、カーテンを引き開ける。窓も開けて新鮮な空気でもう一度深呼吸をしてから、着信を示し続けるスマホの画面をタップした。

「……もしもし」

《小春ちゃん？　よかった、やっと出たよ》

「今日は仕事ですって言いませんでした？」

　まったく、しばらく待つということすらできないのだろうか。それとも急かして私から受け答えの余裕を削ごうという魂胆だろうか。私としても逃げ回っていても仕方がないし、どうやってこの男に私と柊はなんでもないとわからせよう。

　とにかくどこかで待ち合わせて話をするしかないと考えていたが、次に聞こえた俊次さんの声で私の思惑は狂わされることになる。

「仕事？　こんなとこで？」

「えっ？」

　聞こえた声は、スマホを通じてだけじゃなかった。驚いて振り向くと、開けっ放しにしていた玄関ドアのところに男の人影がある。ドクン、と心臓が大きく跳ねた。

「なあ、ここって、もしかして前まで住んでたとこ？　ひでえアパートだよな」

　逆光で、顔がはっきり見えない。が、声は間違いなく俊次さんのもので、スマホから聞こえる声と一致する。

「……なんで、ここに」

　そう言うと、くっと笑ったような気配がした。俊次さんの足が一歩玄関に入り逆光から逃れると、はっきりとその顔が見えた。

　以前よりくたびれた印象ではあるが、間違いなく荒川俊次、その人の顔が、口角を片方上げて笑っていた。

「ああ、うん。ちょっとある人から聞いてさ……誰だと思う？」

　意味ありげな返事と表情に恐怖心が生まれる。

　また一歩、彼が中に足を踏み入れた。そのことで、出口を塞がれていることに気づく。

　この状況は、まずい。そこをどいてもらわなければ、逃げることもできない。

「知りませんが……どうぞ、そんなとこで立ち話もなんでしょう？　ご覧の通り、なにもないのでお茶も出せませんけど」

『知りませんが』と答えたが、十中八九梨沙さんに決まってる、と私は確信していた。

「あ、そう？　じゃあ失礼して」

　互いに意味をなさなくなったスマホを耳から外した。彼はジャケットの胸ポケットにしまい、私はぎゅっと片手で握りしめる。手に汗がにじむほどの恐怖心を必死で押し殺した。

「ドアはそのまま開けててください。空気の入れ替えしてるんで」

　そう言うと、彼は黙ったまま従いドアノブから手を離した。靴を脱いで部屋に上がる。私に暴れられても困るからだろう。

　出口を確保するためとはいえ、この人を部屋に上げるのは怖かった。いつでも逃げ出せるように、トートバッグをしっかりと肩に引っかけ直す。

　なにを考えているのかわからない。いや、私を通して柊からお金を巻き上げようとしているには違いないのだが、簡単に私が出すはずはないとも思っているはずだ。

「で、いったい急に、どうして思い出してくださったんですか、一度は切り捨てた親戚を」

「切り捨てたなんて、ひどいなあ。そんなつもりはなかったんだって。あの頃は俺も家を継いだとこで大変でさ、気が立ってたっていうかさ」

　貧乏人は品がないだとか散々罵ってくれたその口で、いけしゃあしゃあとよく言えたものだと、うすら寒い感情しか湧かなかった。

「そうですか」

「ちゃんと、後から連絡するつもりだったんだ。ほんとに悪かったよ」

　あまりの白々しさに、乾いた笑いが頬に浮かぶ。

「ご苦労、お察しします」

「そ、そうなんだよ！　あれから俺もいろいろあってさ、結局連絡もできなくて……ほんと、いとこ同士助け合おうって言ったのは俺なのにな」

　私が態度を軟化させたとでも思ったのだろう、俊次さんの表情がぱっと明るくなって早口になる。

　私もにっこりと唇に笑みを浮かべて見つめ返した。

「もうお気になさらずに。私たち姉弟もそれなりに生きてますから。それより今日はなんのご用ですか」

「そうそう、それだよ。ぜひお祝いさせてほしくてさ。婚約したんだって？」

「ええ？　なんの話です？」

　きょとん、とわざとらしく小首を傾げてみれば、彼は焦れたのか一瞬表情に苛立ちをにじませる。

「またまた、しらばっくれなくていいよ、ちゃんとした筋から聞いたんだからさ。ああ、それともまだ公にはできないとか？」

「違いますよ。ほんとになんの話かさっぱりなんですけど？」

　私がとことんとぼけると、遂に取り繕っていた彼から本性が飛び出した。

「嘘つけよ！　さっき成瀬のマンションから出てきただろうが！」

　……なるほど、と得心がいく。柊のマンションを出るところから尾行されていたのだ。大方、ふたりで話せるタイミングを計っていたのだろう。

「信頼できる筋からちゃんと聞いてんだよ。婚約おめでとう。すげえよな、一気に立場逆転、てやつ。金なら唸うなるほどある成瀬を射止めるなんてさ」

　もう取り繕う気もないようで、彼の表情は嫌味を増すばかりだ。しかも、図々しさに拍車がかかっていく。

「なあ、助けてくれよ。実家の事業、立て直しにしくじっちまって、もうなにもねえんだ。成瀬とはさ、大学が一緒だったんだ。そのよしみもあるし、お前が従兄を助けてくれって口添えしてくれたら、きっと金を出してくれる。また新事業を立ち上げることもできるんだ。荒川を再建できるんだよ」

　荒川の再建。彼はそれを必死に訴えるけれど、そんなものは私にはどうでもよかった。私にとって荒川家とは、死んだ両親だ。公営の集合住宅で、狭いベランダに洗濯物を山ほど干して、家族四人和室に布団を並べて川の字になって眠った、あの温かい空間が私の思う荒川家だ。

「新事業なんてどうでもいいです。それにさっきから言ってるじゃないですか、勘違いですって」

「は？」

「普通に考えてください。私がナルセ商事のお偉いさんと、いったいどうして婚約なんてできるっていうんですか？　マンションから出てきたのは、そこのハウスキーパーをやってるからですよ」

「な……んなわけ」

「どこの筋からとか知りませんけど、出入りするところを見かけて勘違いしたのかもしれないですね」

　適当に、行き当たりばったりでついた嘘だけれど、実際よりよほど真実味があるなと思ってしまった。

　やはり夢物語なのだ、私が成瀬さんと結婚するだなんて。そう思えば、幾分気持ちは吹っ切れる。

　だけど俊次さんのほうは、諦めがつかないようだった。

「ふざけんなよ、なら誘惑しろよ。得意だろ、そういうの」

「は？」

「荒川の跡取り息子を誘惑した女の娘なんだしさ。お前も玉の輿に乗れるじゃねえか」

　聞いた瞬間、頭に血が上った。平静さどころか恐怖心さえ吹っ飛んで、拳を握って声を荒らげる。

「お母さんを侮辱しないで！」

「侮辱じゃねえよ、たくましいっつってんだよ。成瀬がお前に肩入れしてんのは知ってんだよ。きっとうまくいくって！」

　俊次さんが私に向かって一歩足を進めた。近づく距離が急に私に体格差を理解させ、怒りで麻ま痺ひしかけていた警戒心が呼び起こされる。私の肩を掴まんとして、両手が伸ばされたのだ。

「じゃなくても、お前さえいりゃ成瀬のやつは金出すよ、絶対。なあ？」

「嫌っ！」

　私を捕まえようとするその手が恐ろしくて、払い落とした。怒りと焦りに歪んだ男の顔に恐ろしくなって、私は彼を突き飛ばし靴も履かずに外へ走り出た。

「おい！」

　背中で罵声を聞きながら、アパート二階の狭い通路を階段に向かって走る。真下の駐車場に背の高い男の人を見つけて、『助けて』と声を出そうとしたけれど、出なかった。

「小春！」

　焦燥した顔でこちらを見上げるのは、間違いなく大好きな、別れを決意したあの人だ。

「柊っ……！」

　頼ってはダメ。そう思うのに、追いかけてきてくれたことが嬉しくて、心は揺れた。そしてダメ押しのように、背後から迫りくる荒々しい足音に脅される。慌てて階段を駆け下りようとして、踏み外した。

「小春！　危ない！」

　がくん、と足がうまく踏ん張れなくて、身体が宙に投げ出された。

　手が、賢明になにかを掴もうとする。握っていたスマホを手放して、トートバッグも重さを失い宙に浮いた。

　感覚的にはスローモーションだけれど、間違いなく急速に私の身体は落下中だ。手を伸ばした先に掴めるものはなにもなく、私はぎゅっと目を閉じた。

　錆さびた鉄の階段を転がり落ちている、それにしては痛みが少ないような気がした。どどど、と確かに身体に衝撃は感じて止まる。

　恐る恐る目を開けると、周辺にトートバッグから落ちた中身が散らばっているのが目に入り、その中にスマホもあった。そして私は、しっかりとなにかに抱きかかえられている。

　そう気づいた時、同時に唸るような声がした。

「柊っ!?」

「……っ、て、いてぇ」

　慌てて彼の上から降りて、起き上がろうとする彼の上半身を支えた。怪け我ががないか視線が身体中を探す。頬に強く擦りむいた痕があり、彼が痛そうに後頭部をさすっていた。

　コンクリートの上に落ちたのだ、しかも私を抱えて。痛くないわけがない。

「見せて！」と、その手をどける。

　血がにじんでいる様子はないけど、強くぶつけてないだろうか。救急車を呼んだほうがいいかもしれない。

「副社長！」

　車の運転席から、芹沢さんが飛び出してくるのが見えた。

　それを、柊が大丈夫だとでも伝えるように、手で制する。

「小春、怪我は」

「えっ？」

「怪我ないか。痛くないか」

　痛かったのは絶対、下敷きになった柊のほうなのに。

　私の肩を掴み必死に窺う彼に、私はぼろぼろと泣いた。

「ない、ない。痛くない」

　頭を振って答えると、彼は安堵したのかホッと息を吐いて表情を少しだけ緩ませた。そうして、なにも言わずに私をぎゅっと強く抱き寄せる。

　泣きながら、その背中に手を回し、しがみついてしまった。離れたくないと思ってしまった。

　諦めなくちゃいけない人なのに。こんなにも好きだから、迷惑をかけてしまう前に離れなくちゃいけなかったのに。なにより、彼が私を大事に想ってくれるのは、恋愛感情ではなく同情から来るものだと思うのに。

　一度は諦めた恋にもう一度手を差しのべられてしまったら、もう二度とそんな決断はできなかった。

「……おい。荒川俊次」

　私の頭を抱きかかえたまま、彼がひどくドスの効いた声を頭上に向けて放つ。

　反して返ってきた声は、ひどく焦り怯えたものだった。

「よ、よう……成瀬。久しぶりだな」

「お前は、小春に感謝すべきだ」

「な、なに？」

「お前がほんのちょっとでも小春と血が繋がってるから、今日のことは忘れてやる。一度だけだ、抱えた借金も俺がゼロにしてやるよ」

　揺るがない自信にあふれた声。

　驚いて顔を上げようとすれば、一ミリも離れることは許さないと力強い腕に抱き込まれ、私の顔は彼の胸に押しつけられる。

　彼ほど頼れる人はいないというのに、また彼ほど自分の望みを叶えられる人はいないというのに、いったいどうして離れられると思ったのか。逃がしてもらえる、はずがない。

「ほ、ほんとか！　成瀬」

「一度だけだ。事業を起こすならうまく運ぶよう多少の根回しもしてやる。ただし今後いっさい、小春たち姉弟に近づくな。それが条件だ。一度でも破ってみろ、今後日本でお前の居場所はないと思え。二度と再建できないように破綻させてやる」

　ひっ、と息を飲む声がした。当然だ、守られながら聞いてる私でも恐ろしい。

「わかったら、後で俺から連絡してやるからそれを大人しく待て」

「あ、ああ。わかった」

「今は早く消えろ。俺の気が変わる前に」

　カンカンカン、と階段を駆け下りる音がして俊次さんが逃げ出したことを知る。そこで一気に肩の力が抜けて、彼にもたれかかってしまった。

　いけない、怪我をしてるかもしれないのに。

　慌てて再び身体に気合を入れ彼から離れようとしたけれど、またしても彼の腕に阻まれる。

「さて……小春」

　そして今度は、私に向けて彼の怒りの声が向けられた。

　びくっ、と身体が震えた。

　怒ってる。そりゃそうだ、なにも相談せず勝手に置き手紙ひとつ残して飛び出して、このざまなのだ。余計に彼に手間をかけさせたようなもので、おまけに階段から落ちる道連れにしてしまった。

　ビクビク震えていると、抱きしめる腕がようやく少しだけ緩んだので、恐る恐る彼を見上げる。

　ひい！

　青筋がぴきぴきと痙攣でも起こしてそうなほどに怒りの形相だった。

　ごめんなさいごめんなさい！　二度と勝手なことはしませんから！

　そう謝ろうとしたのだが。

「お前、なんだこの手紙は！」

「あ……え？」

　彼の手にはぎゅっと握りしめられた紙が一枚ある。もちろん私が書いた置き手紙だ。

「お前ふざけんなよ！　俺が、あんなはした金を返せだなんだ言う懐の狭い男だと思ってんのか！」

　彼の怒りの沸点は、どうやら私が思うところとは違うところにあったらしい。

「あ、いや。そんなふうには思ってないけど」

「だったらなんだ。つまんねぇこと書きやがって」

　ぶつぶつと文句を言いながらの不機嫌な顔を見上げて、私はぐすんと鼻を鳴らした。

「逃げたことは怒らないの？」

「どこまでも追いかけるからいい。逃げられるわけないだろ」

　誰よりも偉そうで、傲慢なほどブレない意思に満ちた彼を見つめ、胸が苦しくなった。眉間のシワも、怒った時の青筋も、バツが悪い時ほどふんぞり返ってみたりする子供みたいなところも、すべてが愛しいと思える。

　本当は、離れたくなかった。

　今にも感情が涙となってあふれてしまいそうな私の視線に、彼が気づいた。

「俺になにか言うことはないか。小春」

　少し優しくなった声に、まぶたがいっそう熱くなる。

　ごめんなさい。ありがとう。離れたくない。ずっと一緒にいたい。

　言いたいことは、山ほどある。それらを押しのけて、一番に伝えたいことが喉のすぐそこまで来ている。

　だけどそれをためらわせるのは、どうしても気になって仕方のないことがあるからだ。彼の気持ちは、恋愛感情から来るものじゃなくてただの同情かもしれないということが、このまま彼のそばにいていいのかと私を迷わせる。

　私は柊を好きになってしまった。だけど柊が自分の気持ちを恋愛感情だと勘違いしているのなら、やっぱり一緒にいてはいけない。彼はわかりにくい人だけど、本当はとても優しい人だから、いつか本当の恋を知って幸せな結婚をしてほしい……そんな気持ちがあふれて仕方がないのだ。

「小春？」

　まだ訪れてもいない、私にとっては哀しい未来を見て、潤んでいた瞳がますます涙の気配を強くする。唇を噛みしめて、ふるりと頭を振った私に、彼は切なげに眉を寄せた。

「……お前が」

「え？」

「嫌だって言っても連れて帰る。文句は言わせない」

　ぎゅっと強く二の腕を掴まれ、痛みに顔を顰めた。立ち上がる彼の腕に、私も一緒に引き上げられ慌てて立った。

「帰るぞ、芹沢」

「副社長、お怪我は？」

「問題ない。小春の荷物を拾ってアパートに鍵をかけてきてくれ」

　車に向かって歩きだす柊に引きずられ、私の足はもつれながら前に進む。

「柊っ……」

　名前を呼んでも、彼は振り向いても返事すらもしてくれなくて、私はそのまま車の後部シートに押し込められた。

　反対側のドアから柊が乗り込んでくる。そして、手のひらを強く握り込まれた。離さないと言葉でなく伝えられているようだった。

「あの……」

　話しかけようとしても、ふいっと窓の外に視線を向けて避けられる。

「……小春がわからない」

「柊……」

「どうすれば手に入るのかわからない。金が欲しいと言われるほうがまだわかりやすい」

　ずきん、と胸が痛む思いだった。彼の声が、とても寂しそうに聞こえた。




　芹沢さんが戻ってきて車が走りだしてからも、頑なに黙ったまま窓の外を見つめていた柊だったが、マンションに着いた途端、私はそのまま寝室に連行された。

　ぼふん、とベッドのスプリングを背中に感じる。それと同時に、のしかかってきた彼に唇を塞がれた。

「んっ……ふ」

　深く、荒々しいキスだった。息苦しいほどに、彼の舌が深く押し入ってくる。

　抵抗せずに受け入れて、必死で彼のキスに応えた。応えるほどに、このまま彼の体温に溶けてしまいたくなる。

　身も心も預けて、なにもかも全部ひとつになれたらいいのに。

　そう願うと、叶うことのない切なさに目頭が熱くなる。涙がひと筋、まなじりからこめかみへ伝い、頬に添えられていた彼の手の指を濡らした。

　泣いていることを知らせてしまった。彼はキスを止めると身体を浮かせ、私の表情を見下ろし表情を歪めた。

「……なんで泣くんだ」

「ごめ、なさ……」

「怒ってるんじゃない。ちゃんと言ってくれ。わからないんだ、なにが不満？　なにが欲しい？」

　こつ、と額を合わせたその衝撃で瞬きをする。

　額を合わせたまま彼の両手が私の頬を包み込み、親指が涙を拭った。

「……頼むよ」

　彼の唇が私の唇や頬に触れ、言葉を乞う。

「言って」

　甘く切ない声に、私は耐えられなくなって遂に言葉に出してしまった。

「……柊、は」

「うん？」

「私を、好き？」

　涙声の私の問いかけに、彼はわかりやすいくらいに戸惑った表情を浮かべた。なぜ今さらそんなことを聞くのかわからない、そんな様子だった。

「好きだ。前にもそう言った」

「それ……同情、とかじゃ、なくて？」

　すぐさま返した言葉に、彼の表情はやはりわからないと困惑したままで、じっと私を見下ろしている。

　まだ昼日中の照明の点いていない寝室は、窓からの日の光だけで照らされ、陰影が濃い。彼の表情にも強く影が差していた。

「なんで、そんなふうに言うんだ」

「柊が、私たち家族との思い出を大事にしてくれてたこと、ちゃんと伝わった。だから……余計にそう思える。両親を亡くした私と翔太を、放っておけなかったんでしょう？」

　ここに荷物を持ち込まれた日、段ボール箱から出てきた両親の写真を、彼はじっと見つめていた。どこか切なそうに。今思えば、懐かしさも混じっていたのかもしれない。

　柊は不器用だけれど、とても情が深い。ただ不器用がゆえに、彼自身、恋愛感情と同情を取り違えているのじゃないか。

　そう思えばしっくりくるのだ。彼みたいな人が、私みたいなまったく世界の違う一般の人間を好きになる理由が。店で再会してすぐ、まともに話す前から私を手に入れようとしていたことも。

　私の問いかけに、柊はじっと私を見つめていた。まるで私の心の底をさらうようなその視線に、私のほうが目を逸らしてしまいそうになる。

「……だから、泣くのか」

「え？」

「俺の気持ちが同情だったら哀しい。だから泣くのか？」

　そう問いかけられて、初めて気づかされる。

　そうだ、これでは『あなたが好き』だと言ってるようなものだ。

「ち、違っ……」

　違う、そういう意味じゃなくて、と言い訳の言葉を考えようとした。けれど次の瞬間、彼の表情がふわりと明るく華やいで、息を飲んだ。

「違わない」

「し、しゅうっ――」

　ちゅ、と唇を啄まれて、言葉を遮られる。

　その後も、まぶたや頬にある涙の痕を唇でたどる彼は、とてもご満悦だ。それはそれは嬉しそうに、愛しむようにキスは繰り返される。

「やだ、柊、ってば」

　私はそれが嬉しいのか哀しいのかわからないまま涙があふれる。

　だって、ひどい。無理やり私の不安をさらけ出させておいて、勝手に私の気持ちに気がついて、ひとり幸せそうにしているなんて。

「もうっ」

　泣きながら彼の顔を手でよけようとして、その手首を掴まれベッドに押しつけられた。ついでのように、もう片方の手も。

　ぽろぽろと涙を零しながら下から彼を睨みつければ、そこには苦笑いが浮かぶ。

「なあ、小春」

「なに」

「確かに、きっかけは過去の思い出だ。放っておけなかった、そこが始まりだ」

　やっぱり、と胸を突き刺す痛みがある。その痛みがまた、私は彼が好きで仕方ないのだと知らしめる。涙が止まらない。

　ぎゅっと目を閉じてしまいそうになる私を咎とがめるように、彼がまたまぶたにキスをした。

　いやいやと顔を左右に振れば、彼は私の両手を解放し、今度は頭を囲うようにして私の顔をしっかりと上向かせた。

「でも今は、小春が欲しくて仕方がない。なにがあっても守りたい。それは愛情とは違うのか？」

「だから、それは……」

「小春の家族は俺の恩人だ。過去は変えられないし、感謝してる。それが理由で信じてもらえないなら、俺はどうすればいい？」

　穏やかで静かな声が寝室に響く。微笑みながら問いかけるその表情は、少し眉尻を下げ目を細め、とても寂しそうだった。

「柊……」

　ずきん、と胸に痛みが走る。

　違う、これは私の傷じゃない。信じようとしない私が彼を傷つけた、その痛みだ。

「まだ三歳の小春に出会った。その思い出をなかったことにはできない」

　自分がどれほどひどいことを言ったのか、こんな哀しい顔をさせて哀しいことを言わせて初めて気づいた。

「……ごめん」

　両手を伸ばし彼の首にしがみつくと、私の重みで彼の身体が少し沈む。すがるようにその首筋に顔を埋めれば、彼の片手が私の後頭部を支えてくれた。

「小春」

「ごめん、なさい」

　私は、馬鹿だ。自分の不安を、信じられないことを、愛される自信のない自分を、全部彼のせいにしようとした。せっかく好きだと気づけたのに、好きな人にどうして寂しそうな顔をさせるのか。

　私を抱きしめたまま彼が腕の力を抜き、ふたりでベッドに沈む。

「一生かけて、いつか信じてくれたらいい。だから小春、言って」

　彼の唇が、私のたったひと言をねだって頬を這はう。

　言ってはいけないと思っていた、そのひと言を、彼は欲しがっている。それに私も本当は、ずっと伝えたかった。

「……き」

　涙で擦れた声が遠慮がちに漏れる。けれど一度決壊した言葉は、二度目はたやすく咽喉を鳴らした。

「好き……大好き」

　この時の彼の顔を、私は一生忘れないだろう。嬉しそうで、安堵したようで、それでいて泣きだしそうな、どこか幼い子供のような表情を見て、私の中に愛しさがあふれ出す。

「小春、俺も」

「好き。柊が好き」

　キスで触れ、互いの頬を手で撫でて確かめ、言葉を交わした。少しでも私の気持ちが言葉だけじゃなく伝わりますように、と何度も何度も繰り返す。

　やがてキスが深くなり、舌を絡ませる水音と甘い吐息だけが空気を揺らした。

　力が抜ける。じん、と手の指や足の先から痺れるような感覚が波のように押し寄せて、たまらなく切ない。

　もっともっと伝えたい。溶けてひとつになれれば、私の気持ちが伝わるだろうか、彼の気持ちも感じるだろうか。言葉だけでは足りなくてキスだけでも足りなくて、もっと私をあげたい、彼が欲しい。

　その衝動は、私だけではなかったようだ。キスを交わしながら、彼の手のひらが私の身体の線をたどるように服の上から撫で始める。指先にまるで柔らかさを確かめるように力が込められ、腕をたどり脇腹を撫で、腰にたどり着いた。

　その手の指先がブラウスの裾から直に肌に触れた時、ぴく、と私の身体が揺れる。柊もそのまま動きを止めた。

「小春……」

　熱のこもった目で、唇が触れ合う距離で見つめ合う。私の視界もとろけているけど、彼の目も充分欲に濡れていた。

　この先に進んでいいか、互いの気持ちを確かめ合うような、僅かな間合いがあった。

『あなたに抱かれたい』

　その意志を伝えたくて、私は自分から小さく彼の唇を啄んだ。ほんの一瞬の、戯れのようなキス、それで充分だったらしい。彼が私の首筋に顔を埋めた。

　熱のこもった吐息が首筋の肌に触れると、濡れた唇の感触がすぐさま伝わり、ぞくぞくと腰が震える。

　彼の手は優しくはあるけれど、少し性急にブラウスのボタンを外し始める。そのことが、彼にも余裕がないのだと伝えてくれる。

　求められているのだと嬉しくなって、涙が零れた。

「んっ……」

　首筋の肌に強く吸いつかれ、小さな喘あえぎが零れてしまう。唇が鎖骨に下りる頃にはブラウスはすっかりはだけて、私は恥ずかしさに身を固くした。

　経験がないわけではない。けれど、両親が死んでからは恋愛なんて余裕がなくて、好きな人に身体を預けるのは本当に久しぶりだった。

　どくどくどく、と高鳴る心臓が彼にも聞こえてしまいそう。

　胸元できゅっと両手を握って気恥ずかしさに耐えていると、彼が上半身を起こした。

「柊……？」

　今日は休日用のラフなシャツで、彼はそれを一気に脱ぎ捨て上半身を露わにする。そして私を見下ろす目は、優しくも獣のものだった。

　艶と熱を帯びた熱い視線に捕らわれて、私は身動きひとつ取れない。

「……恥ずかしい？」

　低く妖しく響いた声に、きゅっと目をつむって頷いた。彼の姿を見なければ、少しは動どう悸きが収まってくれるかと思ったのだ。

「あっ！」

　けれど、見えない間に彼の手が伸びてきていて、私の固くなった両手を掴み、いとも簡単に開いてしまう。無防備になった胸元にふっと熱い吐息がかかると、ブラから零れた膨らみに彼の唇が触れたのがわかった。

「ん、あ……」

　胸元の肌は薄いからか、余計に敏感に彼の熱を伝えてくれる。彼の手が私の両手を手放して、ブラウスの中から背中に回り、ホックを外した。

「んっ……」

　解放された胸にキスを受け止めながら、私は震える手で彼の頭を抱きしめる。

「……柊、柊っ」

　どうか少しでも、私の気持ちが伝わりますように。

「柊、愛してる」

　何度も、何度も。もう二度と彼に寂しい顔はさせたくなくて、愛されている間中、彼の名前と愛の言葉を繰り返した。




　部屋の湿度さえ変えてしまうような、濃密なひとときの後。

　彼の腕の中で荒い息を整えながら、事の名残で汗ばみ震える肌をなだめるような優しいキスを受け続ける。

　心地よくまどろみ意識が薄れていく寸前。

「愛してるよ、小春」

　聞こえた言葉に、『私も』と答えられたかわからない。

　ぷっつりとそこで意識が途絶え、私は夢の世界に沈んだ。










ネオンテトラは恋をする




　そんなわけで、私の家出はわずか数時間で終わった。連れ戻され、その後彼に愛された時間のほうが間違いなく長かった。

　ふと目が覚めれば室内は真っ暗で、背後からお腹と胸元を抱きかかえられていた。頭上ですぅすぅと静かな寝息が聞こえる。そこでやっと、現状を理解し始めた。

　そうだ、遂に抱かれたのだ、と思い出した途端に、ぽっぽっと身体に熱が灯る。身体中に受けたキスの熱、手のひらの優しさがむざむざと肌に蘇ったのだ。

　は、恥ずかしい。途中、いっぱい鳴いた気がする。泣きながら喘いだ気がする。

　両手で顔を隠して唸った。それが彼の眠りを妨げたのか、寝ぼけた声が聞こえて私はぴきっと固まった。

「ん……」

　お、起きないで。もう少し、心の準備ができてからにして。

　祈りながらしばらくじっとしていると、すぐにまた規則的な寝息がし始め、私はそっと息を吐いた。

　今、いったい何時なんだろう？

　時計を見ようにもとにかく暗すぎて、あまりよく見えない。

　窓のカーテンの隙間から白い月がのぞいていた。少し暗闇に目が慣れてきたところで、スマホの場所を探す。

　どこにやっただろう、と記憶をたどり始めて、行きついたのがアパートの階段を転げ落ちたところだった。あの時は確かに手に持っていて、落ちた時にトートバッグの中身と共に地面にばらけていたのをこの目で見たのを思い出す。

　そうしてもうひとつ、気がかりがあった。トートバッグの中に入っていた両親の写真は大丈夫だっただろうか。

　私は拾うこともできず柊に車に押し込まれて、芹沢さんが荷物をまとめて持ってきてくれた。

　あのトートバッグは今、どこだろう？

　気になり始めると、じっとしていられなくなった。私を抱きしめる柊の手を外そうと、胸元からそっと押してみる。そうしたら、大きな手は力なくベッドの上に落ちた。

　あとは起こさないように、できる限りそろりそろりとベッドを這い出す。

　人感センサーが働いて、白いフットライトが足元を照らし、石の床に散らばったふたりの服にまた羞恥心が煽られた。まさに夢中で裸になった、とわかりやすいくらいに脱ぎ捨てられていたのだ。

　……とにかく、服を着ないと。

　ブラウスとジーンズを着るのはちょっと窮屈で、かといってクローゼットを開けたりしていたら柊が起きてしまいそうだ。急場の措置として、私は彼のシャツを羽織って他の衣服と下着を掻き集め、足を忍ばせて寝室を出た。

　洗濯物をカゴに放り込んでから、トートバッグを探してリビングに行く。リビングも真っ暗で、ネオンテトラの水槽のライトだけが光っていた。

　呆気なくソファの上でトートバッグを発見し、すぐに中を確認する。

　写真がない……包んであったハンカチだけだ。焦って目が周囲を探して、これもすぐに見つかった。

「あ……」

　ネオンテトラの水槽の横、定位置にきちんと飾られていたのだ。

　柊が置いてくれたのだと確信する。

　私が眠ってしまった後も、彼はしばらく起きていたのかもしれない。きっとその時にここに飾ってくれたのだ。

　再びバッグの中に視線を戻せば、スマホもあった。だけど落としたのがいけなかったのだろう、傷だらけで画面にひと筋、ひびが入っていた。

「あ、でもちゃんと動く」

　表示された時間は深夜零時を少し過ぎたところだ。溜まりに溜まった着信履歴を念のためチェックしようと画面を指で叩く。恐らくはあの時、俊次さんがかけてきていたのだろう、そう思っていたのに、履歴に並んだ名前は予想と違っていて思わず吹き出した。

「ちょっ……柊、これは怖い」

　鬼のような着信のほとんどが、俊次さんではなく柊からのものだったのだ。ずっとスクロールしていけば、もちろん俊次さんの番号もあったのだが、それを上回る勢いで柊が並んでいる。

　大きな声で笑うわけにもいかなくて、肩を震わせてこらえた。

　よっぽど私の置き手紙が腹立たしかったのだろうか、それとも私を心配してくれた？　きっともちろん、どちらも正解だ。眉間にくっきりシワを寄せ鬼のような形相でかけまくっていたに違いない。

　その状況が目に浮かぶようで、しばらく笑いが収まらなかった。

　はあ、と深呼吸して息を整える。スマホから顔を上げれば、揺らめくネオンテトラの輝きが目に入った。

「……ただいま」

　一度はお別れしたのにね。もしも彼らに心があれば、クスクスと私を笑っているだろうか。

　水槽に近づいて、手と額をガラスに触れさせた。

　私も、ここにいることにしたよ。今まであなたたちがしてきたように、彼を癒やせるようになりたい。彼の孤独を、寂しさを埋めてあげたい。

　私が彼を、愛しているから。




　私のプチ家出からちょうど二週間が経った日の、土曜の昼下がり。昼食の後片付けも終えて、コーヒーのカップをふたつ手にリビングのソファに向かう。

　ソファで新聞を読んでいた柊が私に気づいて、腰を引き寄せようとした。

「あ、待って。零れるってば」

　そう言うと、大人しく彼の手は止まる。腰に添えられたままではあるけれど、とりあえずはコーヒーを無事にローテーブルに乗せるまでは待ってくれた。

「小春、明日はどこかに出かけようか」

　カップを手放した私の腰を今度こそ引き寄せ、膝を開いて足の間に座らせる。私の髪にキスをして、上半身を包み込むように抱きしめてきた。

「いいですけど、どこに？」

「小春の行きたいとこに」

　肌を重ねてから、柊はこれまで以上に私に甘くなった。すぐに私の好きなものを買いたがる、食べさせたがる。相変わらず、気を引くのにお金を使う方法しか知らない不器用な人だ。

「デートってこと？」

　それでいて、子供っぽいとこは相変わらずだ。尋ね返すばっかりで嬉しそうな反応をしなかったのが不服だったのだろう。ぎゅっと私を抱きしめる腕に力がこもったと思えば、振り仰いだ先の彼の表情は仏頂面だった。

「嫌なのか」

「嫌だなんて」

「じゃあなんだ」

　ほら、子供っぽい。畳みかけるように私の答えを催促する。

　かわいげのない返事しかしない私も悪いのはわかっているのだが、致し方ないと思う。だって……。

「普通のデートがしたい、かなって……」

　そう言うと、彼はますます難しい顔をした。今度は拗ねているわけじゃない。困っている顔だ。

「普通」

「うん、たまにはラーメンとか食べたい」

　電車で移動とかもけっこう好きなんだけど、さすがに柊はそういうのは苦手そうだし目立ちそうだから車で構わない。けれど、そろそろ庶民の味が恋しい。

　高級ブランドでなにか買ってほしいわけでもないし、それよりもセレクトショップやぶらぶらと街を歩くだけでもいい。見かけたカフェに寄り道したり、ごく自然なデートがしたい。

「明日は、私のしたいデートに付き合ってくれる？」

　そう言って顔だけ振り向かせると、彼はやっと眉間のシワを緩め私の唇を啄んだ。

　ちゅ、と水音が互いの唇で弾む。

「わかった。小春の行きたいところへ連れていってくれ」

「うん、嬉しい」

　体勢が苦しくて、上半身ごと振り向こうと身体を傾げると、そのままソファに寝かされ覆いかぶさるようにキスをされる。

　軽いキスを何度も繰り返し、徐々に深く重ね始めた時だった。

　突然鳴ったインターフォンに驚いた。

「えっ、なに？」

　インターフォンなんだから突然鳴ることになんの不思議もないのだけど、驚いたのはこれまでただの一度も鳴ったことがなかったからだ。このマンションに尋ねてくる人など、いなかったのである。

「柊、ちょっ……」

　誰が来たのだろうと身体を起こそうとしたのだが、お構いなしにキスを続けようとする柊に邪魔される。

「柊ってば！　お客さんっ……」

　ソファに押し倒された状態でのしかかられ、足をばたつかせ、近づいてくる唇を手でよけていると。

　――ぴんぽんぴんぽんぴんぽんぴんぽーん！

　インターフォン、連打である。

「はあ……誰だいったい」

　心底迷惑そうにため息をついた柊が、やっと私の上からどいて、リビングの出入り口に設置されているインターフォンを確認しに行った。

「誰？」

　あんな鳴らし方するなんて、よっぽど気心の知れた人なんだろうか？

　そう思いながら柊に続いてインターフォンの液晶画面をのぞき込もうとする。だけど確認する寸前で、ぶつっ、と画面が真っ暗になる。柊が画面を消してしまったのだ。

「ちょっ、なんで？　出なくていいの？」

「いい。いらん」

「いらんって……」

　呆気に取られていたが、再びぴんぽんと音が鳴る。ぱっと画面に映し出された顔を、今度こそ私は確認した。

「えっ、梨沙さん？」

　液晶画面には、梨沙さんがものすごーく怒った顔で、まさしくイライラとした様子を隠しもせずに立っていたのである。




　コンシェルジュに連絡して追い返すと言う柊だったが、尋常ではない様子だし、また会社にまで乗り込まれたら質たちが悪い、というか取り次ぐ私が大変だ。

　そう伝えると、彼はしぶしぶ梨沙さんを招き入れた。

「ちょっと、柊さんっ、どういうことよ!?」

　玄関先から、梨沙さんの怒鳴り声が聞こえる。私は顔を出さなくていいと言われてリビングにいて、彼が玄関で梨沙さんに応対しているのだ。

　だがしかし、ここにいろと言われても、気になるものは気になる。

「どういうこととは？」

　落ち着き払った柊の声が聞こえる。彼女がこれほどご立腹な理由が、どうやら柊には心当たりがあるようだった。

　私はリビングと玄関への廊下を隔てる建具越しに、ハラハラしながら聞き耳を立てていた。

「私に！　あんな！　男を！　あてがったことよ！」

　きぃきぃと高音で耳に触る声が響き、私は驚きを隠せずにいた。

　男をあてがった？　どういうこと？

「下品な言い方をするな。お前の父親に頼まれて、見合い相手を見繕ってやっただけだ」

「だから、それがあてがったってことでしょう!?　しかも、なんであんな男を！」

　どうやら、梨沙さんのお見合い相手を柊さんが彼女の父親に紹介した、ということらしい。だけどそれがなにやら、梨沙さんにとってはあまりよくない相手のようだ。

　梨沙さん、理想が高そうだしな。いや、そもそも、だ。

「私は柊さんと結婚したいって言ってるじゃない！」

　そう。梨沙さんは、柊に未練があるのだ。だからこそ荒川俊次を使って私を陥れようとしたのだし、そんな彼女が他の男の人とのお見合いだなんて喜ぶはずがない。

　さすがにひどいのではないだろうか、とずきんと胸が痛んだのだが、聞こえた柊の反応は毅き然ぜんとしたものだった。

「断る」

　見事に、たったひと言でぴしゃりと言いのけた。

　も、もう少しオブラートに包んだ言い方とかあると思う！　穏便に話を収めるためにも！

　しん、と静まり返った空気に、このままではあまりにひどいと、出ていくべきか悩んだ。せめて中に入ってもらって、ゆっくり話をしてなだめてはどうかと思ったのだが……私が顔を出すのも余計反感を買いそうな気がする。ここにいることくらいは当然梨沙さんもわかっているだろうけど。

　どうしたものかと迷っていたが、数秒の沈黙を打ち破り柊のため息交じりの声が聞こえ、私はまた成り行きを見守ることになる。

「大体、あの男のどこが不満だ。年齢もちょうどいいし見た目もいい」

「ええ、そうね。あなたほどじゃないけど」

「興した事業も安定して、今や一部上場だ。お前の浪費癖にも充分耐えうる収入がある」

「知ってるわよ。釣書にも肩書くらいはのってるし、会社のこともちょっと調べればそんなことすぐにわかる！」

　浪費癖を指摘されたことに反論はしないんだ……。柊もだけど、お金持ちってほんと、どこか感覚がずれてるよね。

　ふたりのやりとりを聞いていると、しみじみとそう感じる。

　それにしても、見た目もよくて年齢も釣り合って、どこかの会社の経営者でお金持ちで……そんな男の人のいったいなにが気に入らないのだろう、と首を傾げた。

　やはり、そこは……好きな人じゃないから、ということだろうか。

「お前の父親からしてみれば、関連企業で縁を結ぶ価値もある。これ以上の縁談はないだろうな。唯一、お前の嫌いな成り上がり者だということ以外は」

　これには、私は驚きと共に理解ができなかった。

　成り上がり者が嫌い？　つまりそれは、生まれながらの家柄とか、そういうものが彼女の中では大切な基準となっているということだろうか。そんなものがなにもなくても会社を興して成功したっていうほうがすごいと思うのに。

「そうよ。どうして私が、あんな成金と」

「成り上がりだろうとなんだろうと、彼はのし上がってきただけの実力もあるし、人柄も悪くない。考え方は柔軟だし、よほどお前のほうが古くさい偏った考え方をしてるよ。彼から世間一般の感覚を教わってくるんだな」

「柊さん！　話はまだ終わってな――」

　無理やり締め出されそうになったのだろうか、梨沙さんの慌てた声がした。そして語尾に被せるように容赦ない柊の声が続く。

「もう終わった。今度小春に近づいて余計なこと言ってみろ、選別せずに成金のみの条件だけで集めた縁談を山ほど送りつけてやる」

「やっぱり仕返し目的の嫌がらせなんじゃないの！」

「当たり前だ。早く帰れ」

　再びヒステリックな声が響いたが、言い終わるか終わらないかのうちに、ばたんと扉の閉まる音がした。そして、スタスタとスリッパの足音がリビングに戻ってくる。

「梨沙さん、大丈夫なのかな」

「問題ない。それに紹介した見合い相手は本当に悪いやつじゃない。ちょっとはあの世間知らずに勉強させたほうがいい」

　言いながら柊は私の横を通過して、インターフォンの横に備え付けの受話器を上げた。

　コンシェルジュのいるフロントに直通で繋がるようになっているのだと、ここに越してきた時に聞いたのを覚えている。私は使ったことがないし、柊が使っているのを見たのも初めてだ。

　多分、どの部屋からかかってきたのかも向こうでわかるようになってるのだろう。柊は名乗りもせずに用件を言った。

「さっき通した客だが、今帰った。いつまでもフロントを通らなければ、見つけて追い出してくれ」

「ちょっ、そこまでしなくても」

「とことんやらないと、あのワガママは直らない」

　どこまでも容赦ない柊に、さすがに梨沙さんが少しかわいそうになったのだが、そんな私を見て柊は呆れた顔をした。

「あいつのせいで俊次に脅されたってのに、同情することはないだろう」

「それはそうなんだけど……あ、そういえば俊次さんはどうなったの？」

　受話器を置いた彼が、再びソファに腰を下ろした。その後を追って隣に座ると、やっと先ほど入れたコーヒーに手を伸ばす。少し時間が経って冷めてしまっていた。

「あー……そういや、何日か前、恐る恐る俺の機嫌を窺うようなメールが来てたな」

「え、あ、もしかして、あれからあのまま放置？」

「今は人を使って身辺を整理させてる。またくだらない儲もうけ話を信用できない人間に持ちかけられて大損されたら、こっちもキリがないからな」

　ひょい、と肩をすくめて言う彼は、もしかしたら俊次さんが事業を失敗したことについても詳しく知っているのだろうか。そう思わせる口ぶりだ。過去の事情も含め、本当に一から俊次さんをやり直させてくれる気でいるのだろう。

　私はコーヒーカップを再びテーブルに置き、両手を膝に乗せると、改まって頭を下げた。

「……ごめんなさい。俊次さんのことまでお世話になることになってしまって」

「最初からそのつもりだった。小春が気にすることじゃない」

「え？」

　驚いて顔を上げれば、彼はソファの背もたれに身体を預け、私を見ていた。

　どうして？　つまり俊次さんがお金の無心に現れなかったとしても、助けるつもりでいたってこと？

　彼がゆったりと口角を上げ私に向かって手を伸ばし、こめかみから髪を梳いた。とても余裕のあるその仕草に、本当にそのつもりだったのだと確信した。

「どうして……？」

「婚約するのに、準備が必要だって言わなかったか」

「それは……聞いたけど」

　確か、私がいきなり秘書にされた日のことだ。

　荒川の血筋なら問題ないって言ってたのに、とちょっと胡う散さんくさいと思ってしまったのを覚えている。本当は結婚するつもりなんてないんじゃないだろうかと、ちらっと頭をよぎったのだ。

　もしかして、その準備というのが俊次さんのことだった、ということなのか。

「祖父さんなら、荒川の孫娘と結婚したいと言えば反対はしない。両親も問題ない。けど、親戚の中には口うるさいのもいるからな。俊次が荒川を再建できれば、そいつらも文句は言えなくなる」

「私の、ためだったんだ……」

　髪を撫でていた手が、今度は頬に触れる。

　まるで宝物に触れるように優しいこの手を、今はなにがあっても信じていきたいと思える。

「そんなことお構いなしに籍を入れてしまうこともできるけどな。後になって小春がいろいろ陰で言われるのは腹が立つ」

　まだ言われもしないことで、彼は既に眉間にシワを寄せている。

　先へ先へと回り込んで、私のために立ち回ってくれているのだと気がつけば、泣きたくなるほど温かい感情が胸にあふれた。

「……ありがと」

　感謝の言葉が素直に零れ、頬を撫でる柊の大きな手のひらに私からも頬を擦り寄せる。

　好きな人に触れてもらうことで、こんなにも幸せな気持ちになれるのだと知らなかった。

　柊が目を細めて微笑む。撫でていた手が私の後頭部に回り、近づく唇に目を閉じれば顔中にキスの雨が降り注ぐ。

　さっきの、中断されたキスの続きかと思いきや。

「ああ、そうだ。だから婚約はもう少し先になるが、親が会いに来る」

　キスの合間に、それこそついでのように落とされたのは爆弾発言だった。

「えっ？」

　驚いたけど、でも結婚するなら確かにいつかはその時が来るのは確かだ。だからいったんは動揺を抑えようとしたのだが、爆弾はさらに投下される。

「いつ？」

「今夜」

「はあっ!?　今夜って、んむっ！」

　どういうことか、と問い詰めようとした唇をキスで塞がれる。そのキスが気持ちよすぎてつい没頭しそうになるけれど、陶酔しかける意識をどうにか呼び戻した。

　顔を背け、彼の額に手を当て押し返してキスを阻むと、彼はムッと面白くなさそうな顔をする。

　そんな拗ねた顔しないで！　だって、キスしてる場合じゃないでしょう！

「今夜ってどういうこと!?」

「今夜は今夜だ。ディナーを予約してある。夕方五時には芹沢が迎えに来るから、それまでには準備を」

「聞いてない！　どうして言ってくれないのよもう！」

　見てくれの準備は今からどうにかなっても、心の準備がまったく間に合いそうにない。なにを着ていこう。なんて挨拶するのがいい？　ディナーって、私はあまりマナーを知らないけど大丈夫だろうか。いつもみたいに柊の真似をしてればなんとかなるだろうか？

　いろんな心配事がいっぺんに頭の中をぐるぐる回り始める。

「夕べ小春が寝てから親父から連絡があった。ふたりとも気ままだし多忙だからな、これを逃すといつになるかわからないし了承しといた」

　彼はぶすっと仏頂面で目を逸らす。そんな子供みたいな表情をする時は、自分が悪いと多少自覚がある時だ。

　ぴん、と来る。明日デートしようなんて急に言いだしたのは、きっとそのご機嫌取りのために違いない。

　せめて起こしてこっちの都合くらい聞いてよ。もしくは朝一番に教えてよ！

　そう言い返そうとしたのだが、あまりの子供っぽさに呆気にとられる。もうそんなとこにも幾分慣れてきたけども……。

　かくん、と脱力すれば、ふふっと笑いが零れた。

　私はきっと、この人に一生振り回されて生きていくのだろう、そんな気がした。でも、たとえどれだけ振り回されても、柊の行動に意味がわからないと混乱することがあっても、きっとこの人の行動の根源には私のためというのがある。そう信じられるから、それでいい。

「もう、わかった。その代わり明日は庶民デートだからね」

　私が笑うと、彼も笑った。そして続いた思わぬ言葉に、ジンと涙が零れそうになった。

「小春の行きたいところに俺も行ってみたい。俺が知らないことをお前が教えてくれ」

　私たちは、でこぼこだ。育った環境がまるで違うから、私には当たり前のことが彼にはわからない。彼には当たり前のことが、私にはわからない。だからきっと、私たちには互いが必要なのだ。

　この時ふと、そんなふうに思えた。




　一年の月日が流れた。

　全身を映す鏡の前で、私は純白のドレスを身にまとい立っている。

　手には、真っ白い大輪の薔薇のブーケ。贅沢にレースをふんだんに使った長いトレーンが背面を飾る。

「姉ちゃん、すげえ綺麗だよ」

　翔太は、まだ式も始まっていないというのに、もう既に涙でぼろぼろだった。

「ちょっと……アンタ大丈夫なの？」

　鼻水垂らしながらとか、絶対嫌だよ。

　ドレッサーに備え付けられているティッシュケースから、一枚引き抜いて翔太に渡した。さすが一流ホテル……何回鼻をかんでも痛くなったりしなさそうな、とても肌触りのよい、セレブ感あふれるティッシュだ。

「あ、すげえ。いいティッシュだ」

　鼻に当ててすぐに同じことに反応するあたり、私たちは姉弟だなと思う。

「この後バージンロードを一緒に歩いてくれないといけないんだからね、しっかりしてよ」

「わかってるけど……あ、ダメ。今そういうこと言わないで余計泣ける」

　ずびびびび、とセレブなティッシュで鼻をかみながら、翔太はぼろぼろと新たな涙を流す。

　本当に大丈夫だろうかと苦笑いをしつつ、もう一枚ティッシュを差し出した。

　今日、私は成瀬 柊と正式に結婚する。

　翔太には死んだ父の代わりに、バージンロードを一緒に歩いてもらわなければならない。翔太の年齢で、花嫁を引いてバージンロードを歩くなんて荷が重いかもしれないし、恥ずかしいかもしれない。けれど、私がお願いする前に翔太のほうから申し出てくれたことが、私はとても誇らしくて嬉しかった。

　きっと天国の両親も喜んでくれるんじゃないかと思う。

「つか、姉ちゃんが冷静すぎるんだよ。自分のことなのに」

「だって、なんか実感が湧かないんだもん」

「あー……わかる気がする」

　弟とふたり、部屋をぐるっと見渡した。

　ここはホテルで用意された花嫁の控室だ。わずかなひとときを過ごすだけの空間なのに、やたらと豪奢でだだっ広い。

「披露宴の招待客、三百人だって……。もうちょっとこぢんまりとした披露宴でいいのに」

「それは無理だろ。相手がナルセの副社長だもん」

　それはまあ、そうなんだけど。

　親族だけでもすごい数だが、関連会社のお偉いさんだとか取引先の代表だとか、会社関係のゲストがすごい。私たちの結婚式というよりも、これは完全に仕事だ。仕事でここにいるような感覚になってしまっている。

「義に兄いさんのためだと思って」

「わかってる」

　彼の妻になる、ということは、そういうことなのだ。私と結婚するためにあらゆることを尽くしてくれた彼のために、私は今日、世界一幸せに笑ってみせる。

　事実、幸せだ。この先もずっと、秘書としてだけでなく妻として私はそばにいられるのだ。

「そういや俺、実はまだ『義兄さん』って気恥ずかしくて呼べてないんだけど」

「変な人だけどそういうとこ単純だから、呼んであげたらすごく喜ぶよ」

　噂をすればなんとやら、だ。ちょうどそこでノックの音が聞こえてすぐ、扉が開いて柊が姿を見せた。目が合って、互いに瞠目する。

　柊、すごくかっこいい。グレーと白のタキシードに身を包んだ彼は、物語の世界に出てくる王子様かと見み紛まがうほどに綺麗だった。

「翔太くん、来てたのか」

「あっ、すみません。ご挨拶が遅れました。本日はおめでとうございます……に、義兄さん」

　今ここで言わなければ、後になるほど言いづらくなるだろうとわかっていたのだろう。若干どもりながら柊のことを『義兄さん』と呼んだ。

　それを聞いた柊の頬が一瞬ぴくりと動いて、少し綻んだのを私は見逃さなかった。

　なんというか、初々しい義兄弟である。そういえば柊はひとりっ子だから、義理とはいえ弟ができるのは、もしかすれば嬉しいのかもしれない。

　まだどこか不自然の残るふたりはふた言三言言葉を交わした後、気を利かせたのか翔太が私を振り向いて言った。

「じゃあ、姉ちゃん、また後で」

　部屋を出ていく翔太に手を振ると、柊とふたりきりになる。

　いきなり静まり返った空間に、こつ、と革靴が床を叩く音が響いた。私はドレッサーの前の丸椅子に浅く腰かけたままそれを聞く。

　まっすぐこちらを見て歩いてくる彼に、急に今まで感じてなかった緊張が生まれた。彼の目がひどく真剣だったせいかもしれない。

「小春？」

「う、うん？」

　一緒に住み始めて、もう一年だ。ふたりきりの空間にもその甘さにもすっかり慣れた。なのに、正装した彼にいつになく真摯な目で真正面から見つめられれば、どう反応すればいいかわからなくて俯いた。その視界に、彼の足元が移り込む。

　顔を上げない私を彼は咎めもせず上げさせようともしない。その代わりに私のすぐ足元にいきなりひざまずいて顔をのぞき込み、無理やり視界に入ってきた。

「し、柊？　膝汚れない？」

「小春」

　ドレスの膝の上で重ねていた手を片方、彼がうやうやしく手に取った。

「すごく綺麗だ」

　ちゅ、と手の甲にキスを落とされ、熱を持ったように頬が熱くなる。

「あ、ありがとう……」

　気恥ずかしさから掴まれた手をそっと引き抜こうとしたけれど、彼は離してくれそうにない。

「悪いな。仕事の兼ね合いもあって、小春の望むような結婚式にはしてやれなかった。これではまるで仕事の延長だな」

　今日のための準備をし始めた頃、柊は私に『どんな結婚式がいいか』と尋ねた。私は、『緑の豊かな郊外の小さなチャペルで、本当に近しい人だけに集まってもらえたら、それがいい』と伝えた。幾つもパンフレットやネットで探して、ガーデンパーティに惹かれつい浮かれて彼に話してしまった。

　現実にはそんなわけにもいかず、ど派手なものになってしまったのだが。それを柊は、気にしていてくれたらしい。

「いいよ、そんなの。柊と結婚するって決めた時から、覚悟はしてたし」

「それだけじゃない。式の準備にしろ、親類縁者への挨拶や仕事上のしがらみが多くて、結婚の準備をしているという実感も持てなかったんじゃないか？」

　図星を指され、ひくっと頬が引きつった。

　確かに、その通りだった。だけど、それは致し方ないことだとちゃんと私は理解しているし、それでいいと思っている。

「大丈夫。結婚式なんてまあ、本人たちのためというより家族や会社のためのイベントみたいなものだもん。きっとどこの家族も変わらないし、これでいいのよ」

「いいや、よくない。俺のせいだ。だからせめて、今日くらいは実感してほしい」

「え？」

　ドキリとした。

　相変わらずうやうやしく私の手を取ったままひざまずいた姿勢で、彼は真っすぐ私の目を見た。

　その真剣さに、まさかとひとつの予感が頭をよぎる。

　始まりが始まりだった。だから、そんな〝言葉〟はもらえないまま、流れるように結婚するのだとそう思っていた。

「小春」

　私の手を掲げ、口元に近づける。

「俺の妻になってほしい。小春がいればなにもいらない」

　そうして、今はまだなにもない左手の薬指に彼が口づけた途端、ぶわりと涙があふれた。

「も、もうっ……なんで、今になって」

　もう聞けないだろうと思っていた言葉は、思いのほか私の心を射抜いていた。

　涙が止まらない。せっかく綺麗にメイクしてもらっているのに、これでは間違いなく早々に化粧直しをお願いしなければならない。

「嫌なのか」

「そんなわけないでしょう。だけど今言わなくたって……メイクがっ」

「ノーメイクでも小春は綺麗だ」

「馬鹿なの？」

　そんなわけにいかないでしょう、と泣き笑いを浮かべる私に、彼の唇が重なる。

　そうして甘えるように、私に答えをねだった。

「返事は？」

　答えなんてわかっているくせに。

　自信に満ちて傲慢とも思える彼の笑みを苦々しく思いながらも、彼に囚われた私に抗う術はない。

「はい」

　そう言って、彼の肩に額を預けた。

「誰かにプロポーズのことを聞かれたら、式当日の花嫁控室でって答えてもいい？」

　こんなところでプロポーズをする人はそうそういないはずだと、泣きながら笑ってしまった。




　重厚な扉が左右に開く。天井の高い、厳かな空気あふれるチャペルの中に、ずらりと参列者が並んでいた。

　真っ赤なバージンロードを、翔太の腕に掴まって一歩一歩進んでいく。先には私の夫となる彼が、ステンドグラスを背景に微笑んでいる。

　柊の目の前にたどり着き、翔太が私の手を取り柊へと引き継いだ。

「姉を、お願いします」

　柊の手が、力強く私の手を握る。そして「大切にします」と柊が弟に向かって頭を下げた。翔太を私の父親代わりとして敬ってくれたのだ。

　たったそれだけで、一度緩んだ涙腺はたやすく涙の膜を張る。潤んだ世界はステンドグラスの赤と青を揺らめかせ、ネオンテトラを思い出させた。

　今日、ここで、私は柊の妻になる。彼がいれば、なにもいらない。

　一生、あなたのそばで泳ぎ続けていられたら幸せだと、心からそう思えた。
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ネオンテトラに恋をする《成瀬 柊side》




　再会したのは、祖父の代からの縁と大学同期のよしみで荒川俊次と仕事の話をしに荒川家を訪れた時だった。

　突然乗り込んできて、俊次に掴みかかろうとした若い女を止めた。

「人を騙してしらばっくれてるアンタよりは、よっぽど上品に生きてるわよ！」

　声だけじゃなく、彼女の全身が小刻みに震えていた。押さえ込んだ細い手首からもそれが手のひらに伝わる。

「諦めてとっとと帰って、弟のために頑張って働けよ小春。お前なら夜の商売でもかなり稼げるんじゃね？　見た目はそこそこいいとこいってるよ」

『小春』

　その名前と今いる場所が結びついて、昔の記憶を呼び起こした。

　夏の日、優しく穏やかな一家と、この家で短い間であったが触れ合った。三歳くらいの小さな女の子が、確か『小春』と言った。

　今現在、腕の中で震えている華奢な女の顔をのぞき込む。面影は、三歳の頃の小春をというよりも彼女の母親を思い起こさせ、それで確信した。間違いない、荒川の長男一家の女の子だ。

　あの頃の女の子が、目に涙を溜め唇を噛みしめて、屈辱に耐えて震えている。ここから逃がしてやらなければ、と、一番に思ったことがそれだった。

「今は帰れ。警察を呼ばれたら立場が弱いのは自分だろう」

　そう諫めると、彼女はびくっと肩を跳ねさせ、いっそう身体を震わせる。顔色も真っ青だった。その細い両肩を掴んだまま、運転手を控えさせていた俺の車の後部座席に押し込んだ。

「おいおい、どうすんのそいつ」

「駅まで送らせる。そのほうがお前にも都合がいいだろ、商談の邪魔だ」

　車を発進させるよう運転手に目線で促すと、すぐさま走りだす。それを見送っていると、鼻で笑うような声が聞こえて、そちらに目をやれば俊次が肩をすくめていた。

「ったく、貧乏育ちは図々しいにも程があるよな」

「彼女は？　荒川の祖父さんの長男の娘じゃなかったか」

「そうそう。なんで知ってんだ？」

　俊次はそう聞いておきながら、それ以上特に興味も湧かないようだった。ナルセ商事が進めている商業施設の事業に、自分が継いだ土地を売り込むことで頭がいっぱいのようだ。

「おい、早く行こうぜ。高速のインターからもそれほど遠くないし、いい土地なんだ」

　俺が返事をしないでいると、俊次は問い詰めてくることもなく、そう言いながら車に乗り込んだ。




　俊次から話は聞かずとも、荒川小春のことはすぐに調べがついた。

　あの優しかった夫婦が亡くなり、姉弟ふたり遺されて苦労しているのだということを知った。

　あの幼い頃、ひと夏を過ごした他人の家族。生まれて初めてであり唯一の、一般の家族らしい思い出がそれだった。ずっと覚えていたわけじゃない。むしろ、仕事に忙殺されて思い出すこともなくなっていたくらいだ。

　ただ再会を機に、これまでどうして無関心でいられたのかと思うほどにそれは鮮明な記憶となって蘇った。

　ほんのわずかな期間、家族の和の中に入れてもらっただけの関係だ。だが放っておくことはできなかった。その時は確かに、小春への感情は同情の色が強かっただろう。

　大学を辞め勤め先を探す彼女のために、根回しをしてナルセ商事に入社させた。そうでなければ、弟を一人前にするために彼女は早々に夜の世界にいたかもしれない。この就職難のご時世、ナルセほどの好条件で大学中退という学歴しかない彼女を雇ってくれる企業などない。

　その頃、俺は両親から取引先のご令嬢である伊月梨沙との婚約を勧められ、そろそろ年貢の納め時かと、ある意味自分の将来を諦めかけていた。

　仕事としては充実し自信もある。だが家庭を築くということに、さっぱり実感が湧かずにいた。両親はそれぞれ仕事人間で家庭など顧みることはなかったし、俺のほうにも育ててもらったという覚えもない。そんな環境で、結婚に希望を見出すなど、できるはずもない。

　家庭と言われて思い浮かぶのは、遠い昔、荒川の家で過ごした小春の一家との記憶だけだった。情けない話だと思う。他人様の家庭しか、それらしい記憶が俺の中には見つからなかった。

　しょせん家同士、会社の利益のための政略結婚だ。それが務めでもあった。この先家庭が自分の居場所となることなど到底想像もできず、独身でいるほうがよほど気楽だと考えていた。

　着々と進められていく縁談に興味はなく、仕事に没頭する毎日の中で、友人に勧められ飼い始めたネオンテトラが案外、心の安らぎだったりする。

　そんな状況で気にかけてばかりもいられなかったのだが、小春たちの近況は時々人を雇って報告させていた。自分のためにはなにひとつ給料を使わず、すべては姉として弟を一人前にするために、彼女は奔走していた。

　それなのに、時折会社で見かける彼女は、そんな苦労をおくびにも出さず一生懸命でむしろ生き生きとさえ見える。俺よりも、ナルセに関わる他の誰よりも。

　そんなふうに、自分以外の誰かのため懸命に働く彼女に、俺が惹ひかれ始めるのにそれほど時間はかからなかった。

　そう、本当に好きになり始めたのは、それからだ。実際に、生きた彼女に触れてからだった。

　同じ社内にいても、小春に出会う確率は低い。役員室のあるフロアに彼女が来ることはまずない。それでも気がつけば、視界の端に彼女の姿を探していた。

　ロビーを抜ける時、エレベーターの中。

　本当に確率は低くて、しかも会えたとしても目が合うことはない。

　どうにかして彼女の視界に入ることはできないか。ある時ふっと、そんなことを考えている自分に気がついた。

　今まで、女に対してこんな気持ちを抱いたことがあっただろうか？　婚約者の梨沙にすらそんなふうに思ったことがないのに、結婚なんてできるのか。

　そこに思い至れば、後の行動は早かった。

　両親と伊月梨沙を説得し、婚約は解消した。どうせ結婚しなければいけないなら、彼女が欲しい。荒川の血筋だと言えば、最終的には皆頷くだろう、そうでなければ結婚などするものか。そのほうが両親にとっても困るはずだ。

　まるで子供が今まで手に入らなかった玩具を自分の力で手に入れる、そんな感覚で俺は下準備を始めた。

　だが、定期報告で、彼女が夜のお店で働き始めたと知った時、心底ムカついたし苛ついた。

　彼女を迎え入れるために、両親と親戚たちを黙らせられるだけの実績を積んでから、と計画を立てていたのに、慌てて迎えに行かなければならなくなったのだから。




　クラブミュゼルで彼女を指名した時の、すっかり怯えた表情を思い出してつい笑みが零れた。俺に、会社をクビにされるとでも思ったのだろう。

　はっきり言ってそれでもよかったが、できるだけ傷つけたくはなかったし、彼女から俺の手の中に落ちてほしかった。

　それほど難しいことでもないだろうと、高を括っていた。借金を返済してやって、生活資金の援助をしてやれば大人しく従うだろうと思っていたのだ。

　ところが、だ。こちらが心配してあれやこれやと手を出そうとするほど、小春は頑なに俺を頼ろうとはしなかった。店の女たちに嫌がらせをされても、客に下心丸出しの目で見られても、仕事上がりを待ち伏せされるような怖い思いをしてすら折れないその強情さに、結局俺が脅す形でここに連れてきてしまった。

　それからの毎日は、よく彼女の感情に振り回された。俺が思いもよらないことで怒り出し、よかれと思ったことで喜ばなかったり、だがその分、彼女の笑顔を見られた時はなんとも言えぬ安心感があった。

　本当に感情が豊かで、表情が正直で、だからこそ信じられる。見ていて飽きない。

　ゆらゆらと揺れるネオンテトラの姿を目で追うことと、彼女のくるくる回る表情を目で追うことに同じように癒やされていることに気がついて、いつしか水槽を眺めるよりも彼女を見つめることのほうが多くなった。

　だからこそ、目を覚ました時に彼女の姿が見つからなかった時の喪失感は、自分でも驚くほどに大きなものだった。

　置き手紙と、ネオンテトラの水槽の横に彼女が飾っていた両親の写真がなくなっていることに気がついた時、本当に出ていったのだと理解した。同時に、沸々と苛立ちが湧いてくる。

　梨沙がなにか企んでいることは知っていたし、荒川俊次のことも当然把握していたのに、小春に対してフォローが足りていなかったのだろうか。

　だが、この頃には小春の気持ちが少しずつだが俺に向いてくれている気がしていたし、なにか言われたのであれば頼ってくれるものと思っていた。それくらいの信頼はされているだろうと、自負していたのだ。それが、このざまだ。

　自分に対する苛立ちもあったし、相談すらしてくれなかった小春に対するものでもあった。

　大体、なんだあの文面は。お金は必ず返します、とか……返してほしいなど俺は欠片も思ったことはない。

　小春の行く場所など限られていて、まずは弟のところへ人をやり、俺は元々彼女が住んでいたアパートに向かう。

　近くに車を停めさせ、アパートの真下まで来た時だ。

「おい！」という男の怒号が聞こえ、二階通路に目を向けた。必死の形相で逃げてくる小春と、荒川俊次の姿が目に入る。

「小春！」

　頼む、逃げるな。

　小春の目が俺を捕らえて、一瞬迷ったように思えた。

「柊っ……！」

　だけど、俊次が近づいてくることに怯えたのだろう、慌てて階段を降りてくる。俺は一階から同じ階段を中腹まで登った時だった。

「小春！　危ない！」

　足を踏み外した小春の身体が、階段途中で前へつんのめる。頭で考えるよりも先に、身体が前へ躍り出た。落ちてくる彼女を受け止め、踏ん張るには体勢が悪い。落ちることを覚悟して、彼女の頭をしっかりと抱きかかえて身体を丸めて衝撃に耐えた。

　階段の段差を背中で何度か受け止め、最後にコンクリートの土台に落ち、一瞬息が止まる。数秒してから小春が声を上げ、俺の腕の中から抜け出した。

「柊っ!?」

「……っ、て、いてぇ」

　背中と脇と、それと後頭部をどこかにぶつけた。起き上がりながら後頭部を擦っていると、小春が大きな声を出して俺の手をどかした。

「見せて！」

　焦って、俺の怪我を確かめようとしてくれている。

　続いて、車から芹沢も飛び出してきた。

「副社長！」

　大丈夫だ、と芹沢を手で制し、それよりも俺は目の前の小春のことが気がかりだった。

「小春、怪我は」

「えっ？」

「怪我ないか。痛くないか」

　怪我をさせないようにしたかったが、落下中ではどうすることもできなくて、ただ抱きしめていることしかできなかった。小春の肩を掴んで全身に目を走らせ、最後に彼女の表情を窺えば、今にも泣きだしそうに潤んだ瞳に出会う。

　唇をわななかせた後、その瞳から大粒の涙がいくつも流れ落ちた。

「ない、ない。痛くない」

　心底ホッとした。怪我がないことと、再びこの手に戻したことに安堵して、小春を強く抱き寄せた。

　どんなに逃げても捕まえるつもりではいたけれど、こうしてしがみついてくれるということは、彼女は逃げたくて逃げたわけではないのだと、信じられた。

　そうしたら、今度は沸々と怒りが湧く。まずは、荒川俊次に対して、だ。

「……おい。荒川俊次」

　小春を抱いたまま声をかけると、俊次はびくっと肩を震わせ頬を引きつらせた。

「よ、よう……成瀬。久しぶりだな」

「お前は、小春に感謝すべきだ」

「な、なに？」

　困惑と焦りをにじませる俊次を見ていると、こんなやつに手を貸すなど甚だ不本意だが、致し方ない。こんな男でも小春の親戚であり、俺と小春の結婚を親族に認めさせるには、少しの不安要素も消しておきたかった。

「お前がほんのちょっとでも小春と血が繋がってるから、今日のことは忘れてやる。一度だけだ、抱えた借金も俺が零にしてやるよ」

「ほ、ほんとか！　成瀬」

　俺の言葉に、目を輝かせた俊次にイラッとした。だから次で必要以上に脅してやることにする。

「一度だけだ。事業を起こすならうまく運ぶよう多少の根回しもしてやる。ただし今後いっさい、小春たち姉弟に近づくな。それが条件だ。一度でも破ってみろ、今後日本でお前の居場所はないと思え。二度と再建できないように破綻させてやる」

　いや、脅しじゃない。本気で日本にいられなくしてやるからな。

　ひっ、と息を飲んだ俊次に向かって、顎をしゃくった。

「わかったら、後で俺から連絡してやるからそれを大人しく待て」

「あ、ああ。わかった」

「今は早く消えろ。俺の気が変わる前に」

　逃げていく俊次の背中を睨んで、それから次は小春に対しての苛立ちだ。

「お前、なんだこの手紙は！」

「あ……え？」

　俺の手には、握りしめてきた小春の置き手紙がある。

「お前ふざけんなよ！　俺が、あんなはした金を返せだなんだ言う懐の狭い男だと思ってんのか！」

　そう言うと、小春は少しきょとんとした顔をした。

「あ、いや。そんなふうには思ってないけど」

「だったらなんだ。つまんねぇこと書きやがって」

　ぐすん、と鼻を鳴らす泣き顔を見れば、俺を頼りないと思ったというより、きっと迷惑をかけたくないと考えたのだろうと察しはついた。それでも、頼ってほしかった。

「逃げたことは怒らないの？」

「どこまでも追いかけるからいい。逃げられるわけないだろ」

　どんなに嫌だと言っても、逃がすつもりはない。こんな偉そうな言い方をすれば、また不機嫌な顔をするだろうか。

　そう思って小春の表情に目を向けて、驚いた。じっと俺を見つめる目が熱く潤んで、その瞳が彼女の気持ちを語っているような気がした。

「俺になにか言うことはないか。小春」

　小春ももうそろそろ、俺と一緒にいたいと思ってくれてるんじゃないのか。そう期待をさせるくらいに、頬を染める彼女の表情はかわいらしくて、今すぐ抱きしめてキスしたくなる。

　だけどそれより、彼女の口から聞きたかった。聞けると思ったのだ。

「小春？」

　それなのに、小春は哀しげに眉を寄せ唇を噛みしめて、頭を振った。愕然とする。期待した分、落胆も大きかった。

「……お前が」

「え？」

「嫌だって言っても連れて帰る。文句は言わせない」

　冷たい言い方をしてしまったかもしれない。やっぱり俺はまた、強引な方法でしか彼女を車に乗せることができなかった。

　二の腕を掴んで後部座席に押し込んで、小春がまた哀しそうな顔をしているかもしれないと思ったら、目を見ては言えなかった。

「あの……」

　困惑したような、弱々しい小春の声が聞こえる。小春の顔を見たくないのと、俺の情けない顔もバレたくなくて窓の外を向いた。

「……小春がわからない」

「柊……」

「どうすれば手に入るのかわからない。金が欲しいと言われるほうがまだわかりやすい」

　俺には本当にわからなかった。どうすれば、小春の気持ちが俺に向いてくれるのか、そればかり考えていた。




　マンションに帰り着くと、すぐに寝室に連れ込んでベッドの上に小春を押し倒した。唇を塞いで舌を割り込ませ、息もさせないくらいに激しく口内を蹂じゅう躙りんする。

「んっ……ふ」

　拒否の言葉を聞きたくなかった。だから、なにも言わせたくなかった。俺がどれほど乱暴なキスをしても小春は抵抗せずに受け入れて、このままなし崩しに身体から手に入れてしまおうかと、そんな誘惑が頭をよぎる。

　迷いながらも彼女の顔をがっしりと両手で捕まえて、甘く苦いキスに酔いしれた。その指先に、温かく濡れた感触が伝う。

　……泣いてる？

　そう気がつけば、さすがに無視することはできなくて、キスを止めて小春を見下ろせば、確かにまなじりからこめかみへ涙の痕が見えた。

「……なんで泣くんだ」

　気持ちは俺を受け入れてなくても、キスを拒んだことはなかった。泣かれたことも。

「ごめ、なさ……」

「怒ってるんじゃない。ちゃんと言ってくれ。わからないんだ、なにが不満？　なにが欲しい？」

　どんなことをしても手に入れたいと思うのに、泣かれたくない。どうすればいいのか、わからない。

　額を合わせ、彼女の頬を両手で包んで指で涙を拭った。

「……頼むよ」

　できるだけ優しく、彼女の顔中にキスを落としながら、懇願した。

「言って」

　俺に、どうしてほしい？　どうすれば俺を好きになる？

　唇で涙を拭いながら、小春の言葉を待つ。

　やがて、擦れた小さな声で彼女は言った。

「……柊、は」

「うん？」

「私を、好き？」

　恐る恐るといったその問いかけの意味がわからなかった。どうして今さらそんなことを聞くのか、俺は確かに自分の気持ちは伝えたと思っていた。

「好きだ。前にもそう言った」

「それ……同情、とかじゃ、なくて？」

　瞳を潤ませて見上げる小春は哀しそうだった。

「なんで、そんなふうに言うんだ」

　正直に言うと面食らった。同情か恋愛感情かなんて、そこで区別をしたことがなかったからだ。

「柊が、私たち家族との思い出を大事にしてくれてたこと、ちゃんと伝わった。だから……余計にそう思える。両親を亡くした私と翔太を、放っておけなかったんでしょう？」

　小春の言葉から、懸命に彼女の気持ちを探す。こんな不安そうに涙目で訴える理由はなにか。

　ひとつの答えに思い至ると同時に、じわじわと胸の奥が熱くなる。

「……だから、泣くのか」

「え？」

「俺の気持ちが同情だったら哀しい。だから泣くのか」

　小春の涙に潤んだ目が、大きく見開かれた。今の言葉に、自分の気持ちがにじみ出ていることに今気がついた、そんな表情だ。

　だって、そうだろう。『同情だったら哀しい』なんて、それは『俺が好きだ』と言ってるようなものじゃないのか。

「ち、違っ……」

　慌てふためく小春の顔色が、みるみると赤くなる。そんな様子も、彼女の気持ちを表しているようで、込み上げる喜びを隠せなかった。

「違わない」

「し、しゅうっ――」

　まだなにか反論しようとでも言うのか、うろたえる小春の唇を啄んで黙らせた。そのまま彼女の涙をキスで拭う。だが、拭っても拭っても涙があふれてくる。

「やだ、柊、ってば」

　同じだったのだ。俺が小春の気持ちを欲しがっているように、小春も俺の明確な気持ちを欲しがっている。

　嬉しいようで、哀しくもあった。なぜなら、彼女に信じてくれと言えるような言葉が見つからなかった。確かに最初は同情だった、過去の出会いが発端だった。それは間違いないのだから。

「もうっ」

　泣きながらキスから逃れようと俺の顔を押し返す小さな手を掴んで、ベッドに押しつけた。ぽろぽろと涙が止まらないまま、睨んでくる気の強い目が愛しくてたまらない。

「なあ、小春」

「なに」

「確かに、きっかけは過去の思い出だ。放っておけなかった、そこが始まりだ」

　傷ついた顔をして、彼女がぎゅっと目をつむった。キスをして、なだめるしかできない。いやいやと顔を左右に振って拒む彼女を、どうにかしてこちらへ向かせたかった。掴んでいた手を解放し腕で頭を囲って動けなくして、視線を合わせる。

「でも今は、小春が欲しくて仕方がない。なにがあっても守りたい。それは愛情とは違うのか？」

　なんて言えば安心させてやれるだろうか、いくら考えても答えは見つからなくて、尋ね返すような言葉しか出てこなかった。

「だから、それは……」

「小春の家族は、俺の恩人だ。過去は変えられないし感謝してる。それが理由で信じてもらえないなら、俺はどうすればいい？」

　こんなにも、自分が未熟だと思ったことはなかった。女ひとり、安心させてやることもできない。それでも小春を手放す気にはなれなくて、そのことが俺の声をできうる限り優しいものに変えた。

「柊……」

「まだ三歳の小春に出会った。その思い出をなかったことにはできない」

　小春が泣きだしそうな顔をした。

　悪い、泣かせたいんじゃなくて……本当に、どう言えば伝わるだろうかとそれだけを考えてるんだ。

　その時不意に、彼女の両手が伸ばされて首に絡みつく。

「……ごめん」と耳元で聞こえ、縋るように俺の首筋に顔を埋める彼女の後頭部を支え、抱きしめた。

「小春」

「ごめん、なさい」

　涙声の謝罪を聞き、彼女を抱きしめたまま身体の力を抜いた。小春を挟んでベッドに沈み込めば、重みで彼女の身体を拘束することになる。

　謝らなくていい、例え信じられなくても逃げ出したいと思っても、俺には手放す気がないことを許してくれとも言えないから。ただ、いつか気持ちが伝わるように、そのために一生をかけてもいいと思っている。

「一生かけて、いつか信じてくれたらいい。だから小春、言って」

　気持ちをねだって、彼女の頬を唇で何度も撫で、吐息でたどる。

　小春の唇が何度かためらったのち、囁くような小さな声で答えがあった。

「……き。……好き……大好き」

　ようやく彼女の気持ちを聞けた、この瞬間の高揚を、俺は一生忘れないだろう。愛しさと安堵が、ひと息に胸の中に込み上げてくる。

「小春、俺も」

「好き。柊が好き」

　互いの気持ちと存在を確かめ合うようにキスを交わした。小春が気持ちを返してくれる。それだけで、今までのキスとは意味も価値も違うような気がした。

　深く口づけ舌を絡ませ、小春の唇からひっきりなしに零れる甘い吐息や微かな喘ぎが、身体の熱を上げた。

　もっともっと深く触れたくて、その衝動のままに、手が彼女の身体の線を撫でてたどる。腰の細さに欲情して、めまいを感じた。指先が素肌を探してブラウスの裾から彼女の肌に触れた時、ぴくんと小さな反応がある。

「小春……」

　今すぐにもキスを再開したい、身体に触れたい。その衝動をどうにかこらえて、彼女の名を呼んだ。吐息も視線も、とろけるように甘くて熱い。それだけでも充分だったが、やはり明確な許しを彼女の唇から欲しかった。

『抱いて』でも構わなかったし、もう一度『好き』だと気持ちを聞かせてくれるのでもいい。

　だけどこの先へ進んでいいかの合図は、言葉ではなく小さく啄む戯れのような一瞬のキスだった。それはたやすく、俺の中から最後の理性を取り払う。

　ぱちん、と頭の中でなにかが弾けたような感覚があり、ブレーキを失ったかのごとく性急に彼女の衣服を取り払い、肌を暴いていった。

　生まれて初めて女を抱いた時のように、途中からは無我夢中になった。

　恥じらう姿や、シーツを掴む小さな手、ほんのわずかな仕草すら熱情をさらに煽って、幾度触れても果てても足りない。

　汗ばみ滑る肌の音と交わる熱が寝室の空気を占めている。

「……柊、柊っ」

　首筋にすがりついてくる彼女の、赤く火照った身体とその柔らかさに深く深く、沈み込む。

「柊、愛してる」

　熱を交わしながら、幾度も繰り返された愛の言葉を、最後彼女の身体の奥深くで聞いた時。

　ぞくりと腰が震えるほどの恍こう惚こつ感かんに酔いしれた。




　ベッドに身体を沈め、幸せそうに眠る彼女の頬を指でくすぐる。

　せっかく互いの想いが通じて、まだまだ愛し足りないし話し足りないのに、疲れた彼女はすっかり眠ってしまっている。まあ、でも急ぐことはないかと愛しい寝顔を見下ろした。

　なあ、小春。

　結婚したら、犬を飼おう。忙しくても、一緒に散歩させたりする時間が欲しい。

　小春が俺に教えたように、食事はできるだけふたり揃って食卓に座ろう。どんな些細なことでもその日あったことを話しながら、食事をしよう。

　子供ができたら、休みの日にはバーベキューをして釣りをして、たくさん遊んでやろう。小春の両親が俺に見せてくれたような、家族になりたい。そのために必要なことは俺にはあまりよくわからないから、小春がどうか、俺と子供たちに教えてほしい。

「……小春。愛してるよ」

　小春の寝顔を眺め、早すぎる未来の想像図に想いを馳はせながら、俺は彼女の額にキスをした。
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ウェディング・デート




　ふたりで結婚式の準備を進めていた時、柊が私に聞いてくれた。

「どこで式を挙げたい？」

　その質問に、私はいろんな式場のパンフレットを見比べて、どれもしっくりこなくてインターネットまで調べたりした。

　柊が参考にと挙げた候補は、一流ホテルの式場や海外挙式などどれもあまりにゴージャスで、それはそれで心惹かれたりもした。けれど、私にもそれなりに憧れの挙式のイメージがあったのだ。

「こんなのがいいかな、って……」

　タブレットで見つけた式場のサイトを見せようと、ソファに座る柊に近づく。彼は私を抱き寄せ膝に乗せて、タブレットの画面をのぞき込んだ。

　郊外にある、かわいらしいホテルだった。薔薇のガーデンが人気の場所で、ガーデンパーティでも屋内のレストランでも披露宴が行える。私はもちろん、薔薇のガーデンパーティに惹かれていた。

「ドレスもね、豊富にあるから選ぶの楽しそうで……」

「……そうだな」

　どうだろうか、柊も気に入ってくれるだろうか。

　ドキドキしながら話す私の頭を撫でて、髪にキスをして彼は優しく熱心に聞いてくれたのだけれど、結局それらは叶わなかった。

　ナルセ商事の創業者一族と縁者、取引先など、ゲストの人数も半端ではなかったし、一般の挙式ならともかく〝ナルセ商事の副社長〟の結婚式ならば、盛大なものにせざるを得なかったのである。




　私にはもったいないくらいの豪奢で盛大な結婚式の後、私たちは二日ほどの休みを取っただけで、すぐに仕事に忙しい毎日へと戻っていた。

　ハネムーンに行こうか、という話は当然あったのだけど、柊にそれだけの時間を取ることができなかったのだ。

　私としては、別に一泊二日くらいの骨休め的な国内旅行でも構わなかった。しかし、行くならひと月くらいはゆっくりしたいとか柊が言いだしたので、結局そのまま先延ばしになってしまっていた。ナルセ商事の中枢で仕事をしている柊に、そんなに長い休暇が安易に取れるわけはないのだ。

　式の日から三カ月ほどが経過した休日の朝。目が覚めると柊の腕や足が絡みついているのはいつものことだ。腕枕だけの状態でも、起きようと身体を動かせば、ぐいっと腕を曲げて抱き戻され結局絡みつかれる。

「もう……柊？」

　背中から抱きしめられて、顔だけなんとか振り向かせる。声をかけても寝息が返ってくるだけだ。ほぼほぼ無意識、離れそうになれば抱きつくという、癖というか条件反射のようなものかもしれない。

　今朝は昨夜愛し合った名残で、素肌の密着がなおさら温かく心地よい。あまりに腕の中の居心地がよくて、身体が動き出したがらない。

　朝ご飯を作らなければと思うけど、それにもまだだいぶ早い時間のようだと、窓の外の明るさで適当な時間の測り方をする。

　もう少し寝ようかな。今日は土曜だし。……そういえば、この土日はまるまる空けておけって言ってたけど、今日なにかあるのかな。

　ふっと頭を掠かすめたけれど、そのままうつらうつらと二度寝してしまった。




「小春？」

　首筋に温かく濡れた感触がして、うっすらと目を開けた。背後から回された彼の両手が私の肌を撫で、首筋や耳の裏側をキスでたどられる。

　耳の淵ふちを唇で啄まれた時、ぴくんと身体が跳ねてようやくぼやけた頭が覚醒し始めた。

「……柊？　起きたの？」

「寝てたのは小春のほうだろ」

「先に起きたけど、また寝ちゃったの」

　腕の中で身体を反転して、向かい合って抱き合う。「おはよう」と唇に軽く口づけると、彼も同じように口づけを返してくれる。

　休日の朝は、このパターンが多い。二度寝した私を起こすのは彼の悪戯で、その後はしばらくこうして甘い時間をベッドで過ごす。

　私の髪を掻き上げ優しく見つめる彼の視線から、自分がどれほど愛されているのかを知ることができる、なんて贅沢な時間だろう。

「今日は出かける。朝食は作らなくていい」

　だから起きよう、という意味だろう。彼が突然に言った。

　そういえばいつも起こしてくれる時間より早いようだし、出かけるのだろうかということは察しがついていた。

　けれど、朝食を作らなくていいというのは珍しい。一緒に住み始めた頃は、朝は食べない人のようだったが、今は毎日ちゃんと食べてくれている。なのに今日はいらないなんて、それだけ急いで出なければいけないということだろうか。

「どこに行くの？」

　マイペースなのは、いつものことだ。けれど、今回は以前から土日を空けておくように言われていたので、なにか大事な用でもあるのかと思い尋ねた。それならそれで、事前にどんな用なのか教えておいてほしいものだけど。

「遠出する」

「はい？」

　それって、『どこに行くの？』と聞いた私の質問の答えになってない。

　なんだろう。言いたくないのかな？　言う気がないのかな？

　首を傾げながらも、私は頷いた。

「わかりました。なにか荷物とかいる？」

「いらない。向こうで用意する」

　大きな荷物もいらず、軽装でいいらしい。

　彼からそれ以上の情報を聞き出すのは諦めて、私はすぐに出かける準備を始めた。

　クローゼットを開けて、なにを着ようか迷う。動きやすい服装のほうがいいのかな、それともきちんとした固めの服装？

　ワンピースやデニムパンツ、といくつかパターンを考えるけれど、行先がわからなければ適切な服装なんて私にわかるはずもない。

　ただ、先に着替えてリビングで待機している柊は、スラックスにシャツとジャケット、という、いつもとさほど代わり映えしないスタイルだった。ラフではあるものの、特別動きやすさ重視というわけでもなかった。

「私も無難にワンピースでいいかな？」

　フォーマルではないけれど、極々薄いブルーで裾がふんわりと広がった軽い質感のワンピースを手に取った。ウエスト切り替え部分で結ぶリボンの色が紺色で、さわやかな色合いが気に入っている。

　着替えながら、少しワクワクし始めていた。

　柊は時々、なんの予告なくどこかに連れていってくれたりするから、こっちはサプライズを仕掛けられたみたいにびっくりしたり慌てたりすることがある。柊本人は特にサプライズを意識しているわけではなくて本当に思いつきだったりするから、なおさらこちらでは予測ができない。

　今日は、いったいどこに行くつもりなのだろう。遠出するみたいだし、いつもの日常から離れた場所に赴くことは確定である。

　メイクも薄めに施して万端に整えると、ソファでスマホを見ていた柊に声をかける。

「準備できました」

　彼が顔を上げた。立ち上がって私の姿を一瞬眺めると、すぐそばに寄り添って腰を抱き寄せ、頬にキスをしてくれた。

「よく似合ってるな、そのワンピース。かわいいよ」

「あ、ありがとう」

　どうしたんだろう？　いつも優しいけれど、今日はとびきり甘い気がする。

　腰を彼の片腕に抱かれたまま玄関に向かうよう促され、彼に尋ねた。

「ねえ、今日はどこに行くつもりなの？」

「着くまで秘密」

　悪戯に微笑みながら彼はそう言うと、「行こうか、奥さん」と照れくさいフレーズを続けて口にした。

『奥さん』『妻』という言葉を彼から聞くたびに、まだ少しくすぐったい気持ちになる。




　いつも通り芹沢さんの運転する車に乗り……って、まずマンションのエントランスを出てすぐに横付けされた真っ黒くてでっかい車に、度肝を抜かれた。

「こ、これ……リムジン？」

「なんだ。初めてじゃないだろう」

　柊はなんでもないことのようにさらっと言うけれど、確かに初めてではない。二回目だ。ただ、一回目は結婚式の当日であり、あの時もびっくりしたけど式の緊張でそれどころではなかった。

　あの日は特別だったからリムジンだったのかな、と思っていたのに。なぜ今日はリムジンなんだろう。

　運転席から降りてきた芹沢さんがドアを開けてくれて、先に乗るように促される。その際に、芹沢さんから紙袋をひとつ、渡された。

「なんですか？」

「奥様のお好きなベーカリーのサンドイッチです。朝食になさってください」

『奥様』と呼ばれて、ぽぽっと頬を染める。

　柊が指示していたのか、朝の出発時刻から芹沢さんが気を利かせてくれたのか、とにかく用意周到なことだ。今日のお出かけは、もしかすると随分前から計画されていたのだろうか。

「車内にワインとシャンパンもご用意しておりますので」

「わかりました……って、こんな朝から飲みませんよ！」

「そうですか」と優しく微笑む芹沢さんからサンドイッチの袋を受け取って、リムジンに乗り込んだ。少し薄暗いけれど、車内とは思えない広さの小さなリビングのような空間になっている。

　後から乗り込んできた柊と、隣り合って座る。しばらくして、ほんとにわずかな振動で車が走りだしたのがわかった。

「なんでまたリムジンなんですか」

「そこそこ長い時間走るからな。これならゆっくり朝食も摂れる」

　長時間ドライブしながら朝ご飯を食べるためにリムジン……相変わらず、お金持ちの感覚はぶっ飛んでいる。

　車内を見渡せばコーヒーメーカーなどもあり、既に温かいコーヒーが準備されていた。

「じゃあ、朝ご飯を食べましょうか」

　がさがさと袋を開けて、中からサンドイッチを取り出し、棚からカップをふたつ取ってコーヒーを入れた。

　嬉しいことにサンドイッチも、スモークサーモンとクリームチーズ、アボカドなど私の大好きなものばかりだった。

「柊は？　どれ食べる？」

「小春が先に選べばいい」

　行先はまだわからないけれど、きっと聞いてもまたはぐらかされるのだ。だから今はワクワク感を胸に、この空間を楽しむことにした。




　長い、といっても三時間も経っていないのじゃないだろうか。朝食を食べ終え、仕事のことから離れて他愛ないことを話したりキスしたりと、甘い時間を過ごしていた時だ。

「ああ、そろそろだな」

　窓の外の風景を見て、柊が言った。

「え……目的地？」

「ああ」

　いったい、どこなのだろう？

　窓の外は、都会ではなくいつの間にか緑豊かな景色に変わっていた。流れている上に向かい側の窓ではあまりはっきりとは見えなくて、私はソファの背もたれの後ろにある窓から外をのぞき込む。

「わ……なに？　植物園？」

　手入れされた洋風のガーデンのような場所で、車が一度停車する。着いたのか、と思うと再びゆっくりと走りだした。

　窓の外を見ていれば、車がなにかの門を通った。そこからは、時速三十キロも出てないのじゃないだろうか、流れる景色も緩やかで、ここが広大なガーデンなのだとわかる。

　しかもよく見れば、種類はさまざまのようだが、敷地全体がすべて薔薇の花であふれかえっている。

　ここに来てようやく、ひとつの心当たりに気がつく。

　窓の外から柊に目を向ければ、彼は私の横顔を眺めていたのかすぐに目が合った。

「柊……もしかして、これって」

「……わかったか？」

　優しく微笑みながら柊が私の頭を撫で、指先で髪の束を掬って弄ぶ。

　ああ、間違いない。やっぱりここは、私が結婚式を挙げたいと言った、あの薔薇のガーデンウェディングのある式場兼ホテルだ。

　リムジンが停まって、ドアが開く。

　降りると、かわいらしいホテルの正面にいて、だけど私は薔薇の香りに誘われ、ホテルよりもガーデンの方へ振り向いた。

　噴水を中心にツル薔薇の絡んだアイアンアーチが庭園を囲うようにずらりと並ぶ。道は石畳でできて歩きやすくなっていて、花壇には色とりどりの薔薇の花が咲き乱れていた。

「柊……嬉しい！」

「庭園は今日は貸し切りになっているから、後でゆっくり見ればいい。先にホテルに入ろう」

「今から見ないの？」

　私の腰に手を回した彼に従い、歩き始める。

　従業員が数人並び、礼をした姿勢で私たちを出迎えてくれていた。

「小春の望むような式にしてやれなかったからな。ふたりだけで仕切り直しだ」

　驚く私に、彼の優しい微笑みが向けられる。

　今日一日、きっとなにかサプライズでもあるのだろうと予測はしていたけれど、まさかあの時話した夢の結婚式を彼が叶えようとしてくれていたなんて、思いもよらなかった。




　ふたり別々の部屋に案内されて、私の目の前にはずらりと並んださまざまな形のウェディングドレスがある。迷ったけれど、式で着たのとはまた違った雰囲気のエンパイアスタイルのドレスにした。

　胸のすぐ下の切り替え部分が、お花を散りばめたみたいなかわいらしいデザインの石で飾られている。髪は編みながら右へ流して、小さな薔薇の花をいくつも織り込んでもらった。

　ナチュラルメイクを施してもらい、手にはラウンド型の薔薇のブーケも持たせてもらう。

　準備万端整った頃、グレーと黒のタキシードに身を包んだ柊が迎えに来てくれた。

「ガーデンに行こう、小春」

　実際の式の時にも思ったけれど、タキシードを着た柊は本物の王子様みたいに素敵だ。ぽう、と見惚れながら頷いて、差し伸べられた手を取った。

　ホテルのロビーを抜け、ふたりでガーデンに降り立つ。

「うわあぁ……綺麗」

　天気もよく真っ青な空が広がり、葉のグリーンと色とりどりの薔薇の花が鮮やかなコントラストを見せ、ため息が出るほど美しい。ふわりと吹いた風が心地よく頬を撫で、こんなにも開放的な空間でウェディングドレスを着ていられるのは、本当にお姫様になったような気分だった。

「自由に歩いていいそうだ。行こう」

「ほんとに？　あ、でもドレスの裾が汚れちゃう……」

「気にしなくていい。それはもう小春のものだ」

　レンタルじゃないらしい。もったいない……とどうしても考えてしまうけれど、やっぱり自分のドレスなのだと思うと嬉しい。

　結婚式、というよりも、ふたりで庭園を自由に歩き回った。そしてツル薔薇のアーチの続く道をくぐり、少し小高い場所にある、あずまやにたどり着いた。

　庭園全体が見渡せるその場所で、私は身体を乗り出して景色を眺め、くるくるとはしゃいで歩く。

「嬉しい、ほんとに夢みたい。こんなガーデンが憧れだったの！」

　日本ではなくどこか異国か、夢の世界にいるようだった。

「窮屈な想いをさせたからな。見届けてもらう親戚も友人もいないが、ここで誓いの言葉でも言おうか？」

「なんかそれも照れくさい」

　あれは、結婚式という名目がありゲストがいて、誓わなければいけないという空気があるからできるのであって、素でそんなことは気恥ずかしくてできたものではない。柊なら、さらっとやってしまいそうな気もするけれど。

　彼の腕に寄り添って、ぴったりとすがりつく。

「こうしてるだけで、幸せ」

　本当に、充分すぎるほどに幸せだ。

　彼の手がそっと私の頭に触れ、髪を崩さないようにゆっくりと撫でる。首の後ろを支える仕草で、自然とキスへと流れていこうとした。

　その時、小さな女の子の声が聞こえた。

「うわあ、綺麗！　花嫁さんだぁ」

　キスする寸前で慌てて離れ、声のした方へ目を向ければ、親子連れが遊歩道を歩いていた。声を上げたのは、小学校低学年か幼稚園かという年頃の、かわいらしい女の子だ。

　アイアンの柵で仕切られた向こう側にある遊歩道だから、ガーデンの外側にあたるのだろう。このあずまやが見晴らしのいい場所にあるから、逆に考えればよく目立つというわけだ。

「ここ、入ってみたあい！」

　女の子が鉄の柵にかじりついて、母親におねだりをしている。

「すみません、お邪魔してしまって。ダメよ、今日はここは入れないのよ」

　母親は困った顔をして女の子を柵から引き剥がそうとする。

　女の子が残念そうに唇を尖とがらせ、それでも諦めきれないのか柵にしがみついた状態で、まだ庭園のあちこちへ目線を走らせていた。

「ねえ、柊。貸し切りじゃなくて、他の人も入れるように今からでもできないのかな？」

「それは問題ないだろうが……いいのか？」

　彼は、私がゆっくり庭園を楽しめるように貸し切りにしてくれたのだろうけど、もう充分堪能できた。ふたりきりで、幸せな気持ちにもなれた。

「もう充分。こんなに綺麗な庭園、私たちだけじゃもったいないでしょ？」

　柵の向こうの親子連れに、出入り口の方へ向かってもらうように声をかけ、私たちもあずまやを出てホテルの方へ近づいていく。

　途中、控えていた従業員に他のお客さんにも入ってもらえるようにと伝えれば、恐らくはフロントか出入り口付近にいるスタッフにだろう、携帯で連絡をしていた。

　やがて、ぱらぱらと他の客も入り始め、その中にはさっきの親子連れの姿もあった。私と柊を見ては「おめでとうございます」と声をかけてくれる。

「……なんだか、ふたりきりでいるよりもこれでよかったかもね。人前結婚式みたい」

　見ず知らずの通りすがりの人たちだけれど、皆が優しい顔で祝福してくれる。そのたびに幸福感は大きくなる。

「だったら、やっぱり誓いの言葉を言っておこうか」

　薔薇のアーチの陰に隠れて、柊が私の腰を抱いた。真剣な目で、私の左手を掬い上げたかと思えば、もうすでにつけられている薬指の結婚指輪に口づけた。

「健やかな時も、どんな困難の時も、この手を離さないと誓うよ」

「私も……誓います」

　二度目の誓いだけれど、それでもやはり目頭が熱くなった。

　数秒見つめ合った後、互いに目を閉じ唇へのキスを交わす。

　あふれるほどの愛情と幸せを、一身に受けていると信じられた。




　その日は半日、ドレスのままでガーデンを歩いて、食事はホテルの部屋までコース料理を運んでもらった。部屋の窓から、夕焼けでオレンジ色に染まり始めたローズガーデンを見下ろしている。

「柊、今日は本当にありがとう」

　一日の終わりとともに、夢の時間も終盤だと感じれば寂しさもあったけれど、お姫様気分も充分堪能した。そろそろ脱ごうかな、と思い始めた時だった。

　ばさ、と音がして振り向くと、タキシードの上衣を脱ぎ捨て、ネクタイを緩めながら柊がすぐ間近まで迫っていた。

「どうしたの？　……きゃっ!?」

　ドレスを着たままで足を掬い上げられ横抱きされる。びっくりして、彼の首筋にすがりついた。

「まだ終わりじゃない。夜はこれからだ」

「え」

　妖しく揺れる微笑みが近づいて軽く私の唇を啄むと、私を抱いたまま歩き始める。

　着いた場所は寝室で、キングサイズのベッドの中央にゆっくりと下ろされた。

「柊……え、今から？」

　戸惑う私の身体を覆うようにのしかかり、片肘を私の顔の横に突くと指で額にかかる髪をよけ口づけを落とす。

「今から。あんまり綺麗でかわいらしくて、我慢するのに大変だったからな」

　シュ、と布の擦れる音がして、彼が緩めてあったネクタイを引き抜いた。それを皮切りに、深いキスと同時に私のドレスを脱がしにかかった。

「んっ、あ、待って！」

「待たない」

　顔を背けてキスを避けると、柊は細い肩かた紐ひもをずらしながら私の鎖骨に口づけ、舌で窪くぼみを舐める。たったそれだけで、ぞくぞくっと腰が震えた。

　既に力の入らなくなった手で彼のがっしりとした肩の辺りのシャツを握る。押し返そうとしても当然びくともしない。

「待って、てば。ちゃんと脱いでかけておかないと、シワになっちゃう」

　それに、今日一日歩き回って汗もかいたしシャワーを浴びたい。

　なんとかその方向へ話を進めたいと思うのだが、彼はお構いなしだ。背中に回した手でファスナーを半分だけ引き下ろすと、緩んだ胸元に吸いつきキスの花を散らす。片手がドレスの裾をまくり、大きな手のひらが膝から太腿へと撫で上がった。

「ね、シャワーもしたいから、お願い。……ん」

　言葉と一緒に、どうしても熱い吐息が漏れてしまう。

　汗くさいかもしれない、とか、そんなことが気になりながらも彼の手と唇に酔わされそうになっていた、というのに……。

「シャワーもいい。せっかくのウェディング姿なんだ、ゆっくり時間をかけて堪能したいからな」

　彼が、酔いも百年の恋も醒めるようなことを言う。

「え」

　ちゅ、ちゅ、と水音と同時にいくつも散らされていく赤い花。

「結婚式の日も、小春はさっさと脱いでしまった。俺が楽しむ隙もなかった」

　ぼやかれたのは、結婚式の日のことだった。

　確かに、あの日は式が終われば控室で着替えさせられホテルの部屋に戻ったけれど、それはそういう流れだっただけであって、私のせいではない。

　というか、ちょっと待って。

「も、もしかして、式の時にドレス姿を堪能できなかったから、今日もう一回着せたの？」

「……それもある」

　なにより、ウェディング姿でこんなことをしたいとか思われていたと知って、急激に羞恥心に襲われた。

「神聖な式に、なんてこと考えてるのよバカ、変態！」

「うるさいな。男の大多数は同じようなことを考えてるに決まってる」

　逃れようと身をよじっても、足の間に彼の身体が入り込んでほとんど身動きも取れない。

　真っ赤な顔で抵抗する私をからかうように、彼はクスクスと笑う。

「バカ！　バカ！　ほんとバカ！」

「そう言うな。どんなシーンの小春も抱いて閉じ込めたくて仕方ないんだよ」

　さらりととびきり甘い言葉を囁かれ、きゅんと身体の奥が熱くなった。バカだ変態だと罵っておきながら、しっかり私の身体も反応してしまっている。

　唇が反論の言葉を探して上下するけど、結局言葉は見つからなかった。ドレスを着たまま抱かれるなんて恥ずかしすぎると思う反面、言葉で身体で愛されたいと願う自分もいた。

「……柊のバカ」

　羞恥心に耐えながら上目遣いで彼を睨む。ドレスをはだけさせられ、じっくりと肌を撫でられながら、至近距離で私を見つめる彼と目が合った。

「小春」

　おねだりをされているような気持ちになって、私はしぶしぶ目を閉じた。そうなったらもう、後は彼の思い通りだ。

　深いキスと丁寧な愛撫にたやすく身体は熱を上げる。とろりとした蜜に沈むように、私は溺れた。

　わずかな隙間も許さぬように、鳴いて身をよじる私を抱きしめ身体中にキスをする。そのたびに、肌から彼の愛情が吹き込まれているような気がした。

「小春、愛してる」

　耳みみ朶たぶを啄みながら、囁かれた愛の言葉。

　こちらの都合など気にも留めず、めちゃくちゃな方法で惜しみなく注がれ続ける愛情に、私は一生、溺れ続けるしかないようだ。
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　このたびは『副社長と愛され同居はじめます』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　この作品は、私にとって非常に感慨深いものとなりました。小説を書き始めて四年が経ちます。これまでにも何度かいろんな賞に応募しては空振りに終わり、悔しさを次の作品への執筆意欲に変えて細々と続けて参りました。

　ベリーズカフェ恋愛小説大賞の応募が始まったとき、テーマが苦手な「溺愛」だと知って正直迷いました。けれど、いっそさらに苦手な「御曹司ヒーロー」も加えてとことん盛りだくさんにキラキラを詰め込んでみよう！と挑戦し、締め切りギリギリになんとか完結させることができました。

　今回もきっとダメだろうな、そう覚悟しつつも、やっぱり発表は気になって仕方がない。優秀賞受賞の連絡をいただいた時には舞い上がって、しばらく仕事が手につきませんでした。苦手だからと諦めず、最後まで書いて本当によかった。

　これもひとえに、読者の方々に日頃から励まされ書き続ける力をいただいているお陰です。陰ながら支えてくださる、読者の皆様、作家仲間、家族に感謝の気持ちでいっぱいです。




　最後になりましたが、この本を形にするためにご尽力くださったヨダさま、福島さま、素敵な表紙イラストに原題『愛に溺れるネオンテトラ～御曹司から謎の溺愛～』になぞらえてネオンテトラを描いてくださった戯あひさ様、本当にありがとうございました。

　これからも楽しく、恋のお話を書き綴っていきたいと思います。
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